
    
      
        
      
    

  











陰キャなクラスメイトが実は人気の若手俳優なんだけど、ソイツの幼馴染は何故か俺のことが好きみたいです。
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第一章　〝久坂大和〟と〝御前様〟


久坂大和は今日も〝御前様〟に絡まれる。

久坂大和は今話題の若手俳優を目撃する。

久坂大和は今話題の若手俳優の正体を知る。

久坂大和は中岡悠里に待ち伏せされる。

久坂大和は中岡悠里を家に招待する。

久坂大和は同志を得る。

久坂大和は中岡悠里の気持ちに気づく？

久坂大和は新たな〝絆〟を紡ぐ。

久坂大和は転校生のアイドルに辟易する。

久坂大和は中岡悠里とランチタイムを楽しむ。

久坂大和は中岡悠里を晩メシに誘う。

中岡悠里は久坂大和を想う。

中岡悠里は大嫌いな男に待ち伏せされる。

中岡悠里は芹沢悠馬に辟易する。

久坂大和は自分の想いに気づく。

久坂大和は自分の過去に縛られる。

久坂大和は中岡悠里に救われる。

久坂大和と中岡悠里は決して切れない〝絆〟を紡ぐ。



第二章　想いを紡ぐ〝久坂大和〟と〝御前様〟


久坂大和は中岡悠里と下の名前で呼び合う。

久坂大和と中岡悠里は芹沢悠馬と藤堂エルザに絡まれる。

久坂大和はウザい二人を論破する。

久坂大和と中岡悠里は風紀委員長に報告する。

久坂大和は芹沢悠馬と藤堂エルザに絡まれる。（二回目）

久坂大和は芹沢悠馬達と一緒に風紀委員会室に連行される。

久坂大和と中岡悠里は風紀委員達から質問攻めにあう。

久坂大和は中岡悠里と一緒に帰宅する。

久坂大和と中岡悠里は芹沢悠馬と藤堂エルザの口論を目撃する。

久坂大和と中岡悠里はお互いに宣言し合う。

久坂大和と中岡悠里は藤堂エルザに謝罪される。

久坂大和は藤堂エルザにせがまれる。

久坂大和は藤堂エルザとお弁当を交換（？）をする。

久坂大和は中岡悠里に勉強を強いられる。

久坂大和は中岡悠里にご褒美をもらう。

久坂大和は中岡悠里の背中を押す。

久坂大和は中岡悠里の父親と相対する。

久坂大和は中岡明里に試される。

久坂大和と中岡悠里は初デートを楽しむ。①

久坂大和と中岡悠里は初デートを楽しむ。②

久坂大和と中岡悠里は初デートを楽しむ。③

久坂大和は粘着ストーカーを退ける。



第三章　決して切れない〝久坂大和〟と〝御前様〟


久坂大和は藤堂エルザに芹沢悠馬との出会いを尋ねる。

久坂大和は中岡悠里の黒歴史を知る。

久坂大和は藤堂エルザに話を持ちかけられる。

久坂大和は藤堂エルザに意表を突かれる。

久坂大和は中岡悠里と藤堂エルザに説明する。

久坂大和は藤堂エルザを夕食に誘う。

久坂大和は中岡悠里達に奪われる。

久坂大和と中岡悠里は勉強会をする。

久坂大和と中岡悠里は藤堂エルザに加勢する。

芹沢悠馬は破滅への道を歩み始める。

久坂大和は最大限警戒する。

久坂大和と中岡悠里は藤堂エルザを励ます。

久坂大和達は斎藤一哉に待ち伏せされる。

久坂大和達は大人達の力を借りて斎藤一哉を撃退する。

久坂大和と中岡悠里は今日も〝絆〟を確かめる。



アフターストーリー


芹沢悠馬は更生への道を歩み始める？

藤堂エルザは密かに想う。

久坂大和は過去を思い出す。①

久坂大和は過去を思い出す。②

久坂大和は過去を思い出す。③



Ｋｉｎｄｌｅ特典


バレンタインの契り


















第一章　〝久坂大和〟と〝御前様〟







久坂大和は今日も〝御前様〟に絡まれる。




「はよーっす」

　俺は教室に入るなり、独り言のように朝の挨拶をする。

「ふああ……」

　カバンを机の横にかけると、席に座るなり俺は大きくあくびをした。

　ウーン、やっぱり深夜三時まで妻達の相手をしてたのは失敗だったな。

　すると。

「フム……相変わらず眠そうな顔してるな」

　現れたのは、クラスメイトの斎さい藤とうだった。

「ウルセー、俺の奥さん達がなかなか寝させてくれねーんだよ」

「ほう……？　昨日は誰がお前の相手をしたのだ？」

「フン、聞きたいか？」

「ああ、ぜひ」

　そう言うと斎藤は俺の傍そばに寄り、耳を傾けるが……うん、男に近寄られても俺の心はダメージを負うばかりだ。

「昨日はな『二年四組の〝久く坂さか大和やまと〟さん、至急、風紀委員会室に来てください』……またか」

　俺は校内放送を聞いてガックリとうなだれる。

「おい久坂、今日も〝御前様〟がお呼びだな」

　そう言いながら、ニヤニヤと俺を眺める斎藤。

「ウルセー……毎朝付き合わされる俺の身にもなれ」

「仕方あるまい。どうやら〝御前様〟は、久坂にご執しゅう心しんみたいだからな」

「それが迷惑なんだっつーの！」

　とはいえ、ここで無視して呼び出しに応じなかったら、後で余計面倒な目に遭うことは間違いない。

　俺は渋々その重い腰を上げると……クラスの連中が一斉にコッチを見てニヤニヤしてやがる……。

「はあ……とりあえず、行ってくるわー」

「うむ」

　俺は手をヒラヒラさせながら教室を出ようとしたところで。




　――ドン。




「おっとと」

「あ……ゴ、ゴメン……」

　同じくクラスメイトの〝芹せり沢ざわ悠ゆう馬ま〟の肩が俺にぶつかった。

「あー、いいよいいよ。俺は急いでるんだ」

　俺は振り返りもせずに、そのまま教室を出た。

　しっかし芹沢の奴、いつも思うけどホント存在感ねーな。

　おかげで俺も、ぶつかるまで全く気づかなかったぞ。

　って、それどころじゃねーな。

　早く行かねーと、何言われるか分かったもんじゃない。

　俺は廊下を足早に進み、校舎の二階にある風紀委員会室の扉の前までやってきた。

「あー……またコレのことでとやかく言われんだろーなー……」

　そう呟くと、俺は自分の左手を見やる。

「はあああああ……入るかー……」

　俺は深い溜ため息いきを吐つくと、意を決して扉を開けた。

「待っていたよ」

　すると、風紀委員会室の窓際一番奥で腕組みしながら、俺を呼び出した張本人、風紀副委員長の〝中なか岡おか悠ゆう里り〟が不敵な微笑みを浮かべていた。

「『待っていたよ』じゃねーよ。毎日毎日校内放送で呼び出しやがって。しかも、百パー私用じゃねーか」

　俺は半目で睨んでやると、中岡の奴は軽く溜息を吐いた後、ツカツカと俺の前までやってきた。

「久坂、だったら私に呼び出されないように、ちゃんと校則を遵じゅん守しゅしたらどうかな？」

　そう言って、中岡はツンツン、と俺の左手を指差した。

「はあ……だから言ってるだろ。コレは俺と愛する妻達との〝絆の証〟だって」

「はあ……だから言ってるよね？　ソシャゲのキャラを妻呼ばわりしながら左手薬指に指輪はめてこないでって！」

　中岡は呆れた表情でビシッ！　と俺を指差す。

　だが、毎度のことながら、それだけは聞き捨てならねーぞ！

　彼女達の悪口は、誰であっても許されるものじゃないのだ！

「彼女達に謝れ！」

「なんでだよ！　いい加減、二次元から離れてよ！」

　何言ってやがる。

　二次元こそ至高じゃねーか。

　彼女達はいつもこの俺を癒してくれる、最高のパートナーなんだぞ。

「大体、俺なんかよりよっぽど校則違反してる奴は山ほどいるだろーが！　ソッチ取り締まれよ！」

「ハ、ハア!?　アクセサリー付けてる生徒がいると、風紀が乱れるの！　とにかく、ちゃんと外さなかったら無理矢理没収するからね！」

「横暴だ！」

　とまあ、ここまでが平日の朝のテンプレだったりする。

　中岡もやいのやいの言う割には、一度もこの指輪を取り上げられたことねーし。

「まあいいや……で、今日はこれで終わりか？」

「……うん。不本意だけどね」

　中岡は口を尖らせ、プイ、とそっぽを向いた。

「だったら、俺は教室に戻るぞ」

　そう言って踵きびすを返して風紀委員会室を出ると、俺は来た時と同じルートを足早に……行こうと思ったけど、思い直して少しゆっくり目に歩く。

「……なあ、中岡さんや？」

　相変わらず頬を膨ふくらませたまま、しれっと俺の隣を歩く中岡を見やると。

「……何？」

「同じクラスなんだからさあ、この朝のやり取り、教室でやればよくね？」

「ハ、ハア!?　そ、そんなこと、できる訳ないよね!?　よね！」

　中岡の奴は急に顔を真っ赤にさせながら、手をバタバタとさせて抗議する。

「や、だけど毎朝毎朝、校内放送使って俺を呼び出すほうが問題じゃね？」

「いいの！　ちゃんと〝木戸先輩〟にも許可とってあるし！」

「あの人、風紀委員長のくせに何やってんの!?　むしろ後輩をちゃんと取り締まれよ！」

　全くあの人は……。

「そもそも！　キミがその指輪をしてくるのがいけないんだよ！　ちゃんとソレを外して登校してきたら、私も校内放送使って呼び出したりしないから…………………………多分（ボソッ）」

「おい、聞こえてるぞ」

　多分ってなんだよ、多分って。

「まあいいや。俺は〝セツナたん〟のお相手で疲れてるんだ。頼むから今日はもう絡んでくるなよ」

「な、なんだよ！　…………………………久坂のバカ（ボソッ）」

「んあ？」

「何でもないっ！」

　ハア……。

　俺は昨日の疲れもあってか、頭をポリポリと掻きながら自分の席に着くなり突っ伏した。




久坂大和は今話題の若手俳優を目撃する。




　――キーンコーン。




「それで、〝御前様〟はいつもの案件だったのか？」

　一時間目終了のチャイムが鳴るなり、斎藤の奴が早速俺に絡んできた。

　つか、俺に絡んでくる奴多くない？　……つっても、斎藤と中岡の二人だけだけど。

「……おう。毎朝毎朝、よく飽きねーよなー……」

　俺は斎藤の問いかけに、ぶっきらぼうに答えた。

「だが、あの〝御前様〟と毎朝風紀委員会室で二人っきりになっているのだ。普通は喜ぶところなのだがな」

　斎藤は腕組みしながらウーン、と唸る。

　や、確かに中岡は可愛いよ？

　黒髪ショートボブの髪型に、オニキスのように黒くて大きな瞳、真一文字に結んだ淡い桜色の唇がトレードマークで、その凛とした可愛さから二年男子の羨望を一身に集めているからな。

　でも。

「お前だって知ってるだろ？　アイツが何で〝御前様〟って呼ばれてるか……」

「まあな」

　そう……それは、高校一年の二学期始まってすぐの頃だった。

　夏休み明けで妙に浮かれた男子生徒が三人、ふざけて中岡に絡んだのが始まりだったなあ……。

　あの時、校舎に入ろうとしていた中岡に、男子生徒の一人がアイツの肩をつかんで呼び止めたら、中岡がソイツの手首を捻ひねって綺麗に投げ飛ばしたんだよ。

　で、そん時の中岡の台詞セリフが痛快だった。




『私に触れていい男の人は、私が大好きな人だけだよ』




　そう言って、軽く鼻で笑って校舎の中に入って行った中岡を見て、カッコイイと思っていたのは内緒だ。

　で、そこからついた二つ名が〝聖せい稜りょうの巴御前〟。

　誰が言ったんだか知らないけど、勇ましいところがそっくりらしい。

「……全く、これで万が一密室という環境の中でアイツに触れようモンなら、恐らく俺の命はそこで尽きることになるぞ。身体的にも、社会的にも」

「そうか？」

　オイオイ……『そうか？』だと？　そうだよ。

「まあいい。大体お前は、それどころじゃないからな」

「よく分かってるじゃねーか」

　そうとも、俺には既に四人のメインヒロインと、三人のサブヒロインの育成……いやいや、七人の妻との逢瀬の日々が……！　って、んん？

「なんだよ……何か言いたそうな顔だな？」

「別に」

　そう言うと、斎藤は自分の席へと戻っていった。

　何だアイツ……。




　　　　　※　※　※




「ウーン……今日も良く寝たな。さーて、さっさと帰るか」

　放課後になり、俺は帰り支度を始めていると。

「久坂」

「……来やがったか」

　もう！　もう！　今日も結局放課後まで絡んできやがって！

　俺は昼休みにまで絡まれて、お腹いっぱいなんだよ！

「ねえ、明日こそはその指輪外してきてよね！」

「だーかーら！　それはムリだって言ってんの！　これは俺の〝絆の証〟なんだよ！」

「何だよ！　いっつもいっつもそんなクソダサイ台詞セリフ吐はいて！　いい加減ちゃんと見てよ……！」

　ちゃんと見ろ？　コイツは目くじら立てて何を言ってるんだ？

「はあ……とにかく、俺は今日も忙しいんだよ。つーわけで、俺は帰るぞ……って」

　もう！　もう！　なんでコイツは俺が帰ろうとするとそうやって通せんぼするの!?

「中岡ー……俺に構ってないで、アッチ、なんとかしたほうがいいだろ……」

　俺は窓際後ろの席にクイ、と顎あごで指し示す。

　そこには、帰り支度をしている芹沢が、クラスの女子達に指差されながら笑われていた。

「アレ、お前の〝幼馴染〟なんだろ？　バカにされてるけど、助けてやんなくていーの？」

「……ねえ、ソレやめてって言ったよね？」

　そう言うと、中岡は露骨に顔をしかめた。

「大体たまたま家が近所で、うちの両親がアイツの親と仲がいいから付き合いがあるだけで、私は別に〝幼馴染〟だなんて思ってないし」

　ウーン……何というか、拗こじらせてるなあ……。

「でも、そんなこと言ってると〝幼馴染ざまぁ〟されたり、〝もう遅い〟って言われたりするぞ？」

「何だよソレ」

「アレ？　知らない？　ネット小説である話なんだけど……」

　俺はスマホを取り出して、いつも見てるウェブ小説サイトのトップページを表示すると。

「ええと……ホラ、これ」

　ラブコメ部門のランキングページに移動し、それを中岡に見せた。

　そこには。

『第一位　今まで疎遠だった幼馴染が、陰キャな僕が実はトップアイドルだと知ってすり寄って来るけどもう遅い』

　と、表示されていた。

「な？」

「『な？』じゃないよ！　〝幼馴染〟がトップアイドルだったからって関係ないし！　すり寄らないし！」

　アレ？　中岡、余計にヒートアップしたぞ？

「それを言うなら、『ただの近所の同級生が、勝手に私の幼馴染だと勘違いしてるけど勘弁してほしい！』っていうのはないの!?」

「その小説のどこに需要があるんだよ!?　つーか恋愛皆無だろソレ！」

　全く……これはラブコメ部門なんだから、恋愛なかったら詐欺だろーが。

「はあ……とにかく、アイツは私にとって〝幼馴染〟じゃないから……ホントに、誰が久坂にそんなデマ教えたんだろ……」

　中岡が額を押さえ、深く溜息を吐いてうなだれる。

　けど……アレ？　なんで俺、中岡と芹沢が〝幼馴染〟って知ってたんだっけ？

　まあいいや。

「おっと、それどころじゃねえ！　俺は忙しいからもう行くぞ！　じゃな！」

「あ……」

　俺は慌ててカバンを肩にかけると、そそくさと教室を出た。

　寂しそうな表情で手を伸ばす、中岡に気づかないフリをして。




　　　　　※　※　※




「フンフンフーン♪　今日はシチュー♪　寒い季節にピッタリな、あったか～いクリームシチュー♪」

　俺は鼻歌交じりに駅前の商店街を歩く。

　やー、もうすぐ本格的な冬を迎えるこの時期、食卓を彩るのはそう！　シチューをおいて他にはない！

　中でも、クリームシチューこそ究極なのだ！

　そんなゴキゲンな状態でフラフラとねり歩いていると。

「んお？　なんだ？」

　商店街の奥にあるラーメン屋の前に、人だかりができてるなあ。

　俺はチョット興味が湧いて、野次馬よろしくその人だかりの輪に加わる。

　すると。

「いやー！　どうでしたか〝沖田〟さん、ここのラーメンは！」

「あ、ハイ。スープが濃厚で、すごく美味しかったです！」

　人だかりの輪の中心に、今話題の若手俳優〝沖おき田た晴はる斗と〟がいた。




久坂大和は今話題の若手俳優の正体を知る。




「いやー！　どうでしたか沖田さん、ここのラーメンは！」

「あ、ハイ。スープが濃厚で、すごく美味しかったです！」

　人だかりの輪の中心で、今話題の若手俳優〝沖田晴斗〟が女子アナらしき人にマイクを向けられ、さわやかにラーメンの感想を答える。

　よく見ると……周りにいるの、ほぼ女の子ばっかじゃねーか!?

「それで、沖田さんはラーメンってよく食べたりするんですか？」

「そうですねー、うちの家族って全員ラーメンが好きで、みんなで食べに行ったりしますね」

「へえー、そうなんですねー！」

　などと、まさにグルメバラエティ的なノリで淡々と進んでいく。

　そして。

「はい！　カット！　いやー良かったよ！」

「ありがとうございます」

　プロデューサーらしき人が撮影終了の合図をし、沖田晴斗に駆け寄ってその肩を叩くと、沖田晴斗は照れながら頭を掻いた。

　すると、周りの女性陣は『キャー！』だの『尊い……』だのを連呼しながら、沖田晴斗をウットリとした表情で見つめていた……いや、これは凝視しているというほうが正しいかもしれない……。

　そして、残念なことに。

「……何してんだ、〝文ふみ香か〟？」

　俺の妹が、瞳をキラキラさせながら沖田晴斗に全力で手を振っていた。

「キャー！　晴斗くーん！　……って、お兄!?」

「おう。文香たんのお兄ちゃん、久坂大和だ」

「今忙しいから！」

「あ、うん……」

　俺は軽く手を挙げながら近寄るが思いっきり邪魔者扱いされてしまったので、そっと離れた……泣くぞ!?

　撤収作業も終わり、沖田晴斗がスタッフ達と共にロケバンに乗り込むと。

「みんな！　今日は僕を見てくれてありがとね！」

　窓から手を振りながらさわやかな笑顔でそう叫び、商店街を去っていった。

　当然。

「「「「「「「「「「キャ――――――――――――！！！！！」」」」」」」」」」

　商店街中に、女の子達の絶叫がこだました。

　もちろん、その中にはうちの妹も含まれている。

　ロケバンが視界から見えなくなると、女の子達は蜘く蛛もの子を散らすようにその場から立ち去っていった。

「……おーい」

「はあ……晴斗キュン、最高に尊い……」

　同じく現場から立ち去ろうとする妹に声をかけるが、文香は未だに別の世界にいるようだ。

「文香ー、今日の晩メシはクリームシチューだぞー」

「ああ……晴斗キューン……って、クリームシチュー！　やったー！」

　クリームシチューが、沖田晴斗に勝利した瞬間だった。

「おう。つーわけで、お前も買い物に付き合え」

「えー……じゃあさ、家計でおやつ買ってもいい？」

「毎月小遣い渡してるだろうが！」

　全く……無駄遣いは良くないのだ。

「ちぇー、お兄のケチ！」

「よし、来月から文香の小遣いは半分カットな」

「すいませんでした！」

　文香は直立不動から直角に腰を曲げて頭を下げた。

　うむうむ、よろしい。

「んじゃ、いつものスーパー行くぞ」

「はーい」

　俺達は行きつけのスーパーでクリームシチューの食材……玉ねぎ、ジャガイモ、ニンジン、ブロッコリー、鶏もも肉に……よし、こんなものかな。

　材料を一揃いカゴに入れると、俺達はそのままレジへと向かう。

　レジのおばさんが手慣れた手つきでバーコードを読み取って……。

「あ、スイマセン、そのお菓子はいらないです」

「分かりましたー」

　文香め、しれっとカゴに忍ばせてやがった……油断ならねー。

　会計も終わり、カバンから買い物袋を取り出すと、買ったものを詰めて、と。

「よし、じゃあ帰るぞ」

「はーい」

　スーパーの自動ドアをくぐり、自宅マンションに向かって商店街の裏通りを抜けようと……って。

「……文香、あれ……」

　俺は路地の陰に隠れながら、さっき見たロケバンに指を差した。

「あ！　あれって……モガ!?」

「シッ！」

　俺は叫びそうになった文香の口元を押さえた。

「シー、静かに」

　俺も、なんでこんなことをしたのか分からない。

　だけど、わざわざ商店街から離れたロケバンが裏通りに横付けしてるって、明らかにおかしいよなあ……。

　などと考えていると、ロケバンのドアを開けて沖田晴斗が降りてきた。

　そしてスタッフの人に軽くお辞儀をして……コッチに来る!?

「（チョ!?　文香、もっと奥に！）」

「（う、うん！）」

　俺達は物陰のさらに奥に身を潜めながら、沖田晴斗の様子を窺うかがう。

　すると。

「（オイオイオイ!?）」

　沖田晴斗はキョロキョロと辺りを確認したかと思うと、後ろへと流していたその髪をあえてボサボサにし、カバンから眼鏡を取り出してかけた。

「ふう……誰にも見られてない、よね……？」

「「っ!?」」

　その呟きに、俺も文香も思わず息を飲む。

　だけど、沖田晴斗は俺達の存在には気づかず、そのまま周りを確認しながら足早にその場を去った。

「……行ったか？」

　その後ろ姿が曲がり角で消えたのを確認すると、俺達は物陰から出て胸を撫で下ろす。

「わーわー！　アレってひょっとして、ドラマの役作りかな！」

　文香は興奮しながら俺の肩をバシバシと叩く。

　だけど。

「アイツ……芹沢だよ……」

「芹沢？」

　ポツリ、と呟いた俺の言葉を拾い、文香が尋ねる。

「ああ……俺の、クラスメイトだ」




久坂大和は中岡悠里に待ち伏せされる。




「ああ……俺の、クラスメイトだ」

　俺は沖田晴斗……いや、芹沢が消えた路地の角を見つめながら、文香に静かにそう答えた。

「クラスメイト!?　お兄それマジ!?」

「あ、ああ……多分……」

　興奮気味に尋ねる文香に、俺は曖昧に返事するしかできなかった。

　や、だって、まさか陰キャで今日もクラスの女子に笑われてるような奴が売れっ子若手俳優だなんて想像つかねーよ!?

　むしろ、俺の頭の中が絶賛混乱中だっての！

「うわあー……ねえねえお兄！　晴斗キュンのサイン貰ってきてよ！」

　文香は瞳をキラキラさせながら、俺の肩をバシバシと叩く。

　だから、さっきから痛いっての！

「やだよ！　なんでだよ！」

「えーお兄、クラスメイトなんでしょ？」

「そうだけど！　そうなんだけど！」

　クラスメイトだからって、仲が良いわけじゃないからな!?

「とにかく！　アイツはああやって正体を隠してるっぽいから、下手に『お前、ひょっとして沖田晴斗？』なんて聞いてみろ！　気まずくてしゃーねーよ！」

　ハイ、嘘です。

　ホントは、面倒臭そうだから関わり合いになりたくないだけです。

「つーわけだから、アイツのことは見なかったことにしとけ」

「えー……」

　文香は納得がいかないとばかりに口を尖らせるが、俺はもう終わったとばかりにスタスタと家に向かって歩き始めた。

「もー！　ちょっと待ってよ！」

　それを見た文香も、慌てて俺の後を追いかけ、二人で家路に着いた。




　　　　　※　※　※




「それで……なんでアイツが俺の家の前にいるんだ？」

　自宅のマンションに帰ってきた俺と文香だったが、何故かマンションの玄関で、壁にもたれている中岡がいた。

「？　お兄、中に入らないの？」

「ああいや……お前、先に帰っててくれ」

「う、うん……」

　そう言うと、文香は怪訝な表情を浮かべながらマンションの中へと入って行った。

　さて。

「中岡……俺の家の前で何してんだ？」

「あ……べ、別に!?　たまたま通りかかっただけだし!?」

「嘘吐つけ！」

　中岡は顔を背けて鳴らない口笛をヒューヒューと吹いた。

「はあ……で、どうやって俺の家の住所を調べたんだ？」

「ハ、ハア!?　だから、私はたまたま偶然……」

　や、たまたまも偶然も意味一緒だろーが。

「分かった！　どうせあの風紀委員長が勝手に生徒の個人情報を持ち出しやがったな！」

「な!?　品行方正な木き戸ど先輩がそんなことする訳ないでしょ！　たまたま先生の机の上にあった住所録から……！」

「……覗のぞき見したのか？」

「う……」

　俺がキッ、と睨みながら中岡を問い質ただすと、中岡は言葉を詰まらせて後ずさりをした。

「はあ……中岡、さすがにそれはやっちゃいけないだろ……」

　俺は目を瞑つぶりながらかぶりを振る。

　別にクラスメイトに自宅を知られたからって困る訳でもないけど、それでも、最低限のルールっつーか、そういうのはあるだろ……。

「……で、そんな真似してまで、一体俺に何の用なんだ？」

　俺は中岡に対し、少し侮ぶ蔑べつを込めた視線を送ると。

「ごめん……確かにキミの言う通り、これはしちゃいけないことだった……だけど……だけど……」

　そう言うと、何故か中岡はぽろぽろと涙を零こぼし始めた。

「オ、オイ!?」

　俺はあの中岡が泣き出したことに驚いてしまい、思わず彼女に駆け寄るけど……ど、どうすりゃいいんだ!?

　ふ、文香は……って、あああああ！　俺が先に中に入らせたんだったあああ!?

「と、とにかく！　ここにいてもアレだから、とりあえず俺ん家こい！」

「あ……」

　俺はいたたまれなくなり、無意識に中岡の手をつかんでマンションの中に引き入れた。

　え、ええと、暗証番号……あああ、焦って上手く入力できねー！

　お、落ち着け俺……『０・５・７・３』……よし！　開いた！

「コ、コッチだ！」

「う、うん……」

　俺は急いでエレベーターの前に行き、上のボタンを押す。

　ああもう……まだ降りてこねーのかよ……！

　――チーン。

「さ、さあ乗るぞ……って、わああ!?」

「キャッ!?」

　い、急いで乗ろうとしたせいで躓つまづいて……って、危なっ!?

　俺が手を引いていたせいで、同じくよろけた中岡を、俺は慌てて抱き留めた。

「だ、大丈夫か!?」

「あ、う、うん……」

「ホ、ホントか!?　その割には少し顔が赤く……「だ、大丈夫だから！」……お、おう……」

　心配して声をかけたのに……。

　ま、まあ、俺のせいで躓いたわけだから、何も言えんのだけど。

「あ、そ、そうだ！　ボタン押さねーと！」

　俺は〝８〟の数字を押し、続けてしめるボタンを押すと、扉が閉まって上へと昇っていく。

「…………………………」

「…………………………」

　き、気まずい……。

「「あ、あの！」」

　チクショオオオオオ！　被ったあああああ！

　見ろよ！　中岡も気まずくて顔逸らしちまったじゃねーか！

　ああ……こんなことなら、文香の奴を先に帰すんじゃなかった……。

　――チーン。

　つ、着いた……！

「ホ、ホラ、ここが俺の家だ！」

「う、うん……！」

　俺は焦りながらドアノブに手をかけ、扉を開くと。

「あ、お兄！　私だけ先に帰らせて一体……って」

「し、失礼します……！」

　緊張した面持ちで挨拶する中岡を見ながら、文香は指差しながら口をパクパクさせた。




久坂大和は中岡悠里を家に招待する。




「あ、お兄！　私だけ先に帰らせて一体……って」

「し、失礼します……」

　緊張した面持ちで挨拶する中岡を見ながら、文香は指差しながら口をパクパクさせた。

「お、お兄……お兄が、三次元の女の子を……」

「あ、えーと……同じクラスの〝中岡〟。で、コッチは俺の妹で〝文香〟」

　俺が二人にそれぞれ紹介すると……文香よ、なんで俺を半目で睨むんだ？

「お兄……ちょっとは遠慮したらどうなの？」

　遠慮？　何言ってるんだコイツ？

　首を傾げる俺を見かねたのか、文香はチョンチョン、と指差す。

　俺は視線でその先を追っていくと……!?

「ああああああああ!?」

「へ？　へ？　……ふあああああああ!?」

　突然の俺の叫び声にオロオロしたかと思うと、中岡もソレに気づき、一緒に叫んだ。

　や、だって、まだ中岡と手つなぎ状態のままだったんだもん。

　そんなの、つい叫んじゃうよな？　な！

　と、とにかく！　その繋いだ手を……って、離れねえええええ！

「お、おい中岡!?」

「へ？　へ？　だ、だって手が……」

「『手が』じゃねーよ！　離せって言ってんの！」

「あ、ふああああああ!?　う、うん！」

　そう言うと、やっと中岡が俺の手を離した。

　はあ……ちょっと焦った。

　で、なんで中岡はそんな名残惜しそうな顔してんだ？

「はあ……それで、中岡さん、でしたっけ？」

　文香は溜息を吐くと、急に真剣な表情で中岡を見据えた。

「あ、う、うん……その、久坂……くんのクラスメイトで、〝中岡悠里〟、です……」

　逆に中岡の奴は緊張した面持ちで、少し上目遣いで文香を見やる。

「お兄とはどういった関係で？」

「オイオイ文香、クラスメイトだって言っ「お兄は黙ってて」……はい」

　文香にすごまれ、俺はすごすごと引き下がった。

　何だよ、普段はお調子者のくせに、たまーにこうやって威圧してくるんだよなあ……お兄ちゃんって一体……。

「あ、ええと……久坂、くんが言った通り、私はクラスメイトで、その……」

　そう言うと、中岡は俺をチラリ、と見る。

　うん、俺のフォローは期待するな。つか、今言った以上のことはないだろーが。

「ふーん……なんとなく分かったかなー」

　文香は頬ほほに手を当て、少し首を傾かしげる。

　そして。

「中岡さん、今日の晩ご飯はクリームシチューです」

「「は？」」

　なんだなんだ？　急に家の晩メシ紹介してどうしようってんだ？

　お兄ちゃん、ちょっと恥ずかしいぞ？

「ということで、せっかくなので中岡さんも食べていってください」

「「はあああああああ!?」」

　や、ホント、何言ってんだよ!?

「おい文香！　急に何を……「お兄は黙ってて！」……はい」

　くそう、俺はお兄ちゃんなんだぞ!?　もっと敬え！

　オマケに、晩メシ作るのは俺なんだからな！　なんでお前が偉そうに言うんだよ！　……って、言えたらいいのになあ。

「え、ええと、でも……」

　困った表情でもじもじする中岡に文香がスッと近づくと、耳元で何かを呟いた。

　すると。

「う、うん！　ご馳走になります！」

「よし！」

「何故!?」

　なんだよその掌返しは!?

　文香の奴、中岡に一体何言ったんだよ!?

「じゃ、晩ご飯の準備、二人でよろしくねー！」

「へ？」

　二人で？　晩メシの準備を？

　俺が？　コイツと？

　俺は呆けながら俺と中岡を交互に指差していると。

「く、久坂！　私、頑張るから！」

　中岡は胸の前で小さく拳を握りながら、フンス、と意気込んでいる。

　や、中岡は元々可愛いからそのしぐさ、かなり俺のツボではあるけれども。刺さったけども。

「なんでこうなった……」

　俺は思わず、がっくりとうなだれた。




　　　　　※　※　※




「んじゃ……カバンはとりあえず俺の部屋に」

「ふあ!?」

　なんだよ『ふあ!?』って……こんな可愛い声出す奴だったっけ？

「別になんもねーから、気にしなくていーぞ」

「え、ああああ、もも、もちろん、気になんてしてないよ!?」

「めちゃくちゃキョドってるじゃねーか……」

「ああ、当たり前だよ！　お、男の子の部屋に入るなんて……！」

　アレ？　そーなの？

「や、だけど芹沢の部屋に入ったりし……「そんなことするわけないだろ！」……あ、はい」

　ウーン、そこまで全否定しなくてもいいと思うんだけどなあ……。

　まあいいや。

　俺は自分の部屋へと中岡を案内すると。

「ふああああ……」

　中岡は瞳をキラキラさせながら俺の部屋を見る。何で!?

「べ、別にいたって普通の部屋だろ？」

「へ？　あ、う、うん……思ったより綺麗に片づいてるし……」

「まーな」

　そう言って、俺は無造作にカバンを放り投げる。

「中岡も適当に置いといてくれ」

「う、うん……それにしても……」

　おずおずとカバンを置くと、中岡はまた部屋を見回した。

「てっきり、ゲームの女の子のポスターとかフィギュアとか飾ってると思ってた……んだけど……」

「ん？　ああ、俺は奥さん達とはゲームの世界で逢うことにしてるからな」

　だって、うちの奥さん達は異世界にいるんだもん。

　ん？　中岡、なんでジト目で見てんの？

「はあ……まあ、思ってたよりは……（ボソッ）」

「ん？」

「あ、ああああ、何でもない！」

「そう？　んじゃ、キッチンに案内するけど……メシはいつも俺一人で作ってんだから、お前は無理して手伝わ……「い、いや！　私も手伝うから！」……お、おう……」

　中岡の奴、なんでこんなに気合い入ってるんだ!?

　まあ、手伝ってもらえるなら俺もありがたいけど。

「分かった。よろしく頼む」

「うん！」

　俺達は部屋を出てキッチンに……おっと、大事なこと忘れてた。

「悪い中岡、その先がキッチンだから、先行っといて」

「ええ!?　だ、だけど……」

「大丈夫大丈夫、家ん中、俺と文香しかいねーから」

　そう言って手をひらひらさせながら、俺は畳のある部屋に入ってふすまを閉めると。

「母さん、ただいま」




久坂大和は同志を得る。




「母さん、ただいま」

　俺は畳の部屋に入ると、その奥に鎮座している小さな仏壇に向かい、いつものように手を合わせる。

「母さん、今日もいつも通りだよ。文香も元気だし、親父も……親父は知らん」

　と、これまたいつものように定期報告を済ませる。

「さて……んじゃ、晩メシの準備に取りかかるか」

　俺は立ち上がって畳の部屋を出ると。

「あ……」

　そこには、気まずそうに立っている中岡がいた。

「あれ？　リビングに行ってなかったのか？」

「あ、う、うん……その……」

「ああ……」

　中岡が曖昧な返事をしてうつむく。

　どうやら、俺が畳の部屋に入ってからの一部始終を聞いていたみたいだ。

「はは……母さん、俺が小学生の時に病気で死んじゃったんだよね」

「…………………………」

「まあ、もう結構前の話だし、俺も文香も、ちゃんと前を向いてるから。だから、別に中岡は気にすることねーぞ？」

　俺は少し落ち込んだ様子の中岡にそう言うと、左手薬指にはめている指輪に触れる。

　すると。

「それ……ひょっとして……」

「ん？　ああ……母さんの、形見だよ」

　中岡の問いかけに、俺はハッキリと答える。

　これは、母さんが死ぬ間際に俺にくれたもの。




『……これは、お母さんと大和や文香、お父さんとの〝絆の証〟……これから先、大和が家族と同じくらい絆を結びたいと想った人が現れたら、その指輪を渡しなさい。それが、母さんの願い……』




　そう言って渡してくれた、俺の宝物。

　その時のことを思い出して俺はつい口元を緩めていると、中岡は俺とは正反対な……今にも泣きだしそうな、そんな表情を浮かべていた。

「だから中岡は気にすることねーっての。そもそもこの指輪がなんなのか、中岡に話したことなかったし」

「だ、だけど……」

　俺が中岡に気にする必要はないと伝えても、中岡はやっぱり今にも泣いてしまいそうだ。

　はあ……。

「とにかく、俺は全く気にしちゃいないし、中岡は風紀委員として職務を全うしたわけだろ？　ま、そういうことだから。それでも気にするってんなら、むしろいつも通りでいてくれると、俺としても助かるんだけど」

　いつもは校内放送を私的に濫らん用ようするほど傍ぼう若じゃく無ぶ人じんなのに、そんなしおらしい態度、調子狂うっての。

「久坂……」

「つーわけで、今から晩メシ作るぞ。手伝ってくれるんだろ？」

　俺はこの雰囲気を変えようと思い、少々おどけてそう言うと、ようやく中岡はいつもの様子に戻った。

「も、もちろん！」

「よし、頼りにしてる」

「うん！」

　さてさて……それじゃ、頑張ってみんな大好きクリームシチューを作るとしますか。




　　　　　※　※　※




「……で、なんで野菜がこんな小っちゃいサイズになってるんだ？」

「あ、あうう……」

　俺がまな板に乗っているジャガイモを見ながら、ジト目で中岡を見る。

　まあ、誰しも得手不得手はあるし、別に責めるつもりはこれっぽっちもないんだけど、だったら初めから言ってほしかったとは思う。

「んー……ま、メシは俺が作るから、中岡はリビングでくつろいでいてくれよ」

「あうう……ゴ、ゴメン……」

　そう言うと、中岡は落ち込んだ様子ですごすごとリビングに向かい、床でチョコンと体育座りした。

　さて、サッサと作るか。

　俺は一口サイズの鶏肉を、油を引いた鍋に入れて火にかけ、ある程度火が通ったら切りそろえたジャガイモ、ニンジン、玉ねぎ、ブロッコリーを投入してさらに炒める。

　んで、水を入れて一煮立ちさせたら、そこに牛乳とシチューの素を入れてさらに煮込む。

　よし、まあこんなもんだろ……って。

「中岡、何やってんの？」

　俺は呆けた顔でキッチンを覗いていた中岡に声をかける。

「へ？　あ、い、いや……久坂、すごく手際がいいなあ、って」

「おう、主夫歴六年以上の俺をなめるなよ」

　俺はどうだと言わんばかりに、軽く口の端を持ち上げた。

「ふああああ!?　六年以上って小学生の時から!?　……あ」

　中岡は驚いた表情でそう言った後、しまったとばかりに口元を手で押さえ、押し黙った。

「だーかーらー、いちいち気にすんなっての」

　俺は中岡の頭をポンポン、と軽く叩いて……って、俺何やってんだよ!?

「う、うわあああ!?　わ、悪い！　つい妹と同じ感覚で……！」

　俺はすぐさまその手を引っ込め、思わずその場で土下座する。

　だけど。

「く、久坂！　き、気にしなくていいから！」

　俺の予想に反し、中岡はわたわたしながら俺に近づくと、土下座する俺を起こした。

「だ、だけど……「それに、その……チョット嬉しかったし……」」

　俺がそれでもと言葉を紡つむごうとすると、それを遮さえぎるように中岡が顔を真っ赤にしてそんなことを言った。

　な、何だよその顔……不覚にも、すげー可愛いと思っちまったじゃねーかよ。

「そ、そうか……つ、次から気をつける……」

「う、うん……」

　俺は何だか恥ずかしくなり、つい顔を背けてしまった。

　中岡も中岡で恥ずかしいと思ったのか、モジモジしながら俯うつむいている。

　な、なんか調子狂うなあ……。

「さ、さあて、シチューはもういいんじゃねーかな」

　俺は変な空気を変えるために、少々大げさにそう言ってシチューをかき混ぜる。

　うん、こんなもんだろ。

「よし、シチューもできたし、晩メシにするか。おーい文香ー、メシだぞー！」

「分かったー！」

　俺がキッチンから叫ぶと、同じく文香が返事した。

　さて……。

「ところで中岡さんや」

「へ？」

　俺が声をかけると、中岡はキョトンとしながら気の抜けた返事をした。

「シチューにはパン派？　ごはん派？」

「はい？」

　俺の問いかけに、中岡はまたもや気の抜けた返事をする。

「や、だからシチューのお供はパンかごはんか、どっちがいいか聞いてんの」

「あ、ああ……私はシチューの時はいつもごはんだけど……」

　中岡がおずおずとそう答えると、俺は思わずこう叫ぶ。

「同志よ！」

「ふあああああああ!?」




久坂大和は中岡悠里の気持ちに気づく？




「で？　中岡さんがごはん派だってことが、そんなに嬉しいの？」

　文香の奴はスプーンを咥えながらそんなことを言ってやがるが、コイツは本当に分かってない。

「嬉しいかだと？　嬉しいに決まってるだろ！　俺は今日、最高の同志を得たのだ！」

「ふあああああああ!?」

　ん？　オイオイ中岡よ、そんなに驚かなくてもいいだろうに。

「大体、お前が中学に入った途端にパン派に寝返ったのがいけねーんだぞ！」

「は？　友達みんながパン派だったんだからしょうがないじゃん！」

「何だと！　すぐにそうやって周りに迎合しやが……「お兄？」……すいません、言い過ぎました……」

　チクショウ、都合が悪くなるとすぐそうやって低い声出して凄みやがって。

　少しはお兄ちゃんをリスペクトしやがれ。

「あ、あはは……」

「む、それより中岡、シチューなら大量に作ったからおかわりもあるぞ？」

　俺は苦笑いしながらスプーンが止まっている同志を見て、おかわりを勧めてみた。

　だって、シチューとごはん、交互に食べたらスプーンと箸が止まらなくなるからな。だよな？　な！

「じゃ、じゃあおかわりもらおうかな」

「よしきた！」

　俺は中岡から器を受け取ると、追加のシチューをよそって渡した。

「はふはふ……だけど、本当に美味しいよ！」

「だろ！　だろ！　いやあ、最近は文香の奴、あんまり美味いとか言ってくれないからなあ。中岡が美味しそうに食ってくれると、やっぱ嬉しいもんだな！」

　満面の笑みを浮かべてウンウンと頷うなずいていると、そんな俺を見つめていた中岡は、柔らかい微笑みを浮かべていた。

　なんだよ、その表情……超可愛いじゃねーかよ……。

「あーハイハイ、それは悪うございましたね！　そんなに嬉しいんだったら、また中岡さんに晩ご飯、食べに来てもらったら？」

　ほんの少し皮肉交じりにニヤニヤしながら、文香は頬ほお杖づえをついてそんなことを提案した。

「おお！　そりゃいいな！　中岡、また俺ん家にメシ食いに来いよ！」

「ふあ!?　だ、だけど、迷惑だったり……しない、の？」

　俺が誘うと、中岡は驚いた表情を見せた後、申し訳なさそうに上目遣いでおずおずと尋ねる。

「迷惑？　んなわけねーだろ。大体、二人分も三人分も大して変わんねーし」

「そ、そうなの？　ていうか、お父様の分が入っていないような……」

「待て中岡、うちの親父をお父様呼ばわりしないでくれ。見ろよ」

　そう言ってクイ、と顎で指し示すと、文香が食ったシチューを今にも吐き出しそうなほど気持ち悪そうにしていた。

「あ、あははー……」

「ま、それに親父はいつも帰りが遅いから、テキトーに外で食ってくるんだ。つーわけで、中岡の分も入れて三人分ってこと」

「アレ？　もう数に入っちゃってる!?」

　なに驚いてんだよ、当然だろ？

「じゃ、じゃあ……ありがと」

「おう」

　中岡は口元を緩めながら、「えへへ、やった」と呟きながら小さくガッツポーズした。

　ああもう、今日一日で大分印象が変わっちまったんだけど!?

「ま、まあそれよりシチューが冷めちまうから、早く食べようぜ」

「う、うん！」

　そうして、俺達三人はくだらない雑談をしながら楽しく夕食を過ごした。




　　　　　※　※　※




「おじゃましました！」

「悠里さん、いつでも遊びに来てね！」

「うん、文香ちゃんまた来るね！」

　すっかり打ち解けた中岡と文香は、そんな会話をしながらハイタッチを交わした。

　だけど、俺が後片けしてる時にコイツ等、ヒソヒソと何の話してたんだ……？

「じゃ、行くか」

「へ？」

　俺が靴を履いてそう言うと、何故か中岡はキョトンとした。

「や、こんな夜に一人で帰らせるわけねーだろ」

　まあ、中岡なら変質者が現れてもアッサリ撃退するだろうけど。

　つーか、俺のほうが確実に足手まといになる自信すらある。

「あ、で、でも、そこまでしてもらっちゃ悪いよ」

「お前を一人で帰らせるほうが、俺の精神衛生上よくないの。つーことで文香、先に風呂入っとけよ」

「了解。お兄こそ、ちゃんと悠里さんを送ってくんだよ！　……オオカミになったりしないでよね？」

「するか！」

　つーかそんな真似してみろ、間違いなく俺は母さんとご対面することになっちまうわ。

「んじゃ、行ってくる」

「文香ちゃんバイバイ！」

　俺達はマンションを出ると、中岡の案内で彼女の家へと向かう。

「しかし、結構寒いな」

「それはそうだよ、もうすぐ冬だもん」

　そう言って、中岡は掌にハア、と息を吐いた。

　あ、そういえばあのこと聞いとかないと。

「なあなあ、芹沢の奴のことなん……「アイツの話はしたくない！」」

　芹沢の正体の件について尋ねようとしたけど、アイツの名前を出した瞬間、中岡に即座に拒否された。

　ウーン……こりゃ、アイツとなんかあるのか？

「そうかー……んじゃ、別の話題。なんでマンションの前で待ち伏せてたんだ？」

　俺はもう一つ気になってた、中岡が俺の家にわざわざ来た理由を尋ねた。

「あ、そ、それはその……」

　そう言うと、中岡はおずおずと俺の左手を指差した。

　あー、そういうことか。

「で、でも！　それは私がバカだったからで、その件はもう……」

　中岡は落ち込んだ表情をしながら、その言葉は尻すぼみになっていく。

「はいはい、お前の言う通り終わった話なんだから、いちいち落ち込むなよ」

「う、うん……ごめんね……」

「だーかーらー、謝るのもナシだっての」

「うん……」

　それからは、話題を変えるために俺はあえてくだらない話をしながら、中岡の家に向かった。




　　　　　※　※　※




　俺の家の最寄り駅から電車で一駅。

　そこから歩いて五分のところに、中岡の家があったんだけど……。

「こ、ここがお前の家……？」

「う、うん……」

　そこは、かなり立派な和風建築の家だった。

「なあなあ、お前の家って金持ちなの？」

「ふあ!?　ど、どうなんだろ……」

　俺の問いかけに、中岡が気まずそうに顔を逸らした。

　それ、答えを言ってるようなもんだろ。

「ほえー、すげー！」

「あうう……もうやめて……」

　俺が感嘆の声を漏らすと、中岡は嫌そうに顔をしかめた。

「ま、いいや。それじゃ中岡、また明日な」

「あ、う、うん！　送ってくれてありがとう！」

　嬉しそうな、だけどちょっと名残惜しそうな表情を浮かべながら、中岡が手を振る。

　俺も手をヒラヒラさせながら踵を返そうとして。

「なあ……」

　クルリ、と振り返り、中岡を見つめる。

「ん？　どうしたの？」

「や、あの……今日さ、俺、中岡の手を握ったり、頭をポンポンと叩いたり、その……したじゃん？」

「ふあ!?　あ、う、うん……」

「……お前、嫌だったりしなかったのか……？」

「そ、そんなこと、絶対にあるわけないよ！」

　俺のそんな質問に、中岡は真剣な表情で否定した。

「そ、そうか。だ、だったらいいんだ」

「？　本当に変なこと聞くなあ……まあ、いいけど」

　中岡は訝しげな表情を浮かべながらも、それは一瞬で、すぐにいつもの顔に戻った。

「じゃ、今度こそ帰るわ」

「うん、バイバイ」

　俺は来た道を戻ろうとすると。

「久坂！　シチュー美味しかったよ！　また明日！」

「おう、また明日」

　嬉しそうに手を振る中岡に、軽く返事した後、駅に向かって歩き出した。

「……中岡、お前……」

　俺はあの言葉を思い出す。




『私に触れていい男の人は、私が大好きな人だけだよ』




「中岡は、俺のことが……好き、なのか……？」

　だけど。

「いや……まさか、な……」

　俺はそれを無理やり否定するかのように大きくかぶりを振ると、足早に帰路についた。




久坂大和は新たな〝絆〟を紡ぐ。




「ただいまー」

「おかえりー」

　家に帰って挨拶すると、文香から返事が返ってくる。

　リビングにいるのかな？

　俺はリビングに入ると、そこにはバスタオルを頭に巻きながら、ソファーでくつろぐ文香がいた。

「全く……だらしないぞ、文香」

「もーうるさいなー、オカンか」

　ナヌ？　俺がオカンだと？　最高の誉め言葉だ。

「それより、ちゃんと悠里さんは送ってきたの？」

「おう」

　そう返事すると、俺はおもむろに冷蔵庫を開け、中からコーラのペットボトルを取り出す。

　コップに注ぎ、それを一気にあおる……………………ゲフ。

「さーて、俺も今日は疲れたし、風呂入ってさっさと寝るか」

「……へえー」

「？　何だよ？」

　なんだなんだ？　その何か言いたげな感じ。

「や、お兄ってさ……今日、ソシャゲしてないでしょ？」

「ん？　……あー」

　そういえばそうだな……奥さん達を放ったらかしにするとは、俺もヒドイ男だ。

「それって、悠里さんのおかげかもね」

「何だよ、アイツのおかげって」

　全く……今日はたまたま忙しかっただけだっての。

「……ねえ、お兄」

　すると、文香は急に真面目な顔になって姿勢を正した。

「な、何だ？」

　俺はそんな文香の様子に思わず身構える。

　や、小遣いアップには応じられんぞ！　俺は断固拒否する！

「私、もう中学三年だよ？」

「お、おお……それがどうかしたか？」

　や、やっぱり小遣いアップか……！

「もう……お兄も自分のために……「文香」」

　文香が何を言いたいのか察した俺は、その言葉を遮った。

「お前を一人前にするのが俺の役目だ。だから、俺には自分のために使う時間はないんだよ」

「っ！　お兄！」

「……風呂入ってくるわ。お前も風邪引かないように、早く寝ろよ」

　俺は文香と目も合わさず、そのまま風呂へと向かった。

　……まあ、文香の奴は「もう！　お兄のバカ！」なんて悪態吐ついてやがるが、無視だ無視。

　俺は、二次元の彼女で充分なんだよ。




　　　　　※　※　※




「はよーっす」

　俺は教室に入るなり、独り言のように朝の挨拶をする。

「ふああ……」

　カバンを机の横にかけると、席に座るなり俺は大きくあくびをした。

　ウーン、今日は朝早くから張り切りすぎたせいで、眠気が……。

　すると。

「フム……相変わらず眠そうな顔してるな」

　現れたのは、いつものように斎藤だった。

「ウルセー、俺にも色々あるんだよ」

「ほう……？　お前の奥さんの誰かが〝大破〟でもしたのか？」

「んなわけねーだろ。うちの奥さん、マジ最強だぞ？」

　何つっても、最終進化までしつつ、課金アイテム使ってまで最大レベルまで強化してあるからな。もちろん全員。

「おはよー」

　教室に中岡が挨拶しながら入ってきた。

　それを見たクラスメイト達が、思わずどよめく。

「オ、オイ……〝御前様〟が、校内放送の呼び出しをしなかったぞ……！」

「だな」

　そりゃそうだろ。

　もう、俺の〝絆の証〟を取り締まることもなくなったんだし。

　中岡は自分の机にカバンを置くと、スタスタと俺の席に向かって歩いてくる。

「ふむ……すまんが俺は失礼する」

　そう言うと、斎藤は口の端をわずかに吊り上げながら自分の席に戻っていった。

「久坂、おはよ」

「おう、はよー」

　俺の席に来た中岡と笑顔で挨拶を交わし……って、オイオイ、みんな一斉にコッチ見てやがる。

　当然、斎藤の奴も。

「き、昨日はありがとね」

「おう、またいつでも来いよ。ただ、その時は放課後までに教えてくれると助かる」

「え？　どうして？」

「スーパーで買う食材の量を計算する必要があるからな」

「あ、そっか」

　中岡は納得した表情でウンウンと頷く。

「それよか、今日は呼び出しはしないのか？」

　俺はちょっとだけ皮肉を込めてそう言うと、中岡は申し訳なさそうな顔をした。

　え、や……そんなつもりで言ったんじゃないんだけどなあ……失敗した。

「も、もう呼び出したりしないよ……」

「そ、そうだよな……悪い」

「あ、ううん……悪いのは私だから」

「いや、今のは俺が全面的に悪い」

「違うよ、悪いのは私だ」

「俺だ！」

「私だ！」

　いつの間にかヒートアップした俺達は言い争いになり、そして。

「プ」

「クク……」

「「あはははははは！」」

　俺達は声を出して笑った。

「ま、どっちが悪いとか、どうでもいいな」

「もう……久坂は……」

　俺はやれやれとかぶりを振ると、中岡は笑顔で呆れながら俺を見やった。

　その時。

「ん？」

　なんか誰かに見られてるような……。

　俺はキョロキョロと教室を見回すと……うん、クラスの奴のほとんどが俺達を見ていやがった。

　ま、気のせいか……。

「オ、オイ！　みんな！　うちのクラスに転校生が来るぞ！」

　息を切らしながら入ってきたクラスメイトの男子が、デカい声で叫んだ。

「転校生だってよ」

「そうみたいだね」

「女子かな」

「イケメン希望！」

　クラスメイト達は口々に噂するけど……ま、俺には関係ないかな。

　どうやら中岡も同じ考えのようで、チラリ、と叫んだ男子を見たけど、すぐにこちらに向き直った。

「そんなことより、今日も眠そうにしてるけど、その……また例の二次元の彼女達に逢ってたの？」

「いや？　まあ別に一日くらい逢わなくても、俺と彼女達との〝絆〟はバッチリつながってるからな」

　俺が指輪に触れながら得意気にそう言うと、中岡は複雑な表情を浮かべた。

「そ、そんなゲームの女の子なんかじゃなくて、その……！」

　中岡は何かを訴えようとして。

「ホラホラ、ＨＲ始めるわよ！」

　担任の新見先生が教室に入ってくるなり、手をパンパン、と叩いて着席するよう促した。

「あ……じゃ、じゃあ席に戻るね……」

　中岡は少しがっかりした様子で、重い足取りで自分の席に戻っていく。

「……お前も俺のメシ、食ったんだ。お前とだって、ちゃんと〝絆〟はつながってるよ……」

　俺は誰にも聞こえないほどの小さな声で、そう呟いた。

　すると。

「うん……」

　気づけば中岡は俺のほうを見ていて、頬を染めながらはにかんでる!?

　なあ!?　ひょっとして今の、聞こえてたのか!?

　は、恥ずかしい……！

「さて、今日のＨＲを始める前に……どうぞ、入ってきて」

　全員の着席を確認すると、先生は教室の扉に向かって声をかける。

　お、例の転校生かな？

「失礼します」

　そう言って、件の転校生が扉を開けて入ってくると……教室中にどよめきが起こった。

　それもそうだろう。




「本日付けで転校してきました、〝藤とう堂どうエルザ〟です」




　なんたって、今をときめく人気アイドルグループ、〝ペール・ガーディアン〟の不動のセンターが転校してきたんだから。

　つか、やっぱトップアイドルだけあって実物は可愛いもんだな。

　スペイン人とのハーフだけあって、綺麗な金髪をツインテールにまとめ、その鳶とび色の瞳は宝石のように輝いており吸い込まれそうになる。

　整った鼻筋にぷっくりと柔らかそうな唇、そして、そのスタイルも抜群。

　人気があるのも頷けるよな。

　といっても、俺はこれっぽっちも興味ないけど。

「どうぞよろしくおねが……！」

　その藤堂エルザがお辞儀をしようとして……その動きがピタリ、と止まった。

　そして、急にツカツカと教室内を歩きだす。

「え!?　ちょっ!?」

　先生が制止しようとするけど、藤堂エルザはお構いなしに歩き、窓際一番後ろの席に座る芹沢の前に立つと。

「晴斗さん！」

　藤堂エルザは満面の笑みで芹沢の芸名、〝晴斗〝の名を叫んだ。




久坂大和は転校生のアイドルに辟易する。




「晴斗さん！」

　転校生……藤堂エルザは芹沢の正面に立つと、満面の笑みで叫んだ。

「え？　晴斗？」

「アイツ、そんな名前だったっけ？」

「つか、アイツの名前、このクラスで知ってる奴いるの？」

「なに？　あの陰キャと知り合い？」

「まさかあ！　ないない！」

　クラスメイト達が藤堂エルザの突然の行動にざわつく。

「晴斗さん！　私、転校してきちゃいました！」

「ちょ、ちょっとエルザ!?」

　嬉しそうにしながら一生懸命話しかける藤堂エルザに、芹沢は困惑した表情を浮かべながら立ち上がると。

「どうしたんです……ムグ!?」

「と、とにかく黙って！」

　あろうことか、芹沢は藤堂エルザの口を手で塞いだ。

　や、それ、多分逆効果だと思うぞ。

　だって。

「テメ、エルルンに何やってんだよ！」

「何アイツ、クソ生意気なんだけど？」

　ほらあ、案の定クラスの連中（特に男子全員）が芹沢に射殺すような視線を送ってるよ。

　まあ、芹沢の正体が若手俳優の〝沖田晴斗〟だなんて、誰も知らねーもんなー……って。

「…………………………」

　うわあ……中岡に至っては、それこそクソでも見るかのような視線をぶつけてやがる。

　よっぽど芹沢のことが嫌いなんだなあ……。

「もう！　いい加減にしなさい！　藤堂さん、あなたの席……「私は、晴斗さんの隣を希望します」……はあ……もういいわ、ちょうど空いているからそこに座りなさい」

　先生が額を手で押さえながら深い溜息を吐き、かぶりを振った。

「うふふ……隣同士、ですね？」

「はあ……」

　嬉しそうに話す藤堂エルザとは対照的に、芹沢の奴は先生と同様、深い溜息を吐いた。

　そして。

　俺は教室中を俯ふ瞰かんして見ると……おーおー、どいつもこいつも忌々しげに芹沢を睨みつけて。

　コレ、ＨＲ終わったらひと悶もん着ちゃくあるんじゃね？

「……見ての通り、藤堂さんはお仕事の都合でこの学校に転校してきました。みんなも仲良くしてあげてね……」

　そう言うと、先生は藤堂エルザと……何故か芹沢も睨みつけていた。

　――キーンコーン。

　お、ちょうどＨＲ終了のチャイムが鳴ったぞ。

　さあて、巻き込まれる前に俺は避難すっかな。

「おい、面倒そうだから教室出ようぜ」

「あ、久坂。面倒って？」

「ホラ、あれ見てみ」

　そう言うと、俺は立ち上がって芹沢のところに向かう男子四人を指差した。

「あー……アイツ等、悠馬にイチャモンつけに行ったのか」

「そういうこと。変に巻き込まれてもなんだし、廊下にでも出ようぜ」

「え!?」

　そう言って、俺は中岡の手をつかむと、廊下へと連れ出そうとして……。

「おいオマエ！　なんか調子乗ってねーか？」

　あーあ、始まっちまったか。

「つーかよ、オマエみてーな陰キャがエルルンと会話するなんざ、百年早えーよ」

　何だよソレ。完全にモブの台詞セリフじゃねーか。

「あー……さすがにアレは止めなきゃ、だね」

「えー、いいんじゃね？」

「そういう訳にもいかないよ。私も風紀委員なんだし」

　中岡は俺の手を離……さずに、そのまま芹沢達のところに行こうとするの!?

「ま、待て待て!?　なんで俺まで一緒に連れて行くんだよ!?」

「えー……来てくれないの？」

　そう言うと、中岡が上目遣いで俺の顔を覗く。

　な、なんだよそのあざとい表情は！

「お、俺が行く義理はない！」

　俺はそんな中岡の表情にいたたまれなくなりつつも、顔を背けて断固拒否の姿勢を貫く……んだけど、中岡はわざわざ回り込んで潤んだ瞳で見つめやがる。

「……私は、久坂にも手伝ってほしい、な」

　……ああモウ！

「分かったよチクショウ！」

「えへへ……ありがと」

　ありがと、じゃねーよ！

　その……嬉しそうにしやがって……。

　という訳で、俺は諦めて中岡と一緒に芹沢達のところに向かう。

「ハイハイ、ケンカするなら風紀委員会室に来てもらうけど、いいよね？」

「「「「う……」」」」

　中岡（と俺）が間に割って入り、男子達をキッ、と睨みつけると、男子達は思わず後ずさりした。

　その時。

「すいませんが、邪魔をしないでもらえますか？」

　……オイオイ、なんで藤堂エルザがしゃしゃり出てくるんだよ。

「邪魔？　えーと、藤堂さんだっけ？　私は今、風紀委員としてケンカの仲裁に入っているんだ。君こそ邪魔しないでほしいんだけど？」

　藤堂エルザの言葉にイラっとしたのか、中岡は彼女が人気アイドルだってことをまるで知らないとでも言わんばかりの様子で、結構キツめに彼女に当たる。

「関係ありません。せっかく晴斗さんが、かっこ良くこの方達を撃退するところだったんですから」

「「ハイ？」」

　それを聞いた俺達は、思わず二人揃って聞き返してしまった。

　コイツ、頭おかしいんじゃないのか？

「ふう……あなた達は同じクラスなのに、晴斗さんを何も分かってらっしゃらないんですね……」

　そう言うと、藤堂エルザは額を押さえながらかぶりを振った。

　あー……これって、コイツの正体のこと言ってるのかな。

「ハ？　いやいやエルルン、コイツは空気みたいな陰キャモブですから」

　モブ（クラスの男子）の一人がモブ（芹沢）を指差しながら、諭すように藤堂エルザに語りかける。

　だが。

「晴斗さんほど素敵な方が、どうしてこのクラスでそのような扱いを受けているんですか！　あなた達は晴斗さんを知らなさ過ぎです！　晴斗さんは……晴斗さんは……！」

　おおっと、藤堂エルザが肩を震わせながらぽろぽろと涙を流し始めたぞ？

「エルザさん……」

「だって……だって、悔しいじゃないですかあ……！」

　それを見かねた芹沢が優しく藤堂エルザの肩を抱くと、彼女はポスン、と芹沢の胸に顔を預けた。

　えーと、何？　この茶番。

　俺はどうしたもんかと中岡を見るけど……うん、お前も俺と同じ思いか。

　だけど、仮にもその可愛い顔で、そんな汚物でも見るかのように顔を歪めるのもどうかと思うぞ。

「ね、ねえ、エルルンは、どうしてこの陰キャモブと知り合い、なの……？」

「そ、そうそう。それに、コイツのこと〝晴斗〟って……」

　男子達は泣き出した藤堂エルザに戸惑いながらも、おずおずと尋ねる。

　おっと、さすがにこれは正体明かすことになるのか？

「グス……彼は沖……「エルザさん」」

　藤堂エルザが正体を明かそうとしたところで、芹沢の奴が有無を言わせないほど強い口調でそれを咎める。

　だけど、〝沖〟と〝晴斗〟を言ってる時点で、正体丸分かりだと思うんだけど……。

「エルザさん、僕の名前は〝芹沢悠馬〟、だよ……」

「晴……悠馬、さん……？」

「うん……それが、僕の本当の名前」

　そう言うと、芹沢は藤堂エルザをキュ、と抱きしめた。

「悠馬さん……」

　……よし。

「中岡、行こうぜ……」

「うん……キモチワルイ」

　俺と中岡はこれ以上耐えることができず、その場を離れて廊下に緊急避難した。




久坂大和は中岡悠里とランチタイムを楽しむ。




「だから言ったじゃねーか、面倒だって」

「うん……」

　廊下に出ると、中岡は俺の言葉にガックリ、とうなだれる。

「で、でもでも！　私達が行かなかったらケンカになってたのは間違いなかったし！」

　中岡は少しでも自分の行動に意味を見出そうとするけど。

「少なくとも俺は全く必要なかったよな？」

「あ、あうう……でも……久坂が一緒じゃないと……（ボソッ）」

「んあ？」

　コイツ、今何て言ったんだ？

　ま、いいか。

「それより、俺はお前にちょっと聞きたいことがあったんだ」

「え？　聞きたいこと？」

「おう。お前、今日昼メシどうすんの？」

「お昼ご飯？　どうするも何も……普通にお弁当食べるけど？」

「だよなあ」

　しまったなー……昨日のうちに言うか、あらかじめ連絡先聞いとけばよかったなあ……。

「？　どうかしたの？」

「あ、ああいや……ホラ、昨日お前、俺のシチューを美味いって言ってたくさん食べてくれただろ？」

「あ、うん！　あのシチュー、美味しかったよね！　そ、それと……また晩ご飯、招待してくれるんだよね……？」

　そう言うと、中岡はモジモジしながら上目遣いに俺を見つめる。

「おう。ま、今はそれは置いといて……実はだな……昨日お前が喜んでくれたの見て、つい、その……」

「何？」

「お、お前の分の弁当、作ってきたんだけど……」

「ふあああああ!?」

　俺がそのことを告げると、中岡は驚きのあまり声を上げた。

「そ、そんなに驚くことねーだろ」

「だ、だけど！　久坂が私のためにお弁当作ってくれただなんて……驚くに決まってるよ……」

　中岡は顔を真っ赤にしながら、胸の前でこちょこちょと指を絡めながら、せわしなく動かしている。

「や、で、でもお前、弁当持って来たんだろ……？　だったら……「た、食べるよ！」……って、弁当二つも!?」

　イヤイヤ、さすがにそれは食いすぎだろ!?

「む、無理する必要はねーぞ？　俺が勝手に……「む、無理じゃないから！」……そ、そうか……」

　ま、まあ中岡がそう言うなら……。

「で、でもさ、どうして久坂は、私のためにお弁当作ってきてくれたの……？」

　どうして？　どうしてって……。

「そりゃあお前は、俺の同志だし……」

　それに。

「それに、俺の作ったシチュー、あんなに美味しそうに食ってくれたから……その、嬉しかったんだよ……」

　あーチクショウ、口に出して言うと恥ずかしいな……。

「う、うん……そっか……だ、だったら、作っちゃうよね……」

「お、おう……作っちまうな……」

　な、何だよこの空気……。

　これじゃ、さっきのあの二人をバカにできねーじゃねーか……。

「ま、まあそういうことだから、今日は一緒に昼メシ食おうぜ」

「う、うん」

　俺達は気まずい空気のまま、お互い顔を合わさないまま教室に戻り、自分達の席に着いた。




　　　　　※　※　※




「あー、だりー……」

　四時間目の授業中、俺は自分の机に突っ伏している。

　や、あの二人に関しては、あれから絡む奴もいなくなった……つか、あんなの見せられても絡む奴がいたら、俺が勇者認定してやるけど。

　それでも、他のクラスの生徒達が教室に押しかけては、遠巻きに藤堂エルザを見にくるから、落ち着かねーし疲れるんだけど……。

　はあ……。

　――キーンコーン。

　お、やっと昼休みか。

「久坂！」

　中岡は待ってましたとばかりにダッシュで俺の席に来ると、満面の笑みを浮かべて机越しに身体を乗り出した。

「お、おう……昼メシ、行くか」

「うん！」

　俺はカバンから弁当二つを取り出し、席を立つ。

「で、どこでメシ食う？」

「うーん……中庭でもいいけど……あ、そうだ！　風紀委員会室なんてどう？」

　風紀委員会室って……。

「やっぱりそれ、職権濫らん用ようじゃねーの？」

「いいのいいの！　だって、木戸先輩は好きに使っていいって、いつも言ってくれてるから！」

「あの風紀委員長……」

　本当に、委員長自ら風紀の乱れを容認してどうすんだよ。

　……ま、いいか。

「んじゃ、風紀委員会室でメシにするか……っと、その前に売店へお茶買いに行っていいか？」

「うん！」

　ということで、俺達は売店に向かうんだけど……。

「「げ」」

　売店は生徒達で溢れ返っていて、そして、その中心にはあの二人……芹沢と藤堂エルザがいた。

「久坂……」

「仕方ない……今日はお茶無しでメシ食うか……」

　俺達は回れ右して一目散にその場から離れ、風紀委員会室に逃げ込んだ。

「あー……チクショウ。アイツ等のせいで……」

「あ、あはは……」

　俺は思わずぼやくと、中岡は苦笑した。

「まあいいや。そんなことより」

　包みを開け、弁当箱を二つ取り出すと。

「ほい」

　俺はそのうちの一つを中岡に差し出す。

　おずおずと受け取ると、中岡はゆっくりと蓋ふたを開けた。

「ふああああ……！」

　中岡が瞳をキラキラさせながら、感嘆の声を漏らす。

　弁当の中身は、玉子焼きに手作りミートボール、鱈の西京焼きに野菜のマリネ、ごはんは俵型のおむすびにしてある。

「ふふん、どうだ？　美味そうだろ？」

「うん！　こ、これ、作るの大変だったんじゃないの？」

「別に大したことねーよ。いつものことだ」

「そ、そっか」

　中岡は待ちきれないとばかりに早速箸を取り出し、まずは玉子焼きに箸をつけた。

「はむ……」

「ど、どうだ……？」

　俺はゆっくり咀そ嚼しゃくする中岡に、期待を込めて感想を催促すると。

「お、美味しい……！」

「ほ、本当か！」

「うん！　甘くてジューシーで出汁が効いてて、こんなのいくらでも食べちゃうよ！」

「そ、そうか！」

　俺は中岡の高評価が嬉しくて、思わずガッツポーズする。

「じゃあ次は……ふああああ！　このミートボールも甘酸っぱくて美味しい！」

「だろ！　だろ！　これ、冷凍じゃなくて俺の手作りなんだぜ！」

「うんうん！　あ、このマリネも優しい味ー！　箸休めにピッタリ！」

　ヤベ、超嬉しいんだけど！

「そしてこの西京焼き！　ごはんというか、おむすびが進むね！」

「おう！　これも昨日の晩に仕込んだから、ちょっと味が薄いかと心配したんだけど、口にあったなら何よりだ！」

　はあ……中岡よ、最高のリアクションだ！

　俺はコレが見たかったんだよ！

「美味しいなあ……って、久坂、全然食べてないよ!?」

「お？　あ、ああ、お前があんまり美味しそうに食べてくれるから、つい見入っちまった」

「ふああああああ!?」

　や、そんな反応見たら、誰だってそうなるだろ。

「も、もう！　久坂もちゃんと食べなよ！」

「おう……モグ、ん、美味い」

「ねー！」

　そんな感じで、俺と中岡は楽しく弁当を食べた。




久坂大和は中岡悠里を晩メシに誘う。




　――キーンコーン。

　今日の授業を全て終了したことを告げるチャイムが鳴った。

　さあて、今日もスーパーに寄って晩メシの食材を……っと。

　俺はカバンに教科書を詰めて帰り支度をしている中岡へと視線を向ける。

　あ……誘えば、またメシ食いにくるかな……。

　俺は少し期待を込め、席を立つと。

「よ、よう、中岡……」

　気がつけば、中岡の席まで言って声をかけていた。

「ど、どうしたの？」

　中岡は少し驚いた表情で俺を見つめる。

　あー……何というか、その……ええい！

「そ、その、お前さ、今日も俺ん家で晩メシ、食ってかねーの？」

「ふあ!?　きょ、今日!?」

　俺がそう提案すると、中岡はさらに驚いて声を上ずらせた。

　そして。

「ゴ、ゴメン……今日は風紀委員会に顔を出さなきゃいけないから……」

　そう言って、中岡が申し訳なさそうな表情を浮かべて俯く。

　そうかー……中岡、風紀委員会かー……って、なんで俺、こんなにガッカリしてるんだよ……。

「そ、そうだよな……お前が結構忙しいこと、忘れてた……悪い」

「あ……で、でも……そんなに頻繁に晩ご飯食べに行っても、その……大丈夫、なの……？」

　すると、中岡は上目遣いでおずおずと尋ねる。

　あ……ひょっとして、来てくれるかも？　そう思ったら。

「も、もちろん！」

　俺は思わず前のめりになり、大きく首を縦に振った。

「あ、そ、そっか……だ、だったら、その……風紀委員会終わってから、家……行こうかな……」

　中岡は頬を染め、モジモジしながらそう答えてくれた。

「あ、ありがとう！」

「ふあああああ!?」

　俺はその返事が嬉しくて、つい中岡の手を……って、あああああ!?

「あ、いや、その……悪い……」

「あ、う、ううん……」

　俺は慌ててパッ、と手を離すと、中岡は後ろ手にして俯きながら首を左右に振った。

「そ、それで、中岡は何か食いたいメニューとかあるか？」

「え？　あ、ああ、うん、そうだなあ……」

　中岡は首を捻りながら思案顔をする。

　そして。

「コ、コロッケ……」

　少し恥ずかしそうにしながらそう答える中岡。

　あ、ヤベ……可愛い……。

「コ、コロッケな。よし！　任せろ！　超美味いコロッケ作ってやるよ！」

「う、うん！」

　俺がそう言うと、中岡は嬉しそうに頷いた。

「じゃ、じゃあさ、風紀委員会が終わったら……って、そ、そうだ！」

　中岡は、カバンをゴソゴソ漁ると、スマホを取り出した。

「その……連絡するから、連絡先……」

「お、おお、そうだな」

　俺はポケットからスマホを取り出すとメッセージアプリを立ち上げ、ＱＲコードを表示させる。

「ホ、ホイ」

「う、うん」

　中岡はスマホをかざしてＱＲコードを読み取ると、画面を見て「えへへ……」とはにかんだ。

　――ピコン。

　あ……これ……。

　俺は画面に表示された可愛らしいウサギのスタンプを見て、思わず口元を緩める。

「そ、それ……私の……」

「お、おう、登録しとく……」

　俺は中岡のＩＤを登録すると、照れくささからか、無造作にスマホをポケットにしまった。

「ん、んじゃ、家で待ってるから」

「う、うん！　終わったら連絡するね！」

「おう！」

　俺は手をヒラヒラさせて教室を出ると……クルリ、と振り返る。

　そこには、満面の笑顔で手を振る、中岡の姿があった。




　　　　　※　※　※




「ふんふんふーん♪」

　俺は鼻歌交じりに商店街をねり歩く。

　さーて……んじゃ、コロッケの材料を買ってくかー。

　早速スーパーに飛び込んだ俺は、豚……いや、せっかくだし牛肉にしよう。牛ミンチとジャガイモ、玉ねぎ、キャベツ、プチトマトを買い物かごに入れる。

　あー、今日も結構寒いし、豚汁も作ろう。

　そう考えると、ニンジン、こんにゃく、ゴボウ、里芋、豆腐、豚肉のこま切れを追加で入れた。

　さて、こんなもんか。

　俺はレジに並び、会計を済ませると買い物袋に放り込み、少し早歩きで家を目指した。

　すると。

「あ、お兄」

「おー」

　ちょうど同じく家に帰るところだった文香を見つけると、向こうも俺に気づき、隣に並んだ。

「今日の晩ご飯は何？」

「おう、今日はコロッケに豚汁だ」

「へえー」

　おっと、大事なことを忘れてた。

「そうそう、今日も中岡がメシ食いにくるから」

「ホント！　やった！」

　文香が嬉しそうに小さくガッツポーズした。

　や、ホント仲良くなったな。

「あれ？　でも悠里さんは？」

「ああ、風紀委員会があるってんで、終わり次第連絡もらうことになってる」

「そっかー」

　そう言うと、文香は俺をじっと見つめた。

「ん？　どうした？」

「んー、いや、お兄がこんな嬉しそうなの、久しぶりだなって」

「へ!?」

　お、俺が嬉しそう!?

　だけど……。

「そう、だな……」

　俺は、嬉しいんだろうな。

　いつも中岡とは風紀委員会室に呼び出されては言い争いをしてたけど、俺はそんな毎日が嫌じゃなかった。

　それが昨日、中岡が俺の家に待ち伏せして、俺ん家で晩メシ食って、中岡のいろんな表情を見て……そして、可愛いと思っちまったんだ……。

　それこそ、向こうの世界にいる奥さん達のことも忘れてしまうほどに。

「……ま、急いで帰ろうぜ。アイツから連絡もらった時にメシできてなかったら、アイツがキレそうだ」

「はいはい」

　そんな軽口を言い合いながら、俺と文香は家路に着いた。




中岡悠里は久坂大和を想う。




■中岡悠里視点




　私は教室を出たあと、こちらへと振り返った久坂に笑顔で手を振る。

　そして、久坂がそのまま去った後も、私はずっと廊下の先を見つめていた。

「久坂……えへへ……」

　嬉しい。

　嬉しい、嬉しい、嬉しい！

　久坂が私を晩ご飯に誘ってくれた！

　お弁当を作ってきてくれただけでも最高に幸せだったのに、さらにこんなサプライズが待ってるなんて、思いもしなかった。

　しかも。

「えへへ……久坂とメッセージＩＤ交換しちゃった！」

　私はスマホをギュ、と握りしめ、頬を緩める。

「これ……期待しても、いい、のかな……？」

　うん、きっとそうだよ。

　久坂だって私のこと……うん……。

「あ、いけない。そろそろ行かないと」

　私はスマホの時計を見て、慌ててカバンを持つと、風紀委員室へと向かい、自分の席に着く。

「それでは、風紀委員会の定例打ち合わせを行う」

　風紀委員長……木戸先輩の開始の合図の元、打ち合わせが始まった。

「えへへ……」

　そして、やっぱり晩ご飯のお誘いが嬉しい私は、そんな風紀委員会の大事な打ち合わせの最中なのにはにかんでしまう。

　でも、それも仕方ないよね。

　だって……久坂が私を誘ってくれたんだもん。

　ずっと好きだった、あの久坂が……。




　　　　　※　※　※




　――私が久坂を好きになったのは、小学五年の秋。




　こう言ってはなんだけど、裕福な家庭に育った私は、両親……ううん、父から厳格に育てられ、日々窮屈な生活を強いられてきた。

　勉学は当然のことながら、礼儀作法から武道に至るまで、色んなことを習わされてきた。

　そんな両親はといえば、仕事で毎日多忙のため、一緒にご飯を食べることも、会話すらもほとんどしたことがなかった。

　だから私はいつも誰もいないリビングで、家政婦の作り置きのご飯を温め直して、一人食べていた。

　そして、それが当たり前なんだと、そう思っていた。思い聞かせていた。

　そんなある日。

「全く……こんな簡単な問題も解けないとは……お前には失望した」

　久しぶりに会った父は、たった一問間違えただけのテスト結果を見て、無情にもそんな言葉を私に浴びせかけた。

　私は悔しくて、つらくて、悲しくて、気がつけば家を飛び出していた。

　お父様なんて、私のこと何にも知らないくせに！

　お母様だって、今日も仕事仕事で私のこと放ったらかしにして、家にいないくせに！

　そんなことを考えながら、近所の公園で一人涙を流していると、普段近所でも、学校でも見たことのない男の子が現れた。

「ど、どうしたんだ!?」

　その男の子は私の様子に気づき、驚いた表情で近寄ってきた。

「別に……」

　私はプイ、と顔を背ける。

　だけど。

「別に、じゃねーよ。お前、泣いてるじゃんかよ」

　そう言って、回り込んでに私の正面に来る。

「放っておいてください。キミには、関係のないことですから」

　これ以上相手にしたくない私は、顔を背けても回り込まれるので下を向いた。

　こうすれば、私の顔を見ることが……って、ええ!?

　すると、この男の子は、まさか私の両頬を掌で押さえると、グイ、と無理やり顔を上げさせた。

「つーかさ、女の子が泣くなんてよっぽどのことだろ。俺でよかったら、話くらい聞いてやるからさ」

　そう言うと、その男の子はニカッ、と笑った。

「……う」

「う？」

「うわあああああああん……！」

「おわっ!?」

　その男の子の笑顔を見た私は、何故だか分からないけど涙が溢あふれてきて、気づけば男の子に抱き着き、その胸で声を上げて泣いていた。

　私はそのまま泣き続けていたけど、男の子が私の背中をさすってくれて、しばらくすれば落ち着いてきた。

「ぐす……」

「よう、もう落ち着いたか？」

　男の言葉に、私はコクリ、と頷く。

「そっか。それで、なんで泣いてたんだ？」

「うん……」

　私はこの男の子に洗いざらい話した。

　忙しい両親のせいで、私は独りぼっちであること。

　なのにお父様は、たった一問しか間違えてなかったのに、私に失望したと吐き捨てるように言ったこと。

「……お父様もお母様も、私のことなんて好きじゃないんです、嫌いなんです！　……だから……だから……！」

　私は拳を握りしめ、ぽろぽろと大粒の涙を零す。

　すると……男の子はさっきと同じように私の両頬を挟んだ。

「な、何を……!?」

「ちげーよ」

　男の子は真剣な表情で、そう否定した。

「ち……違うって何がですか！」

「決まってんじゃん。お前の父さんも母さんも、お前のことなんか嫌っちゃいないと思うぞ」

　その言葉に、私はかあ、と頭に血が上った。

「キ、キミなんかになにが分かるんですか！　私のこと、何にも知らないくせに！」

「おう、俺はお前のことなんか、何にも知らねーよ。だけどな」

　男の子は、すう、と大きく息を吸った。

「自分の子どもが嫌いな親なんて、絶対にいねーよ！　だったら、お前は自分の父さんや母さんとちゃんと話をしたのか？　お前がつらいこと、悲しいこと、ちゃんと話したのか？」

「そ、それは……だけど、お父様にもお母様にも滅多に逢えないんですよ！　それで、どうやって話をしろっていうんですか！」

「だったら簡単じゃねーか！　今からでも話せばいいじゃねーか！　直接逢えないんだったら、電話だってすればいいだろ！　ほら！」

　そう言うと、男の子はポケットからスマホを取り出した。

「これ……」

「貸してやるから、電話かけろよ」

　男の子は、グイ、とスマホを差し出す。

「ス、スマホくらい私だって持ってますから！」

　私は男の子のスマホを押しやり、自分のスマホを取り出す。

「だったら、かけてみ」

「え、ええ！　かけますよ！　かければ……！」

　私は強がりながら連絡先を開き、お母様のスマホの番号をタップしようと……するけど、手が震えて押せなかった。

「えい」

「あっ!?」

　それを横から見ていた男の子が、勝手にボタンをタップしてしまった!?

「な、なんてことするんですか！」

「いや、なかなか押さねーから、俺が押してやったんだよ」

「も、もう！」

　私は慌てて切ろうとするけど……。

『もしもし、悠里？』

　お母様が電話に出てしまった……。

「（ホラ、言いたいこと言ってやれよ）」

　私の耳元で、男の子はそんなことをささやく。

「あ、お、お母様……その……」

『？　どうしたの？』

　それでも私は、どうしても言葉が出なくて固まってしまう。

　その時。

　――バシ！

「お前、ここで言わなくてどうすんだよ！　そうじゃないと、お前の母さんだって分からないだろ！　ちゃんと伝えろよ！　お前の想いを！」

　背中を強く叩いて、男の子が檄げきを飛ばす。

『ね、ねえ、今、男の子が叫んで……「お、お母様！」』

　私は意を決し、大きな声でお母様を呼ぶ。

　そして。

「わ、私は……！」

　私はお母様に、自分の思いの丈たけをぶつけた。

　今まで言いたかったこと、言えなかったこと、その全てを全部。

　涙が流れても、上手く話せなくても、それでも、必死で訴えた。

　すると。

『……悠里、ごめんね……寂しい思いをさせて、あなたがつらいことにも気づかないで……』

　電話の向こうで、お母様が泣きながら謝った。

　……こんなお母様、初めてだった。

　そして、お母様は今晩、家族みんなで話し合おうって、一緒にご飯を食べようって、そう言ってくれた。

　私はお母様とそう約束を交わすと、静かに通話終了のボタンをタップした。

「どうだった？」

　男の子が心配そうに私を見つめる。

　私は……！

「うお!?」

「お母様が……一緒にご飯を食べようって！　一緒に話をしようって……！」

「本当か！　やったじゃねーか！」

　嬉しくて抱きついた私に、男の子はまるで自分のことのように喜んでくれて、強く抱きしめ返すと、そのまま私を抱きかかえてクルクルと回った。

「うん……うん……！　ありがとう！　キミが……キミが、私に勇気を与えてくれたから……！」

「はは！　俺じゃないよ！　お前がちゃんと声を出して伝えたからだよ！」

　ひとしきり回った後、男の子はそっと地面に降ろしてくれた。

「ははは……んじゃ、もう大丈夫、だよな？」

「……はい」

　私は人差し指で涙を掬いながら、笑顔で頷いた。

「それじゃ俺、もう行くわ」

「え……？」

　そう言うと、男の子が公園の出口に向かって走り出す。

「ま、待っ……！」

　私はいきなりのことで困惑したまま、思わず男の子を呼び止めようとするけれど、振り返りもせずに走り去ってしまった。

「せめて名前だけでも……知りたかったな……」

　私はその男の子にお礼も言えず、しかも、どこの誰かも分からなくて、悲しくなってしまった。

　仕方なく、私は家に帰るために公園を出ようとして……。

「あ……これ……」

　それは、男の子の名札だった。

『五年二組　久坂大和』

　くさか……やまと……くん……。

　私は男の子が落とした名札を拾うと、キュ、と胸で抱きしめた。

　いつか……いつか彼にまた逢ったら、この名札と一緒にお礼を言おう。

　私はそう、心に誓った。




中岡悠里は大嫌いな男に待ち伏せされる。




■中岡悠里視点




　あの後、家に帰った私はお母様の帰りを待っていると。

「悠里！」

「お母様！」

　帰ってきたお母様は私の部屋に駆け足でやってくるなり、私を強く抱きしめてくれた。

「悠里……悠里……ごめんなさい……！」

「お母様……お母様あ……！」

　私達は涙を流しながら抱き合う。

「さあ……一緒に晩ご飯、食べましょ？」

「はい！」

　私とお母様は一階のリビングへ向かうと……そこには、頬を腫らして正座をするお父様がいた。

「お、お父様……？」

「あの人のことは気にしなくてもいいわ。それより悠里、お寿司を買ってきたから早速食べましょう」

　そう言うと、お母様はお父様を蔑むような目で見てから、寿司桶の蓋を取った。

「さあさ、どんどん食べなさい！」

「う、うん……」

　私はチラリ、とお父様を見るけど……お父様はただガックリとうなだれていた。

「ふふ、あなたはあのゴミのことなんて気にしなくていいの。それより、早く食べましょ。そして、あなたの話を一杯聞かせてちょうだい」

「は、はい！」

　私はお母様の言う通り、お父様のことは気にしないように心がけながら、お母様といろんなことを話した。

　そして。

「悠里……お稽古事もつらかったら止めてもいいし、あなたが本当にしたいことを思いっきりしなさい。私は、あなたを応援するわ」

「お母様……」

　お母様は柔らかい瞳で私を見つめ、そして、微笑んだ。

　すると。

「明里、だ、だが、中岡家にふさわし……「黙りなさい」………………」

　お母様にキッ、と睨まれ、お父様は俯いた。

「誰がしゃべっても良いと言いましたか。大体、婿養子のあなたが、中岡家を語らないでください」

「…………………………」

　お母様の一喝に、お父様が肩を震わせて押し黙る。

　こうなってくると、お父様が可哀想に思えてくる……。

「ふふ……そんなことより、電話越しに聞こえた男の子の声……あれは誰？」

　お母様は私へと向き直ると、少しニヤニヤしながら私を見つめた。

「あ、そ、その……実は……」

　私はあの男の子……久坂大和くんのことを話すと、お母様は嬉しそうに微笑んだ。

「そう……悠里は素敵な出逢いをしたのね」

「ですが……私が分かったのは『五年二組』ということと、名前だけで……」

「それだけで充分よ。お母さんに任せて」

　そう言うと、お母様がスマホを取り出し、どこかへ電話した。

「私よ……ええ……『五年二組　久坂大和』という男の子を探してちょうだい……ええ……必ずよ……よろしく」

　そして、スマホの通話を終えると。

「ふふ、その男の子を探すように言ったから、すぐに見つかると思うわ」

「ほ、本当ですか！」

「ええ、楽しみ待ってなさい」

　その後も、私はお母様といろんな話をした。

　久坂大和くんとの再会を心待ちにしながら……。




　　　　　※　※　※




「……けど、結局私は、久坂に逢えなかったんだけどね……」

　久坂自体はすぐに居場所が判明したんだけど……。

『悠里……ごめんなさい……大和くんは今、あなたに逢うことができないの……』

　お母様に訴えかけるけど、そう悲しそうに話すお母様を見たらそれ以上は言えなかった。

　今ならお母様が私を久坂に逢わせなかった理由が分かる。

　多分、久坂のお母様はその時に……。

　月日が流れるけど、私は片時も久坂のことを忘れることはなかった……ううん、むしろ、私の中で久坂への想いは膨らみ続け……気づけば、久坂は私の全てになっていた。

　それからの私は、腰まで伸びていたストレートロングの髪を今のショートボブに変え、言葉遣いも今のようにした。

　これは、久坂と再会した時に、彼に純粋な想いで私のことを好きになってもらいたかったから。

　そして、今ならそれが正解だってことが分かる。

　多分、あの時のことを言えば、久坂は変に気を遣いそうだし、彼のお母様のことだって……。

　でも。

　やっと……久坂は私を見てくれた……そうだよね……？

　私は、久坂のあの照れくさそうに晩ご飯に誘った時のことを思い浮かべていると。

「ん？　悠里、何だか嬉しそうだな？」

　気づけば木戸先輩がニヤニヤしながら私の顔を覗いていた。

「へ？　そ、そうですか？」

「ああ！　ひょっとして、例の男の子とは順調なのかな〜？」

　木戸先輩が語尾を少し間延びさせながら尋ねる。

「えっと……はい……」

「「「「「おおー！」」」」」

　私がそう答えると、他の風紀委員を含め、みんなが歓声を上げた。

「そうか！　良かったじゃないか！　私も部屋の鍵と校内放送の使用の調整をした甲斐があったよ！」

　木戸先輩はじめ、みんなが柔らかい表情を浮かべながら私を見る。

　というか、木戸先輩は前に相談していたから分かるけど、なんでみんなが!?

「ホントホント、やっとかーって感じだけど」

「そうそう、まあ悠里は可愛いから、時間の問題だとは思ってたけどね！」

　みんながワイワイと私のことを祝福してくれる。

　それは嬉しいんだけど……！

「というか、なんでみんなそのことを知ってるの!?」

「えー、毎朝毎朝男の子をこの部屋に呼び出してるくせに、分からないほうがおかしいっての」

「そうそう、むしろ全校生徒が気づいてるんじゃない？」

　そ、そんな……！

　私はその事実に恥ずかしくなり、思わず両手で顔を覆った。

「まあまあ、それで、どちらが告白したのかな？」

「ふあ!?　こ、告白だなんてそんな……！」

　そう答えると、急にみんなが怪訝な表情を浮かべる。

「ん？　……悠里は、久坂くんと付き合うことになったんじゃないのか？」

「ふああああああ!?」

　わ、私と久坂が付き合う……付き合う……ふあああああああああ!?

「ま、まだですから！」

「「「「「えー……」」」」」

　すると、みんながガッカリした表情を浮かべ、肩を落とした。

「はあ……あそこまで露骨なのに……ひょっとして久坂くんって、悠里のこと何とも想ってな……あ……」

　風紀委員の一人がそう言うと、しまったとばかりに口元を押さえた。

「あ、あはは……そ、そんなことないから！　ね！」

　他の風紀委員がフォローを入れてくれるけど……久坂は、その……でも……。

　私は自分の胸むな襟えりをキュ、とつかむ。

「だ、だが！　悠里は嬉しそうな顔していたから、それに近いようなことがあったんじゃないのか？」

　木戸先輩がまるでフォローするかのようにそう尋ねる。

　そ、そうだよ！　だって久坂は今日も晩ご飯に誘ってくれたし、そ、それに、私が行くって言ったら、すごく嬉しそうにしてくれたんだから！

「ふふ、どうやら脈はあるようだな」

「そ、そうですよね！　う、うん！」

「だったらそんな顔するな。さあて、そろそろ真面目に打ち合わせを再開しよう」

　木戸先輩がそう言うと、みんな真剣な表情に戻って打ち合わせが再開された。

　ですが……最初に話を振ったの、木戸先輩ですからね？

　私は心の中でそうツッコミつつも、打ち合わせに加わった。




　　　　　※　※　※




「それでは失礼します！」

　打ち合わせが終わると、カバンを持ってすぐに風紀委員会室を飛び出した。

　早く久坂の家に向かわないと！

　私は逸る気持ちを抑えきれず、靴を履き替えて足早に校舎を出ようとしたところで。

「悠里……」




　――私の大嫌いな男……芹沢悠馬が待ち伏せするかのように現れた。




中岡悠里は芹沢悠馬に辟易する。




■中岡悠里視点




「悠里……」

　久坂の家へと急ぐ私の前に、大嫌いな男……芹沢悠馬が待ち伏せするかのように現れた。

「はあ……何？　私は急いでるんだけど？」

　思いつめた表情で私を見る悠馬に、私は溜息を吐いた。

「あ、いや……今日、君が久坂と一緒に仲が良さそうに話をしていたから……」

「それが何？　悠馬に何か関係があるの？」

　この男が何を言いたいのか、何を聞きたいのか分からず、私はイライラしながらぶっきらぼうに聞き返す。

「うん……今まで、毎朝風紀委員室に呼び出すほど久坂にきつく当たっていたのに、急にどうしたのかと、その、気になって……」

　はあ……本当に、この男は……。

「あのね、私は別に久坂に対してきつく当たっていたりしてたわけじゃないんだよ。それについても誤解が解けたから、もうああやって呼び出したりすることもないだろうし」

　そうだよ……だって、久坂とメッセージＩＤを交換したんだもん！

　わざわざ風紀委員会室に呼び出さなくったって、久坂とはいつだって……えへへ、嬉しいなあ……。

　おっとダメだ。今はそんな余韻に浸る場合じゃなくて、この悠馬を適当にあしらって、早く久坂の家に行かないと。

「とにかく、そういうわけだから私は行くね」

　私は悠馬の隣を通り過ぎ、その場を立ち去ろうとして。

「ゆ、悠里！」

　悠馬は大声で私を呼び止めた。

「はあ……もう！　何なの！　私は急いで……「あの男は……久坂は、君には相応しくない！」……って、ハア!?」

　悠馬の久坂を否定する言葉に、私の中で今までにないほどの怒りがこみ上げてくる。

　けど、この男はそんな私に対し、お構いなしにさらに言葉をぶつけてきた。

「久坂は校則違反をするようなだらしない男だ！　それに、見た目も成績もパッとしない、何も目を見張るものもない！　そんな男に、君みたいな清楚で素敵な……「ふざけるな！」」

　私はこれ以上聞いていられなくなり、悠馬に向かって叫ぶ。

「聞いてれば何？　アンタみたいなつまんない男に、久坂の何が分かるんだよ！　そんなこと言ったらアンタだって、ただの根暗なボッチじゃないか！」

「っ!?」

　私はもう我慢できず、悠馬に次から次へ辛辣な言葉を投げつけた。

　これまでの鬱憤を全て吐き出すかのように。

「大体、アンタの父親がうちのお父様と仲がいいからって、勝手に幼馴染面ヅラするのも止めてよね！　しかもアンタ、勝手に私と幼馴染だって言いふらしてるだろ！　私は迷惑してるんだよ！」

「な!?　だ、だって僕達は本当に……「幼馴染なんかじゃない！」」

　私はもう止まらない、もう止められない。

「子どもの頃から、アンタは私にとってただの迷惑でしかなかった！　私の行動をアンタは逐一チェックして、それをアンタの父親を通じてお父様に報告して！　おかげで私には自由がなかった！　私はしたいことも、やりたいことも、アンタのせいで全部できなかったんだよ！」

「え……ぼ、僕は……僕は君が心配で……！　君のために……！」

「うるさい！　何でもかんでも、私をアンタの行動の理由にするな！　とにかく、金輪際私と久坂に近づくな！」

　そう叫ぶと、私は踵を返し、今度こそ学校を出ようとする……んだけど。

「だ、だったら！　僕はどうすれば……！」

　わざわざ私の前に回り込んで、悠馬は訴えるかのように私を見つめる。

　けど。

「そんなの知らないよ！」

　私は吐き捨てるようにそう言うと、もう追いすがられないように、走ってその場を去った。

「だったら……だったら……！」

　不気味な表情を浮かべながらブツブツと呟く、芹沢悠馬に振り向きもしないで。




　　　　　※　※　※




「え、ええと……さすがに二日連続でお呼ばれするんだから、手ぶらはまずいよね……」

　そう考えた私は、久坂の家に向かう前に、駅前でお土産でも買おうと思ったんだけど……。

「うわあ……目移りするなあ……」

　ケーキ屋のショーケースの前で、私は瞳を輝かせながらそのケーキ達を眺めていた。

「うーん、王道のイチゴショートも捨てがたいけど、和栗のモンブランも……いやいや、ここはあえてピスタチオのケーキなんてのも……」

　そうやって頭を悩ませていると。

「うふふ、どちらかへのお土産ですか？」

　背の高い、ものすごく綺麗なお兄さんに声をかけられ、思わずドキリ、とした。

「は、はい……その、友だ……彼氏の家に……」

　あああ……嘘吐いちゃった……。

　で、でも！　私が久坂と付き合ったら、嘘じゃなくなるから、その……い、いいよね……？

　などと、心の中で誰に対してなのか分からない言い訳をする。

「まあ！　そうなんですね！　でしたら、ケーキもいいですけどこちらの……」

　綺麗なお兄さんが色々とアドバイスしてくれたので、私はそれを聞き入れて、イチゴショート、オペラ、モンブランとクッキーの詰め合わせにした。

「正宗くん、それでは包装をお願いします」

「うっす」

　私と同い年くらいの男の子が、お兄さんからケーキとクッキー詰め合わせを受け取ると、綺麗にラッピングしてくれる。

　その間、お兄さんはジッと男の子を柔らかい表情で眺めていた。

　……あ、この店員さん、お兄さんじゃなくてお姉さんだ。

　それが分かった瞬間、私は平静を装うものの、心の中で平身低頭していた。

「「ありがとうございましたー！」」

　店員さん二人に見送られ、ケーキ屋を出た私は、足早に駅に向かう。

　ちょっと遅くなっちゃったな……。

　でも、二人とも喜んでくれるといいな。

　私は久坂の家までの道中、そんな風に色々と思いを巡らせていた。




久坂大和は自分の想いに気づく。




「遅いなあ……」

「遅いねえ……」

　俺達はリビングにある時計を眺めながら、何度目か分からない呟きを交わしていた。

　だけど、もう夕方六時半だぞ……。

「うーん……何かトラブルでもあったのかなあ……」

「どうなんだろ……お兄、悠里さんにメッセージ送ってみたら？」

　むむ、文香の奴、中々ハードルの高いオーダーを。

「ま、まあ、会議中だったりしたら逆に迷惑になるだろうから、とりあえずは止めておいたほうが……」

「ていうかお兄、さっきからそんな言い訳ばっかりして、全然悠里さんにメッセージアプリしようとしないじゃん！」

　おおう……痛いところを突かれた。

　お、俺だってメッセージアプリしたいけど、何というか、その……は、恥ずかしいというか、照れくさいというか……。

「はあ……お兄がモジモジしたところで、需要は皆無だよ」

「ヒドイ」

　まあ、そんな軽口はこの程度にして……中岡、本当にどうしたんだ？

　万が一トラブルとかに遭あってるんだったら……？

「……悪い文香、俺、ちょっと出てくるわ」

「あ、お兄……うん、もし入れ違いで悠里さんが来たら、すぐに連絡するから」

「頼む」

　そう言うと、俺はマウンテンパーカーを羽織って玄関に向かう。

　その時。

　――ピンポーン。

「「あ」」

　俺達は慌ててインターホンのモニターを確認すると、中岡が一階ロビーのドアの前でモジモジしながら、落ち着かない様子で立っていた。

「はは、遅いぞコノヤロウ……文香、下まで迎えに行ってくる！」

「ハイハイ、いってら」

　そう言うと、文香はニヨニヨしながら手をヒラヒラさせた。

　俺は靴を履いて急いで一階ロビーへと向かい、そして。

「ゴ、ゴメン！　遅くなっちゃった！」

「お、おう！　ま、まあ、早く家に入ろうぜ！」

　ヤベ、ちょっと声が上ずった。

　へ、変に思われたりしてないかな……。

　俺はチラリ、と中岡の様子を窺うと……あ、中岡め、なんだよ口元緩めやがって……可愛いぞチクショウ。

　そんな中岡にドキドキしながら、俺達は家に入った。

「悠里さんいらっしゃい！」

「文香ちゃん！　遅くなっちゃってゴメンね！　あ、そだ、これ……」

　嬉しそうに出迎える文香に、中岡は手に持っていた紙袋を手渡した。

「あ、これ！　ステラのケーキじゃん！　うわあ、ありがとう悠里さん！」

「えへへー、晩ご飯食べたら、みんなで一緒に食べよ！」

「うん！」

　おーおー、二人とも仲がよろしいこって。

「ま、すぐにコロッケ揚げるから、その間、中岡はリビングでくつろいでて」

「え？　私も手伝うよ？」

「えー、料理をか？」

「ち、違うよ！　それ以外にすることだってあるでしょ！」

「ま、ごもっともだけど……ホラ、一応お客さ……「ち、違うもん！」」

　俺が気遣ってそう言ったのに、中岡は気に入らないのか、全部言い切る前に頬を膨らませて否定した。

「わ、私はお客さんなんかじゃ、ないから……」

　そして、少し悲しそうな表情を浮かべて、中岡は俯いてしまった。

　はあ……ああ、もう。

「そうだな、お前はもう俺のメシを食った仲だもんな。確かに、そんな他人行儀はなかった」

「う、うん！」

　俺が少し苦笑しながらそう言うと、中岡は途端にパア、と満面の笑みを浮かべた。

　ああクソ、認めるよ。




　俺はどうやら、この中岡悠里って女の子を……好きになっちまったみたいだ。




「そ、それじゃあ、俺がコロッケ揚げるから、ごはんと豚汁よそってもらったりしていいか？」

「任せて！」

　そう言うと、中岡は文香に聞いて器の場所なんかを確認しながら、テキパキと準備を進めていく。

　いや、料理を作ること以外はマジ優秀だな……って、俺もボーッとしてないで、コロッケ揚げちまうか。




　　　　　※　※　※




「「「ごちそうさまでした！」」」

　俺達は晩メシを済ませ、全員で手を合わせた。

「ふああああ……コロッケ、美味しかったあ……」

　中岡が蕩けるような表情で、コロッケの余韻に浸っている。

　はは、本当に作り甲斐のある奴だな。

「中岡が食べたくなれば、コロッケの百や二百、いつでも作ってやるよ」

「ふああああ!?」

　俺がそう言うと、中岡が顔を赤くして手をワタワタさせた。

　ああ……可愛いなあ。

「へえー、お兄もいよいよ……？」

　文香がニヤニヤしながら何か呟いてるけど、無視だ無視。

「そ、それより！　せっかくケーキ買ってきたんだから、早く食べようよ！」

　恥ずかしくなったのか、中岡は話題を変えるためにそんなことを言った。

「おう、そうだな。じゃあ俺はコーヒー……っと、中岡は紅茶でいいか？」

「うん！」

「お兄、私には聞いてくれないの!?」

　文香が、自分に聞かれなかったことに抗議の声を上げるが……。

「どうせお前はコーラだろうが」

「そ、そうだけど！　私だけ聞かれないのは除け者にされた気分よ！」

「あー、ハイハイ」

　俺はぷりぷりと怒る文香に適当に返事すると、中岡が何故か羨ましそうな表情をして文香を眺めていた。

　あー……そういうことか。

「中岡はケーキの時は紅茶一択なのか？」

「ふあ!?　あ、う、うん。私はミルクティーが好きなんだ」

　俺が質問すると、ぼーっとしていた中岡が、慌てて答えた。

「そうか。じゃあ中岡にも、今度から質問する必要ねーな」

「あ……う、うん！　えへへ……」

　俺の言葉の意図が分かったようで、中岡が嬉しそうにはにかんだ。

　そして、俺は中岡が持って来てくれたケーキと飲み物をトレイに乗せてリビングのテーブルに運んだ。

「私はモンブランだからね！」

　そう言って、文香が真っ先に手を出す。

「このお子様め」

「うっさい！」

　俺がジト目で皮肉を言ってやると、文香はベーッと舌を出した。

「中岡はどれにする？」

「私は……じゃあ、ショートケーキにしようかな」

「そっか。んじゃ俺は、必然的にオペラになるな」

　そうして、ぞれぞれ中岡が持って来てくれたケーキに舌鼓を打ちながら、楽しい夜を過ごした。

　そして俺は……笑顔の中岡を、ずっと目で追っていた。




久坂大和は自分の過去に縛られる。




「それじゃ、行ってくるから」

　俺は昨日と同様、中岡を送るために玄関で靴を履く。

「文香ちゃん、またね！」

「うん！　悠里さんバイバイ！」

　うむうむ、中岡と文香はますます仲が良くなったようだ。

　それはそれで、俺としても喜ばしい限りだ。

「よし、じゃあ行くぞ」

「うん！」

　俺と中岡は家を出ると、駅に向かって歩く。

「なあ、中岡」

「ん？」

　隣に歩く中岡に声をかけると、彼女は首を傾げながら覗き込むように俺を見た。

「その、さ……明日も、晩メシ……」

「あ……明日、かあ……」

「お、おう……」

　俺は中岡に明日も来てほしくて晩メシのお誘いをすると、中岡は口元を緩めながら両手を組んで腕を前に伸ばす。

　その仕草が可愛くて、俺は変な相づちを打ちながら中岡のその姿に見惚れていた。

「……ねえ、久坂」

　急に中岡はその足を止めてこちらへと向き直り、真剣な表情で俺を見つめた。

「……お、おう、何だ？」

　俺はそんな中岡の様子に、ついしどろもどろになりながら返事をした。

「久坂は、どうしてそんなに私を晩ご飯に誘ってくれるの？」

「へ？　あ、い、いや、それは……」

　それは……俺が中岡と一緒に晩ご飯を食べたいから。

　俺が、中岡と一緒にいたいから。

「ま、まあその、あれだ。こんなに食いっぷりがいいと、俺も作り甲斐があるからな！　うん！」

　違う。

　本当は、中岡と一緒にいたいから。

　中岡に家に来てもらえないと、一緒にいられないから。

「久坂」

　中岡が潤んだ瞳で、だけど凛とした表情で、俺の瞳を見つめる。

　そんな中岡から、俺はどうしても視線を逸らせなかった。

　そして。

「久坂……私は、久坂が好き」

　ああ……だよな……。

　お前が俺のことを好きなのは、分かってたよ。

　そして俺も……中岡が、好きだ。

　だけど。

「……悪い」

「っ!?」

　俺は顔を逸らし、そう告げた。

「ね、ねえ……どうし……「俺、さ……」」

　今にも泣きそうな表情で問い詰めようとする中岡の言葉を遮り、俺はポツリ、と呟く。

「俺……約束、したんだ……」




　――そう……小学五年の冬のあの日に。




　　　　　※　※　※




　その日はいつもより寒くて、かなり厚着してたのを覚えてる。

　俺は文香を親戚の家に預けてから、いつものように母さんの見舞いに病院に行くと、何故か病室の前が慌ただしかった。

「まだ先生は来ないの!?」

「今！　今、先生が来ました！」

「早く！」

　見慣れた医者の先生が、少し暗い表情で病室に飛び込む。

　俺は訳が分からないまま、ただボーッと病室の前で突っ立ってたら。

「ああ！　や、大和くん！　お父さんは!?」

　いつも優しくしてくれる看護師さんが、焦った顔でそう尋ねた。

「は、あ、ま、まだ仕事……」

「分かったわ！　お父さんはこちらから連絡するから、あなたは文香ちゃんを連れてきて！」

「う、うん！」

　ものすごい剣幕で言われ、何かとんでもないことが起きていると感じた俺は、急いで病院を出て親戚の家までひたすら走った。




　文香……！

　がむしゃらだったから、その時の街の景色も何も全く記憶がなく、ただ、俺は力の限り走り続けた。

「あっ！」

　俺は段差につまずき、その場で転ける。

「クソッ！」

「キミ、大丈夫？」

　俺は擦りむいた膝もお構いなしに、すぐさま立ち上がろうとしたら、綺麗なおばさんが心配そうな表情で声をかけてくれた。

「だ、大丈夫！」

　それだけを言って、俺はおばさんに振り向きもせずにまた走り出した。

　そして、親戚の家に着くと。

「文香！　文香！」

「な、なあに、お兄ちゃん!?」

　呼ばれて出てきた文香が、俺を見るなり驚いた表情を見せた。

「い、今すぐ病院に行くぞ！」

「え？　え？　お兄ちゃん!?」

「早く！　急いで！」

　困惑する文香だけど、俺の様子が普段と違うことを感じた文香は。

「う、うん！」

　すぐに靴を履いて俺と手をつなぐ。

「よし！　行くぞ！」

「うん！」

　俺達は親戚の家を出て、文香の手を引きながら一目散に病院を目指した。

「お、お兄ちゃん！　速いよ！」

「が、がんばれ文香！」

　俺は息が切れてつらそうにする文香に励ましの声をかけながら、必死で走る。

　なんとか病院に着いた俺達は、母さんの病室に向かうと。

「と、父さん！」

「大和！　文香！　コッチだっ！」

　病室の前でうなだれていた親父が、俺達を見るなり大急ぎで病室の中へと連れていった。

「綾香！　大和と文香だ！」

「「っ!?」」

　色んなチューブがつなげられ、口にも酸素吸入のマスクがついた母さんを見て、俺と文香は絶句する。

「二人とも……母さんに……」

　親父は涙を堪えているのか、くしゃくしゃの顔をしながら俺達の背中をそっと押し、母さんの傍へとやった。

「母さん！　母さん！」

「お母さん！」

「ああ……大和……文香……」

　震える身体を傾け、母さんが俺達を見る。

「うん！　俺達はここにいるよ！」

　俺と文香は、母さんの手をギュ、と握った。

「文香……あなた、は……ちゃんと……お兄、ちゃん……の、言うことを……聞く、のよ……？」

「う、うん！」

　母さんの言いつけに、何かを悟った文香は涙をぽろぽろ零しながら頷いた。

「や……大和……」

「うん！」

「あな、た……は……お兄、ちゃん、だから……文香、の、こと……しっ、かり……見てあげて、ね……？」

「うん……！　うん……！」

　俺も涙を流しながら、母さんの言葉を噛みしめるように何度も頷く。

「み、んな……大好……」

「っ!?　母さん!?　母さん!?」

　急に母さんの手から力が抜け、そして……するり、と俺達の手から滑り落ちた。

「っ！　先生！」

「……二月十四日、午後六時二分……」

　医者の先生が、腕時計を見ながらそう呟く。

　母さんは……母さん……が……！

「「うわあああああああああ！」」

　俺と文香は母さんの亡骸にしがみつき、大声で泣き叫んだ。




久坂大和は中岡悠里に救われる。




「……母さんが死んだあの日、母さんの最後の言葉を受けて俺は心に決めたんだ。俺が文香を大人になるまで、絶対に一人前に育てるんだって。この家を、俺が守るんだって」

　俺は中岡を見つめ、すう、と息を吸った。

「だから、文香が大人に……幸せになれるまで、俺は自分が恋愛をしている暇なんて、そんな時間なんてないんだ」

　俺はまるで中岡を拒否するかのように、語気を強めてそう言い放った。

「そ、そういうことだから……」

　そして、俺は中岡から視線を外すと、また駅へと向かおうとする。

　だけど。

「じゃあ……じゃあ、どうして久坂は私を晩ご飯に誘うんだよ!?　どうして私を突き放そうとしないんだよ!?　恋愛ができないなら……暇がないなら、私なんて無視するなり放っておくなり、すればいいじゃないか！」

　中岡は俺の前に躍り出て、声を荒げる。

　その瞳は、涙で溢れていた。

　何だよ……何だよ……！

「何だよ！　俺の気持ちも知らないで！　ああそうだよ！　俺だって中岡のことが好きだよ！　恋愛なんて浮ついたものはしちゃいけないからって二次元だけに頼った俺が、そんなのどうでもよくなるくらい、俺はお前のことが好きだよ！」

　俺は中岡の言葉にかあ、となり、気がついたら人目もはばからずに大声で叫んでいた。

　中岡と同じように、思い切り涙を流しながら。

「だけど……だけどなあ！　俺は家のことも、文香のこともこなさなきゃいけないんだ！　守らなきゃいけないんだ！　だったら……だったら、お前に家に来てもらうしか、一緒にいられる方法がないじゃないか……文香が幸せになるまで恋愛できない俺が、お前の想いに応えられるわけ、ないじゃない……かあ……！」

　俺は自分のこのどうしようもない感情のやり場に困り果て、拳を強く握りしめながら、ただ涙を零して俯いた。

　すると。

「久坂」

　中岡はいつの間にか俺の傍に来て、泣き腫らした目で俺を下から覗き込む。

「なんで、そんな一人で抱え込むんだよ……だったら、誰かに頼ればいいじゃないか……」

「頼るって？　誰に？　親父だって仕事で忙しくて家のことなんて面倒見れねーよ！　親戚だって、母さんが死んでから誰も相手にしてくれなかったよ！　無責任なこと、言うな……」

　俺は中岡の言葉に苛立ちを覚え、吐き捨てるようにそう言った。

　だけど。

「ここにいるじゃないか！　私がいるじゃないか！　確かに私は料理が下手だし、キミと同じ高校生で頼りないかもしれない……だけど！　私はキミの……久坂大和のためだったらなんだってできるんだ！」

　中岡は俺の胸倉をつかんでグイ、と俺を引き寄せると……鼻が触れ合うほどの距離で、大声で訴えた。

「……お前、なんでそんなこと言い切れるんだよ……それに、なんで俺なんかのために、お前はそこまでしようとするんだよ……」

　涙の奥で見せる中岡の凛とした瞳に耐えられなくなり、俺は顔を背ける。

　俺には……苦し紛れにそう言葉を返すのが精一杯だった。

「そんなの、決まってるよ……キミが……久坂大和が、世界中の誰よりも大好きだから」

「っ！」

　ああ、チクチョウ……なんだよ……なんなんだよ……。

　せっかく今まで、俺は一人で頑張ってきたのに。

　誰にも頼らないで……俺の全部を捨てて頑張ってきたのに。

　なのに……なんでそんなに、お前はあっさり俺の中に入り込んで、そうやって俺を受け止めてくれるんだよ……！

　そんなの……そんなの……！

「っ！」

　気がつくと、中岡は俺を抱きしめていた。

「……久坂、偉いね。今までそうやってお母様の言葉を大切に守って、一人で文香ちゃんや家庭を支えてきたんだね」

　中岡が俺の背中を優しくさする。

「私はね……そんな優しい久坂だから、好きになったんだよ？　そんな素敵なキミだから、キミを支えたいって、そう思ったんだよ？　だから……だから一緒に……二人で、頑張ろ？」

「中岡……中岡……」

　俺は中岡をギュ、と抱きしめ返すと、その力をさらに強くする。

　華きゃ奢しゃな中岡が、壊れてしまうんじゃないかと思うくらいに。

　そして。

「うう……うあ……うあああああああああああん！」

　俺は泣いた。

　まるで子どものように、大声で泣き叫んだ。

　今までの俺が、報われたような気がして。

　今までの俺を、認められたような気がして。




　――俺は今日……中岡悠里という最高の女の子に、救われた。




久坂大和と中岡悠里は決して切れない〝絆〟を紡ぐ。




「ぐす……わ、悪い……」

　俺はひとしきり泣いた後、ふ、と抱きしめる力を弱め、背中をポンポンと叩いて合図した。

「ん……久坂、落ち着いた……？」

「あ、ああ……」

　中岡が抱きしめる胸の中から俺の顔を覗き込むと、俺はその綺麗な瞳に吸い込まれそうになって、頬が熱くなった。

「そ、それで……久坂は……答え、出た……？」

　中岡が不安そうに尋ねる。

　だけど、もう俺の中で答えなんて一つしかなかった。

　そんなの、もうこの答えしか選びたくなかった。

「……俺は、中岡悠里……君が好きだ。君さえ迷惑じゃなかったら、その……俺、家事とかしながらだから時間もないし、他の奴等みたい学校帰りに、寄り道しながらデートとか、できないかも、だけど……って、わ!?」

　俺がそこまで言うと、中岡がまたもやグイ、と俺の胸襟をつかんでその顔を寄せた。

　俺は至近距離で見る中岡のその可愛い顔に、思わずどぎまぎしてしまう。

「久坂。家事なんて、私と二人ですればあっという間に終わっちゃうよ。それに、別に寄り道デートなんかしなくても、そ、その……おうちデート、いっぱいできるから……」

「あ……う、うん……」

「だ、だから……その……」

　中岡がここまで言ってくれたんだ……ここで……ここで言わなきゃ、どうするんだよ！

「な、中岡悠里、さん……こんな俺で良ければ、その、付き合ってください……！」

「っ！　……うん……嬉しい、です……」

　俺のなんとも間抜けな告白だけど、それでも中岡は涙をぽろぽろ零しながら、笑顔で頷いてくれた。

「あ、そ、そうだ！　これ！」

　俺は思い出したかのように左手薬指の指輪を外すと、中岡に差し出す。

「こ、これって……お母様の形見でしょ!?」

「ああ……母さんからも言われてたんだ。『これから先、大和が家族と同じくらい絆を結びたいと想った人が現れたら、その指輪を渡しなさい』って。俺は……中岡と家族にも負けない……いや、それ以上の〝絆〟を結びたい。だから、その……中岡に、受け取ってほしい」

　そう言うと、俺は中岡の左手を取り、そして……その薬指に指輪をはめた。

「あ……」

「あ、あはは……俺がつけてたから、サイズが全然合わねーな。ま、また今度、一緒にサイズを直してもらいに行こうぜ」

「う、うん！　……うん……嬉しい、よお……！」

　中岡は涙を零しながら、左手を胸に抱くようにキュ、と握りしめた。

「そ、それじゃ、その……よ、よろしくお願いします……」

「はい……」

　俺と中岡は、お互い見つめ合いながらぺこり、と頭を下げた。

「はは」

「あはは」

　そして、どちらからともなく、笑い声が零れる。

「……って、もうこんな時間じゃねーか！　早く帰らないと、中岡のご両親も心配しちまう……「だ、大丈夫だよ！」」

　俺が焦ってそう言うと、中岡は何故かそれを否定した。

「な、何でだ？　普通、中岡みたいな女の子だったらこんな夜遅く、心配するだろ？」

「あ、あはは。ちゃんと久坂の家でお呼ばれするってお母様には伝えてあるから」

「そ、そうか……？」

「そうそう」

　ま、まあ、中岡ん家がいいってんなら、いいんだけど……。

「そ、それより、さあ……実は私も、久坂に言わなきゃいけないこと、あるん、だ……」

「言わなきゃいけないこと？」

　中岡がクルリ、と俺へと向き直ると、上目遣いでそんなことを言った。

　一体なんだろう……。

「ええと、それって？」

「あ、うん……これ……」

　中岡は制服のポケットから綺麗な布の包みを取り出すと、それを開いて…………あ。

「え？　コレ……」

　それは、小学校の名札だった。

　名札に書かれていたのは、『五年二組　久坂大和』という文字。

「……私もね、久坂に救われたの」

「俺、に……？」

　俺は中岡が何故俺の小学校の時の名札を持っているのか、何故俺に救われたというのか、全く理解できなくて頭の中が混乱する。

「うん……私が両親に絶望して、一人公園で泣いていた時……久坂、キミが私の前に現れたの」

「え？　えーと……」

　そ、そんなこと、あったっけ……？

「そして、こう言ってくれたよ？」




『決まってんじゃん。お前の父さんも母さんも、お前のことなんか嫌っちゃいないと思うぞ』

『自分の子どもが嫌いな親なんて、絶対にいねーよ！　だったら、お前は自分の父さんや母さんとちゃんと話をしたのか？　お前がつらいこと、悲しいこと、ちゃんと話したのか？』

『だったら簡単じゃねーか！　今からでも話せばいいじゃねーか！　直接逢えないんだったら、電話だってすればいいだろ！　ほら！』




「……って」

「あ……」

　思い出した。

　あれは、俺が母さんの病院にお見舞いに行く途中で、同い年くらいの女の子が公園で泣いていて……。

　その時の俺は、母さんが病気で苦しそうでも、それでも、いつも俺に微笑んでいてくれて。

　だからその女の子が、両親が自分のこと好きじゃないって泣きながら言った言葉を否定したくて、そんなことないよって、教えてあげたくて。

　だから俺もむきになって、無理やり電話をかけさせたんだった……。

「あ、そ、その……あの時は強引な真似して、悪かった……」

「あ、ち、違うよ！　私はあの時、久坂が私の背中を押してくれたおかげで、お母様と気持ちを通わせることができたんだ！　あのことがあったから、今でも私は、お母様のことが大好きでいられるんだから！」

　俺が頭を掻いて謝ろうとしたんだけど、中岡は焦った表情で手をわたわたさせた。

「と、とにかく……久坂は私にとって、颯爽と現れて泣いている女の子を助ける、本当のヒーローなんだ。それは今でもそう思って……ううん、久坂はそれ以上に素敵な男の子になってた」

「そ、そうか……そう言われると、なんだか照れくさいな……」

「え、えへへ……だけど、やっと名札を久坂に返せるよ」

　そう言うと、中岡が名札を俺の前に差し出した。

「ああ……確かに受け取ったよ」

「うん……」

　俺は名札をギュ、と強く握りしめた後、ポケットにしまった。

「さーて……んじゃ、今度こそ帰ろうぜ」

「うん！」

　で、俺達は再び駅に向かって歩き出すんだけど……。

「ふあ……！」

　俺は、中岡の手をキュ、と握った。

「い、行こうか……」

「うん……」




　そして、俺達はお互いの手を握り合いながら、幸せな気持ちで中岡の家を目指した。
















第二章　想いを紡ぐ〝久坂大和〟と〝御前様〟







久坂大和は中岡悠里と下の名前で呼び合う。




「ふんふんふ～ん♪」

　俺は今朝もいつもどおり、鼻歌交じりに朝食の準備をする。

　なお、今日の朝食はトーストにベーコンエッグ、サラダ、コーンポタージュスープという定番メニューなのだ。

「そういえば、中岡の家の朝食は和食はなのかなあ……」

　うーん……中岡の家が和食派だったら、これからはうちも和食メニューを増やしたほうが……って、何で中岡がうちの朝メシ食う前提になってんだよ。

　そうだよ。さすがに朝から俺ん家で中岡が朝メシ食うなんてことねーんだから、余計な心配ってもんだろうが。

　いや、マテ。

　万が一うちに泊まりに来たりしたら、その場合は朝メシを食うわけだから……うむ、これは中岡に確認しておいたほうが……。

「……お兄、キモチワルイ」

「ん？　おお、文香、おはよう。ところで、朝イチからキモチワルイってのはどういうことだ!?」

「……何言ってんの？　浮かれるのはいいけど、チョットは今の自分の顔、鏡で確認したほうがいいと思うけど？」

　文香が朝からジト目で俺を見ながら悪態を吐く。

　む……何を言ってやがる。

　俺は別に浮かれてなんか……は、いるけど。

「つ、つか、別に浮かれるくらいいいだろーが」

「はあ……でも、悠里さんがその顔見たら、絶対に引くと思うけど？」

「ナ、ナヌ!?」

　オ、オイオイ!?　そこまで俺はヒドイ顔してるのか!?

　俺は不安になり、慌てて洗面所に駆け込んで鏡を見る……別に普通じゃねえか。

「何だよ、元々俺はこんな顔だったぞ？」

「……はあ」

　文香がとんでもなく深い溜ため息いきを吐つく。

　まあいいや。

「とにかく、早く朝メシ食っちまえ。今日は遅れるわけにはいかねーんだ」

「へ？　何かあるの？」

「おう」

　実は昨日、寝る前に中岡からメッセージが来たんだよなあ。




『明日は一緒に学校に行こうよ！　七時五十分に駅の改札前集合だからね！』




　可愛いウサギのスタンプと一緒に送られて来たもんだから、俺は興奮して寝不足なのは内緒だ。

「へーえ、ほーお、今日は悠里さんと一緒に登校するってわけね」

「な、何で分かった!?」

「丸分かりだっての。それより、悠里さんに嫌われるようなこと、しちゃダメだからね！」

「するわけねーだろ！」

　全く……もし中岡に嫌われでもしたら、引きこもって今後一生、二次元しか恋人作らねー自信があるぞ。

「つか、もうこんな時間じゃねーか！　早く！　早く！」

「もー！　だったら今日の後片づけは私がやっとくから、お兄はさっさと行きなよ！」

「何ですと!?」

　い、今まで家事炊事を全くしたことがない文香が、自分で朝食の後片づけをする……だと……!?

「お、お前……正気、か……？」

「うっさい！　だったら待ち合わせに遅れて、悠里さんにフラれたらいいのよ！」

「それは困る！」

　ク、クソ！　仕方ない、今日は文香に後片づけを任せ、俺はサッサとメシ食って駅に行くぞ！

　俺は朝メシを無理やり口に詰め込み、牛乳を一気飲みして流し込んだ。

「げふう」

「お兄汚い！」

　うっせ、俺は急いでるんだよ！

　そして俺は洗面所に駆け込んで、急いで歯磨きして身だしなみを整えると。

「んじゃ、俺は行くぞ！　戸締り忘れるなよ！　ガスの元栓ちゃんとしめろよ！」

「もー！　分かってるよ！　それより！」

　玄関のドアノブに手をかけている俺に、文香がビシッと指差した。

「悠里さんとちゃんと仲良く！　だからね！」

「っ！　おう！　もちろんだ！」

　俺は文香にサムズアップすると、家を出て急いで駅に向かった。




　　　　　※　※　※




「あ！　おーい！」

　駆け足で駅に着いた俺は、待ち合わせ場所の改札前に……って、まだ時間じゃないよな!?

　なのに、なんで中岡がもういるんだ!?

「お、おう、おはよう。つか、まだ七時半だぞ!?」

「えへへー、待ちきれなくて早く来ちゃった」

　そう言いながら、中岡がはにかんだ。

　ああもう！　何だって朝からそんな可愛いんだよ！

「そ、そか」

「そういう久坂だって、こんな時間に来ちゃって。ひょっとして、私に早く逢いたかったのかなあ？」

　中岡が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら、上目遣いで俺の顔を覗き見た。

　そんなこと聞かれても、答えなんて一つしかないんだけど。

「ああ、そうだよ。俺は早く中岡に逢いたくて、急いで来たんだ」

「ふああああああああ!?」

　俺がそう言うと、そんな話を振った中岡のほうが顔を真っ赤にして変な声を上げた。

　全く……俺は惚れた女の子にはストレートで言う主義……というか、二次元だと素直に言わないと好感度下がるからな……って、ひょ、ひょっとして!?

「あ、な、中岡……ひょっとして、ここは照れくさそうにするか、ツンを発揮するのが正解だったりするのか!?」

「ふああああ……って、何言ってるの!?」

「あ、や、素直に伝えないほうが良かったのかなあ、と……」

　すると。

「そ、そんなわけないよ！　も、もちろん……そうやってハッキリと言ってくれたほうが、その……う、嬉しいよ……？」

「はう！」

　な、何だよ、その顔を真っ赤にしながらモジモジして……。

　あーモウ！　こんな可愛い女の子がホントに俺の彼女なのかよ！　最高かよ！　夢じゃねーだろうな！　……うん、痛いから夢じゃないな。

「そ、それなら良かった……その、お、俺、二次元以外で好きになった女の子、中岡だけだから、これが正解なのか、その、よく分かんねーんだ……」

「あ、う、うん……私も久坂が初恋の人だから、その……世間一般がどうかは知らないけど、私はそれでいいと、思う……」

「お、おう……」

「え、えへへ……」

　あーチクショウ、こんなに恥ずかしかったりドキドキしたりするのに、なんでこんなに幸せなんだよ！

「そ、それじゃ、そろそろ学校行こうよ！」

「あ、そ、そうだな！」

　俺達は駅前で身悶えるのを止め、ようやく学校に向けて歩き出した。

「あ、そ、それで、今日も弁当作ってきたんだけど……」

「ホントに？　やったー！　久坂の弁当だー！」

　嬉しそうに満面の笑みで元気にガッツポーズする中岡を見て、俺もつい顔がほころぶ。

「だけど昨日みたいに、もし弁当……「今日は持ってきてないから大丈夫！」……お、おう、そうか」

　うん、最初から中岡は俺が弁当をつくってくるのを予測済みか。

「そ、それよりさ……その……」

「？　何だ？」

　急にモジモジしながら俺をチラチラ見る中岡。

　何か頼み事でもあるのかな？

「ええと……俺にできることなら何だってするぞ？　俺は中岡のためだったら……」

「ふあ!?　あ、いや、その、そんな大したことじゃないんだけど……」

「だったらなおさらだ。何でも言ってくれよ」

　俺はそう宣言すると、中岡の顔を覗のぞき込む。

　すると、中岡が顔を逸らしながら恥ずかしそうに……。

「な、名前……」

「？　名前がどうかしたか？」

「久坂のこと……〝ヤマト〟って呼んでも、いい？」

「な、なああああ!?」

　な、名前呼び……だと……！

　や、そりゃあ嬉しいかどうかって言ったら、嬉しいに決まってるし、しかも、何だか恋人同士みたい……って、恋人同士だった！

　と、とにかく！

「お、おう……もちろんいいぞ……！」

「ホント、に……？」

　俺が首肯すると、中岡がパア、と嬉しそうに俺に聞き返す。

「た、ただし！」

「え!?　た、ただし!?」

「そ、その……俺も中岡のこと、〝ユーリ〟って、呼んでも、その、いい、か……？」

　そう言うと。

「っ！　も、もちろんだよ！　うわあ……嬉しいなあ……！」

「おう……嬉しいな……」

「えへへ！　〝ヤマト〟！」

「な、何だよ〝ユーリ〟」

　俺達はそうやって嬉しそうにお互いの名前を呼び合いながら、校門をくぐった。

　……教室から覗く、一つの視線に気づかずに。




久坂大和と中岡悠里は芹沢悠馬と藤堂エルザに絡まれる。




「アレ？」

「何だか騒がしいね……」

　俺とユーリが教室に向かうと、何故か教室の前に人だかりができていた。

「キャー！　見た見た!?　アレ、私に手を振ってくれたのよ！」

「違うわよ！　私に決まってるでしょ！」

「「「「「キャー！」」」

　うお!?　うるせえ！

　つか、出入り口にそんなにたむろされると、中に入れねーんだけど!?

「うーん、掻かき分けて無理やり……って、ユーリ？」

　見ると、ユーリは人だかりの中にいる女子生徒の一人に声をかけていた。

「ねえねえ、うちのクラスで一体何があったの？」

「それがすごいのよ！　なんと！　このクラスにあの〝沖田晴斗〝がいたのよ！」

　あー……芹沢の奴、とうとう正体がバレたのか。

　まあ、昨日のあのポンコツアイドルとの茶番を見れば、こうなることも時間の問題ではあったけれども。

「ねえねえ、〝沖田晴斗〟だって」

「おう、そうだな」

　話を聞いて戻ってきたユーリが、さして興味もなさそうに話題を振ってきたので、俺も同様に気のない返事した。

「でも、〝沖田晴斗〟が教室にいるってことは、またうちのクラスに転校してきたのかな？」

　アレ？　ユーリは〝沖田晴斗〟が誰なのか、知らないのか？

　うーん……まあ、幼馴染って言われるのを極端に嫌ってたし、芹沢の正体を知らないのも、なくはないか。

「と、ところで、ユーリは〝沖田晴斗〟っつーか、芸能人とかには興味ないのか？」

　俺は何となくユーリに尋ねる。

　や、だって、一応〝沖田晴斗〟の正体は芹沢なわけだし、やっぱり俺なんかより芹沢のほうがいいと言われたら……って、考えたら暗い気持ちになってきた……。

「へ？　私？」

「お、おう……」

「うーん、別に興味ないかなあ。結局はテレビの向こう側とかにいる人種だし。といっても、同じクラスにとうとう二人も芸能人がいることになるけどね」

「はは、ま、まあな」

　ユーリの答えに、俺はホッと胸を撫で下ろす……って、ユーリの奴、なんで俺の顔を覗き込んでるんだ!?

「じー……」

「な、何だよ……」

　俺はユーリに見つめられ、思わずドキッとする。

「うん！　やっぱりヤマトのほうが、〝沖田晴斗〟なんかより何倍も素敵だよ！」

「な、なあああああ!?」

　満面の笑みでそう語るユーリに、俺は思わずのけ反った。

　い、いや、いきなりそんなこと言うの、反則だろ!?

「そそそ、そんなことねーよ！」

「あるよ！　ヤマトのほうが断然カッコイイ！」

　く、くそう……必死で否定してるのに、なおも食い下がってきやがる……って。

「お、おい！」

「へ？　モゴ!?」

　俺は慌ててユーリの口を塞ぐ。

　だ、だって……周りの女子達が、すごい形相で睨んでるんだもん……。

「プハ！　も、もう！　イキナリ何するんだ！」

「ユーリ！　周り！　周り！」

「周りって！　……あ」

　うん、ユーリも気づいたようで、自分の口を慌てて塞いだ。

「と、とりあえず、教室の中に入ろうぜ……」

「そ、そうだね……」

　俺達は人混みを掻き分けて、すごすごと中に入る。

　すると窓際の一角は、それこそすごいことになっていた……クラスの女子達で。

「ちょ、ちょっと！　何ですか皆さん！」

　昨日転校してきたばかりの藤堂エルザが、怒りの形相で芹沢の周りに群がるクラスの女子達を追い払う。

　まあ、ここまで見事な掌クルリを見せられたら、そうなるのも頷けるけど。

「ふーん……つまり悠馬が〝沖田晴斗〟、ねえ」

　ユーリは一言そう呟くと、後は興味がないとばかりに自分の席にカバンを置いた。

　え？　それだけ？

「やあ、悠里。おはよう」

　窓際の席からスッ、と立ち上がり、さわやかな笑顔を見せながら、芹沢がユーリの元にやってきた。

　そして、それを露骨に顔をしかめながら睨むユーリ。うわあ……。

「ハイハイ、おはよう」

　ユーリは面倒臭そうに手をヒラヒラさせる。

　つか、これってむしろ、シッシッと追い払ってるみたいに見えるのは気のせいか？　気のせいじゃないな。

「悠里……これが、僕の本当の姿、だよ」

「へー」

　まるで勝ち誇るようにユーリにそう告白する芹沢。

　それを空気のように扱うユーリ。

　うん、なんかシュール。

「晴斗……いえ、悠馬さん、あなたのような方が相手にする必要はありません」

　すると、ス、といつの間にか藤堂エルザが芹沢の隣に現れ、ユーリを親の仇とばかりに睨みつける。なんで？

「中岡悠里さん、でしたでしょうか？」

「そうだけど？」

　ユーリは怪け訝げんな表情で藤堂エルザを見つめる。

　今まさに一触即発の状態だ。

　……俺も止めに……って。

「ん？　斎藤？」

「まあまあ、とりあえず見てみようじゃないか」

　ユーリの傍に行こうとした俺の前に突然斎藤の奴が現れ、遮るように手で制した。何だコレ。

「では、〝中岡さん〟と呼ばせていただきます。あなたは、あろうことか悠馬さんの幼馴染であるにもかかわらず、あえて〝沖田晴斗〟としての正体を隠されていた彼をぞんざいに扱い、彼を貶めた……間違いありませんね？」

「は？」

　藤堂エルザの言葉に、ユーリはキョトンとした。

　や、そうなるよな。

「それだけじゃありません。あなたの一連の行動がクラスメイト達を増長させ、悠馬さんをこのクラス内で孤立させた」

「えー……それは悠馬や他のクラスメイトが勝手に……「違います！」」

　顔をしかめながら面倒臭そうにユーリが何か言おうとしたところで、二の句を告げさせないとばかりに藤堂エルザが遮る。

「今まで悠馬さんがつらい思いをしてきたのは、ひとえにあなたが原因です！　私は……私は、あなたを絶対に許さない！」

　藤堂エルザはユーリを指差しながら叫んだ。

「おい……斎藤どけ」

「む……」

　俺はグイ、と斎藤を押し退け、真っ直ぐユーリの元へ向かった。




久坂大和はウザい二人を論破する。




「おい……斎藤どけ」

「む……」

　俺はグイ、と斎藤を押し退け、真っ直ぐユーリの元へ向かった。

　横を通り過ぎる時に見えた、斎藤のしかめっ面が気になるが、今はそれどころじゃない。

「よう、面白そうな話をしてるな」

「ヤマト！」

　キョトンとしていたユーリだったが、俺が彼女の隣に来ると、嬉しそうな表情を浮かべた。

　うーん、やっぱり俺の彼女、超カワイイぞ。

「何ですかあなたは。部外者は……「イヤイヤ、そっちこそ部外者じゃないの？」……は？」

　俺が間髪入れずに指摘すると、藤堂エルザが顔をしかめる。

　つか、アイドルなのにその表情はどうなの？

「だーかーらー、部外者だっつーんなら、藤堂さんも部外者だろ？」

「な！　私は部外者なんかじゃありません！　私は……「私は？　何なの？　ひょっとして、芹沢の彼女とか？」」

　そう指摘すると、藤堂エルザが忌々しげに俺を見つめた。イヤ、何なの？

「……ねえ、ヤマトにそんな視線向けるの、やめてくれないかな」

「っ!?」

　ユーリの恐ろしく低い声に、藤堂エルザが一瞬息を飲む。

　や、俺も思わず腹の底から震えそうになったのは内緒だ。

「……まあいいや。で？　さっきユーリのこと許さないっつったけど、聞いてりゃそんなの、全部芹沢の自業自得だよな？」

「ハア!?　なんでそうなるんですか！　そんなの、中岡さんのせいに決まってるじゃないですか！」

　ホント、何なのコイツ？

　アイドルっつーのは、自分中心に世界が動いてるとでも思ってるワケ？

　全く……一つ一つ説明しねーと分かんねーのか……。

「いいか、そもそも芹沢がクラスメイトに変な目で見られてたのなんて、〝沖田晴斗〟であることを隠して、陰キャボッチを演じてたのが原因だろ？　それが嫌なら、最初から言えばよかったんじゃねーか」

「な!?　あなた、何を考えているんですか！　そんなことできるわけないじゃないですか！」

「……そんなの、影響を考えたら、できないよ……」

　俺の指摘に、藤堂エルザがふざけるなとばかりに噛みつき、芹沢は何故か憂いを帯びた表情でかぶりを振る。

　だから俺は、そんな二人にこう告げよう。

「イヤイヤ、オマエ等何言ってんの？　現にオマエ、今日になって〝沖田晴斗〟って正体明かしてんじゃん」

「あ、ホントだねー」

　俺の言葉に、ユーリは呑気にウンウン、と頷く。

「ま、でも、これからは、〝陰キャ〟だの〝ボッチ〟だの言われなくて済むじゃん、よかったな」

「ねー」

「じゃ、これで話は終わりってことでいいよな？」

　俺は二人に向かって手をヒラヒラさせ、ご退場願おうとしたんだけど。

「ふ、ふざけないでください！　それじゃ、悠馬さんが受け続けてきた今までの苦痛はどうするんですか！」

「イヤ、だから自業自得だって言ったじゃん。それに、苦痛だ苦痛だっつーんなら、〝陰キャ〟だの〝ボッチ〟だの言った奴に直接文句言えよ」

　そう言って俺はクラスメイト達に視線を送ると……うむ、全員綺麗に目を伏せやがった。

「つーことで、今度こそ話は終わりでいいよな？」

「「…………………………」」

　俺は二人に視線を戻すと、藤堂エルザは悔しそうに唇を噛み、芹沢は……うん、なんか呆然としてる。ま、いいか。

「だったら、さっさと向こう行けよ。俺もユーリも、二人に用はないからさ」

　俺はシッシッ、と手で払う仕草をする。

「……久坂君、一つ聞きたい」

「え？　俺は話したいことなんかないんだけど？」

　どうせ、コイツが聞きたいことなんて分かってる。

　俺とユーリがどんな関係なのか、だろ？

「君は……「知らね。自分で考えろよ。ユーリ、気分悪いから外の空気吸いに行こうぜ」」

「へ？　あ、う、うん」

　俺は今度こそおしまいとばかりに、ユーリの手を引きながら教室を出た。

　俺を射殺すような視線を送る、芹沢を無視して。




　　　　　※　※　※




「ふう……いや、余計な真似して悪かった！」

　廊下に出るなり俺は軽く溜息を吐くと、ユーリに深々と頭を下げた。

「え!?　イヤイヤ、そんな謝ったりしないでよ！　だって……ヤマトは私のこと心配してくれたんでしょ？」

「……心配っつーか、ユーリを悪く言われて、腹が立って……」

　俺はユーリに申し訳なさ過ぎて、顔を上げられない。

　ハッキリ言ってこんなの、ユーリの気持ちも無視して一方的に俺の感情だけで動いて……。

　すると。

「も、もう！　ヤマト、顔を上げてくれないといい加減怒るよ！」

「ええ!?　だ、だけど……」

「だけどじゃない！」

　謝ってるのに、むしろ怒られた……。

　仕方なく、俺はおずおずと顔を上げると……何故かユーリは顔を上気させ、瞳が潤んでいた。

「ヤマト……私ね、あの二人に絡まれた時、キミが真っ先に飛び出してくれて、ああやって私のために怒ってくれたこと、すごく嬉しかった」

「あ、お、おう……」

「しかも、知ってる？　あの時、二人のファンのクラスメイト達が、全員ヤマトのこと睨んでたよ？」

「へ？　そ、そうなの？」

　うーん、クラスメイト達を敵に回したか。

　ま、関係ないけど。

「なのに、そんなのお構いなしに私の擁護なんかして……こんなの、もっともっとキミのこと、好きになっちゃうよ……」

「う、うん……」

　ああモウ！　『もっともっと好きになっちゃう』だって!?　そんなの、むしろ俺のほうがだよ！

　――キーンコーン。

「あ、もうＨＲの時間か」

「そうだね。じゃ、教室に戻ろ？」

　そう言うと、さっきとは反対に、今度は俺がユーリに手を引かれて教室へと戻った。

　お互い、満面の笑みを浮かべながら。




久坂大和と中岡悠里は風紀委員長に報告する。




「あー、メンドクセエ」

　四時間目の授業を受けながら、俺はつい愚痴をこぼした。

　や、だって、休み時間になるたびに、芹沢と藤堂の周りにクラスメイトをはじめとした生徒達が群がって、廊下からも教室を覗く奴が後を絶たなくて、トドメは二人（主に藤堂）と話した奴が、俺とユーリを睨みつけていきやがる。

　つか、芹沢を邪険にしてたのはオマエ等だろ！　鏡見ろよ！　と、声を大にして言いたい。

　芹沢も芹沢で、こんなにユーリに嫌われてんだから、いい加減キレイさっぱり諦めて、慕ってくれる藤堂に行けよ！　と、声を大にして言いたい。

　ま、そんな愚痴を言ってみたものの。

　俺はチラリ、とユーリの席を見ると……彼女は、真剣な表情で授業を受けていた。

　はあ……可愛いなあ……。

　すると。

　あ……ユーリがこっち振り返って手を振ってくれた。

　それだけで、さっきまでの愚痴だったりイライラだったり、俺の中にあった嫌なモンが全部吹き飛んじまった。

　あー……ダメだ俺、完全にユーリにベタ惚れだ。




　　　　　※　※　※




　――キーンコーン。

「ヤマト！　ご飯食べよ！」

　四時間目が終わるやいなや、ユーリが満面の笑みで俺の席にやってきた。

　俺はカバンの中から弁当を二つ取り出すと。

「おう、んじゃ行くか」

「うん！」

　ユーリと二人並び、教室を出る。

「なあなあ、今日はどこでメシ食う？」

「うーん……昨日と同じ、風紀委員会室にする……？」

　俺がメシを食う場所について相談すると、ユーリは周りをキョロキョロした後、少しウンザリした表情でそう答えた。

「んー……そうすっか」

「だねー……」

　はあ……このクソ生徒共、昼休みくらい、俺達を睨んでないでどっか行けよ……。

　つーことで、俺達は風紀委員会室に入るんだけど。

「あれ？　木戸先輩？」

「む？　おお、悠里……と、むむ！　久坂くんじゃないか！」

　そこには、風紀委員長の木戸先輩がいた。

　お、俺、この人苦手なんだよなあ……。

　や、前にユーリに呼び出された時にたまたま知り合って、それ以降、妙にウザ絡みしてくるっつーか、風紀委員長なのにノリが軽いっつーか……。

　この前も、『む、久坂君、君が風紀委員になってくれるなら、悠里の身体だけじゃなく、この私もつけるぞ！　ナイスバディだぞ！』などと、訳の分からない勧誘をしてきたからなあ……。

　ま、まあ、自分で言うだけあって、その容姿は圧倒的ではあるんだけど。

　少し茶色かかった腰まであるストレートロングの艶々した髪に、切れ長の目、高く整った鼻筋、少し薄めの、だけどすごく柔らかそうな唇、透き通るような白い肌。

　そして何より、その圧倒的なお胸様である！

　や、ユーリもそれはそれは素晴らしいものをお持ちではあるが、それすらも超える圧倒的破壊力！　挟まれたい！

　そんな校内一の美少女である木戸先輩ではあるが、この残念な性格と、反抗する者には一ミリも容赦しないその徹底した独裁者ぶりに、誰一人として告白しようとする勇者は現れないんだけど。

「それで、木戸先輩はここで何をしてるんですか？」

「ああ、ホラ、君達も知っていると思うが、昨日、アイドルの藤堂エルザがうちの学校に転校してきただろう？　それに加えて、悠里の知人の正体が若手俳優の〝沖田晴斗〟だということが判明して、校内は騒然としている」

「「あー……そうですねー……」」

　俺とユーリは一連の出来事を思い浮かべ、魂の抜けた声で返事をする。

「それで風紀委員会としても、この事態に対応するため、今日の委員会で議論するための資料を作成していたのだ」

「ああ、それで……「ちょ、ちょっと待って下さい!?」」

　先輩の説明に、俺が納得の相づちを打とうとしたところで、ユーリが困惑しながら声を上げた。

「む？　どうした？」

「どうしたじゃないですよ！　今日は委員会ないってメッセージで連絡をくれたじゃないですか！」

「ああ。だが、さすがに今の事態を看過するわけにはいかんだろう？」

「で、ですが……」

　先輩の説明に、見るからショボンとしたユーリが俺をチラリ、と見た。

　あー……ま、しょうがないよな。

「ユーリ、ここは先輩の言う通りだ。ユーリはちゃんと委員会に出たほうがいいよ」

「だ、だけど……」

　するとユーリは、ますます落ち込んだ表情になる。

「大丈夫だよ。元々家事は俺一人でやってきたんだし。それに、その……委員会が終わったら、来てくれるんだろ？」

「っ！　も、もちろんだよ！」

「じゃ、それでいいじゃん。ユーリが喜びそうな晩メシ作って待ってるからさ」

「あ……う、うん！」

　ふう……やっとユーリが笑顔になった。

　やっぱりユーリには、その顔が一番似合うよ。

「へえ……」

　見ると、先輩がニヤニヤした表情で俺達を見ていた。

　あ……そういや先輩に、俺達が付き合ったこと、言ってなかったな。

「あ、先輩。その……俺達、付き合うことになりました」

「え、えへへ……そうなんです……」

　俺とユーリは手を握り合うと、先輩に正式に報告した。

　すると。

「うむ！　やっと結ばれたか！　ここはあえて、〝おめでとう〟と言わせてもらおう！」

「「！　ありがとうございます！」」

　先輩の祝福の言葉が嬉しくて、俺は思わずユーリと見つめ合う。

「ふふ、ならいつまでも私がここにいるのは野暮だな。そろそろ退散させてもらうよ」

　そう言うと先輩は立ち上がり、風紀委員会室を出ようとして。

「あ、久坂君、ついでに私もどうだ？　私はナイスバディだぞ？」

「は、はあ!?」

「せ、先輩！　何言ってるんですか！」

　そんな軽口を叩いて、先輩は手をヒラヒラさせながら今度こそ出て行った。




久坂大和は芹沢悠馬と藤堂エルザに絡まれる。（二回目）




「ほ、本当に、嵐みたいな人だな……」

「ホントにねー……」

　俺達は先輩の出て行った後の扉を眺めながら、そう呟いた。

「そ、それより、お弁当食べよ！　せっかくのお昼休みがもったいないよ！」

「お、おう、そうだな」

　俺は弁当を机に並べ、蓋を開けると。

「ふああああ……」

　ユーリが感嘆の声を上げる。

　今日は、梅の混ぜごはんにタコさんウインナー、プチトマトとレタス、ブロッコリーのサラダに、メインは……コロッケ。

「あれ？　コロッケだー！　昨日の分、今日のお弁当のためにとっておいたの？」

　ユーリは瞳をキラキラさせながら、俺に尋ねる。

　だが……ふっふっふ、ただのコロッケと思うなよ？

「まあまあ、とりあえず食べてみろよ」

「うん！　いただきまーす！」

　ユーリは早速コロッケを箸で割ると。

「あ！　これ、クリームコロッケだ！」

　そう、実は昨日、晩メシ用のコロッケとは別に、クリームコロッケを作っておいたのだ。

　そして肝心のクリームは、一昨日のシチューだったりする。

　あらかじめシチューの残りを凍らせておいて正解だったよ。

「はむ……もぐ……」

「どうだ？」

　俺はユーリの反応が気になって、顔を近づけて感想を催促すると。

「ふああああ！　すごく美味しい！」

「そ、そうか！」

「うん！　本当にヤマトはすごいね！　魔法みたいだ！」

「お、おう！」

　はあ……やっぱりユーリが美味そうに食べる姿は最高だ……。

「この梅ごはんもさっぱりして美味しいし、タコさんウインナーもザ・定番で安定感あるし……うわあ、私、幸せ過ぎるよ……」

　ユーリはホクホク顔で、箸のスピードを一向に緩めない。

　そして。

「はあ……ごちそうさまでした……」

　瞬く間に食べ終わったユーリが、幸せそうな表情で手を合わせた。

「おう、お粗末様でした」

　俺はユーリから空になった弁当箱を受け取り、袋にしまう。

　うむ……今日のお昼も良き、でした。

「えへへー……ね、ねえねえヤマト」

　ユーリが何故かモジモジしながら甘えた声で声をかけてきた。

「ん？　どうした？」

「う、うん、その……ヤマトの隣、行ってもいいかな？」

「俺の隣？　別に構わねーけど……」

　？　なんだろう？

　俺はユーリの考えがよく分からず、首を傾げながらもとりあえず頷いた。

　すると。

　――ぴと。

「え？　え!?」

　ユーリは隣に座ると、俺にもたれかかってきた!?

　俺はその事実に、頭の中が混乱を極める。

「えへへ……ヤマトと付き合ったらしたかったこと、その一、だよ……」

「お、おう、そうか……」

　俺はユーリの温もりといい匂いでドキドキしっぱなしで、昼休みの間中、そんな受け答えしかできなかった。




　　　　　※　※　※




　――キーンコーン。

　六時間目の授業の終わりを告げるチャイムが鳴る。

「ヤマト！」

　ユーリが嬉しそうに、俺の席までやってきた。

「おう、そういや今日は何が食べたい？」

「今日は……うーん……ヤマトに任せる！　ヤマトの料理は全部美味しいし、何より、今日はどんな晩ご飯かなって想像するのも楽しいから！」

「そっか。なら、楽しみにしとけよ！」

「うん！　それじゃ、行ってくるね！」

「ああ」

　俺は元気に手を振りながら教室を出て行くユーリを見送ると、帰り支度を始める。

　すると。

「久坂君、話があるんだけど」

「俺にはねーよ」

　俺はそう言うと、話しかけてきた芹沢を無視するかのように、視線も合わさずに立ち上がると。

「逃げるんですか」

　俺の行先を遮るように、藤堂エルザが俺の目の前に現れた。

　つか、『逃げるんですか』って何だよ。

「えー、俺もユーリも、ハッキリ言ってオマエ等に関わり合いになりたくないの。つーわけで、そこ退いてほしいんだけど？」

　俺は二人に呆れながらそう言うが、二人は一向に退く気配がない。

　や、俺はユーリと文香の晩メシ作らなきゃいけないんだけど。

「……ねえ久坂君。君、悠里と釣り合うとでも思ってるの？」

　オイオイ……芹沢の奴、勝手に話し始めちゃったよ……。

　つか、釣り合うとかなんとか言い出したし……。

「それに俺が答える義理はねーよ」

「あっ！」

　俺はグイ、と前に立ち塞がる藤堂エルザを軽く押し退けた。

　すると。

　――ガン。

「っ……!?」

　突然、俺の額に衝撃が走る。

　何事かと当たりを見回すと、どうやらクラスメイトの一人が、俺に向かって軽金属製の筆箱を投げつけたようだ。

　はあ……メンドクセエ。

「おい、これは何の真似だ？」

　俺は筆箱を投げてきたクラスメイトを睨みつける。

　すると。

「うるせえ！　オマエごときが馴れ馴れしくエルルンに触るんじゃねえよ！」

「オイオイ、人に筆箱投げつけときながら逆ギレかよ」

　芹沢達とのやり取りのせいで少々頭にきてた俺は、ヅカヅカとそのクラスメイトのところへ向かおうと……。

「そこまでだ」

　突然、女性の静かだがよく通る声が教室内に響き渡った。

　見ると……木戸先輩とユーリがいた。

　先輩はいつも通りの表情を崩していないが……あー……ユーリ、相当キレてるな……。

「〝島しま田だ〟くん……今、何したの？」

「え!?　あ、いや……」

　ユーリが筆箱を投げたクラスメイト……島田に鬼の形相で凄み、島田はその迫力に思わずたじろぐ。

「何したのって聞いてるんだ！　早く答え……「中岡、落ちつけ」……っ！　で、ですが！」

　今にもつかみかかりそうな勢いで凄むユーリを、木戸先輩がたしなめる。

「とにかく、生徒同士の暴力行為は看過できない。この一件、風紀委員会として厳正に対処する。島田くんと言ったな……委員会から追って連絡する。それなりに覚悟しておけ」

　先輩がそう言い渡すと、島田は困惑した表情を浮かべながらうなだれた。

「ヤマト！　だ、大丈夫!?」

　いつの間にか俺の傍に来ていたユーリが、心配そうに俺の額を見つめる。

　全く……そんな顔しないでくれよな……。

「大丈夫だよ。だけど、心配してくれてありがとな」

　そう言うと、ユーリは安堵の表情を浮かべた。

　ああもう、可愛いな。

「さて、それと……芹沢悠馬、藤堂エルザ、そして久坂大和、三人は私達と一緒に風紀委員会室に来るように」




久坂大和は芹沢悠馬達と一緒に風紀委員会室に連行される。




「さて、それと……芹沢悠馬、藤堂エルザ、そして久坂大和、三人は私達と一緒に風紀委員会室に来るように」

　木戸先輩が俺達に向き直り、そう告げるが。

「どうしてですか！　私も悠馬さんも、風紀委員会に呼び出される筋合いはありません！」

「そうです！　エルザさんの言う通りです……！」

　納得できない藤堂エルザと芹沢は、先輩に抗議する。

　それよりも。

「な、なあ、何で俺まで呼び出し食らってるの？」

　俺は隣にいるユーリにおずおずと尋ねると。

「ど、どうして!?　ヤマトもだなんて聞いてない！」

　あ、どうやらユーリも寝耳に水だったみたいだ。

「ふむ……何故だか分からないか？」

「分かりません！　こんなの……こんなの、私や悠馬さんへの横暴です！」

「エルザさん……」

　木戸先輩の問いかけになおも逆上する藤堂エルザに、芹沢が彼女の肩に手を置き、ゆっくりとかぶりを振る。

「悠馬さん！　で、ですがこんなの、絶対に中岡さんの……！」

「オイ！　今なんつった！」

　藤堂エルザの言葉に、気がつけば俺は声を荒げて叫んでいた。

「ヤ、ヤマト!?」

「ユーリがそんな真似するわけねえだろ！　言うに事欠いて、フザケんじゃねえぞ！」

　俺はユーリを悪く言われた怒りで、思いきり藤堂エルザを罵る。

　ところが。

「大た……モガ!?　「はい、ストップ！」」

　俺はユーリに無理やり口を塞がれてしまった。

　なので、俺はユーリのその手を引き剥はがして、彼女に詰め寄る。

「ユ、ユーリ！　だけど！」

「ヤマト、落ち着いて。ね？」

　……ユーリに懇願するように見つめられたら、俺は押し黙るしかない。

「……だけど、私のために怒ってくれて、ありがと……」

「そ、そりゃあ怒るだろ……ユーリがどんな女の子か分かってるから、余計だ」

「うん……えへへ」

　ユーリははにかむと、俺の手をそっと握った。

　チクショウ……これじゃ何も言えねえ……。

　おっと、今は木戸先輩とアイツ等だ。

「本気で分かっていないようだから教えてやる。君達は目立ち過ぎなんだ」

「「は？」」

　木戸先輩の言葉に、二人はキョトンとする。

　いや、分かれよ。まんまだろーが。

「君達は他の生徒達にどんな影響を与えるのか、考えたことがあるのか？」

「っ！　も、もちろんです！　ですから私達は、波風を立てないよう慎ましく……「した結果が、あの騒動か？」……う……」

　先輩に鋭い視線で睨まれ、藤堂エルザがたじろぐ。

「だ、だけど！　僕だって俳優だとバレないように姿を隠して……「それは昨日までの話だろう？　そう思っているなら、何故今日になってその正体を明かした。矛盾しているぞ」………………」

　先輩の指摘に、今度は芹沢が唇を噛んで押し黙る。

「とにかく、このままでは学校全体に悪い影響を及ぼしかねん。そのため、我々風紀委員会でその対応をしようというのだ。感謝されこそすれ、非難を受けるいわれはない」

「「…………………………」」

　ここまで言われてしまっては、この二人も何も言えない。

　まあ、そうなるわな。

　だけど。

「せ、先輩、その……俺はなんで？」

「ああ……君には少し聞きたいことがあったのでな。二人の要件が済んだら、その後で話すよ」

「あ、そ、そっすか……」

　うーん、聞きたいことって何だろう……。

「な、なあ、俺って校則違反とかしてねーよな？」

「う、うん……ヤマトが風紀委員会のお世話になるようなことなんて、何もないはずだけど……」

　だよなあ……。

　だけど、あの先輩がそう言うんだ。俺は黙って従うしかない、か……。

「悪いユーリ……今日の晩メシ、ちょっと手抜きになるかも……」

「ふあ!?　も、もう……そんなの気にしなくていいよ……でも、ありがと」

　俺がユーリにそっと告げると、ユーリは顔を赤くしながらも、嬉しそうに俺の制服をつまんだ。ナニコレ、俺の彼女、超カワイイ。

「さて、そこの二人、イチャイチャしてないで、早く行くぞ」

　おっと、先輩にたしなめられてしまった。

　俺とユーリはお互い見合わせながら苦笑すると、先輩の後に続いた。




　　　　　※　※　※




「さあ、入れ」

「「失礼します……」」

　風紀委員会室に来た俺達は、木戸先輩に促され、中へと入る。

　中では、ロの字型に並べられた会議テーブルに、風紀委員達が一同に座っていた。

　芹沢と藤堂エルザはここに来るのが初めてとあって、その様子に圧倒され、かなり緊張した面持ちだ。

　え？　俺？　や、別に緊張しないけど？

　なんといっても。

「ヤマト……」

「オイオイ、俺より緊張してるじゃねーか。心配すんなよ」

　そう言って、俺はユーリの頭を優しく撫でた。

「あ……えへへ……」

　うん、俺はユーリが傍にいる限り、どんなことであっても気にしないのだ。

　それに、ユーリのためなら、俺はなんだってできる自信もある。

　だから、俺はユーリをこれ以上心配させないためにも、緊張してるわけにはいかねーんだ。

「じゃあ、君達はここにかけたまえ」

「「「失礼します……」」」

　俺、芹沢、藤堂は会長の席のちょうど真向かいに並んで座る。

　……で、なんでユーリが俺の隣に座ってるんだ？

「おいおい悠里、君は私の隣だろう？」

　木戸先輩が苦笑しながらそう言うと、ユーリは寂しそうな表情で自分の席へと戻って行った。

「……さて、では始めよう。悠里」

「はい。今回、藤堂エルザさんがわが校に転校したことで全校生徒が彼女に注目し、かつ、芹沢悠馬さんが若手俳優の〝沖田晴斗〟であることが判明し、学校中が騒然としております。我々風紀委員会はこの状況に鑑み、今後、加熱した生徒達によるトラブルを懸念しております」

　いつもの様子とは打って変わり、ユーリは副委員長らしく、凛とした姿でただ静かにそう語る。

　そして、そんなユーリに俺はただただ見惚れていた。

「うむ。そこで我々風紀委員会は、二人が校内にいる間、授業中を除く全ての時間において風紀委員二名が交代で二人の傍に控えることにした。まあ、要は君達を守るボディーガードとでも思ってくれ」




久坂大和と中岡悠里は風紀委員達から質問攻めにあう。




「うむ。そこで我々風紀委員会は、二人が校内にいる間、授業中を除く全ての時間において風紀委員二名が交代で二人の傍に控えることにした。まあ、要は君達を守るボディーガードとでも思ってくれ」

「「っ!?」」

　木戸先輩から放たれた言葉に、芹沢と藤堂エルザが息を飲む。

　や、でも風紀委員会の判断としては妥当だと思う。

　この学校で生徒会よりも強い権力……というか、木戸先輩に逆らったらどうなるか理解しているうちの生徒達なら、風紀委員会がそうやってボディーガードという名の監視をすれば、生徒達も手は出せないし、何より二人が好き勝手できないように行動を制限することもできる。

　でも。

「な、何でなんですか！　そのようなものは私達には不要です！」

「そ、そうです！　僕達は決して学校に迷惑をかけるような……！」

　当然納得できない二人は、木戸先輩に向かって抗議する。

　つか、藤堂エルザはともかく、芹沢は木戸先輩のこと知ってるだろうに。

　そんなクレームを入れたら。

「ふむ。我々風紀委員会の提案を飲めない、というのだな？」

「と、当然です！　こんなの横暴じゃないですか！」

　藤堂エルザが詰め寄るが、木戸先輩は意に介さず、ただ静かに目を瞑つむった。

　そして。

「ふざけるな！」

「ひっ!?」

　腹の底から響くほど冷たい声を発し、木戸先輩が藤堂エルザを睨みつけると、あまりの迫力に藤堂エルザが慄おののいた。

「いいか、お前達二人が原因で、既にここにいる久坂大和がいわれのない暴力を受けたのだ。迷惑をかけていない？　横暴だ？　馬鹿も休み休み言え！」

「「…………………………」」

　木戸先輩の反論できないほどの恫喝に、ただ二人は押し黙る。

「さらに！　お前達も芸能人なら、こうなることは予想できたはずだ！　にもかかわらず、何ら対策を講じていない！　これは怠慢以外の何物でもない！　……ハッキリ言おう。この聖稜高校にとって、君達二人にはいてほしくない」

「な!?　いくら風紀委員長とはいえ、ただの一生徒でしかないあなたに、どうしてそこまで言われ……ヒッ!?」

　木戸先輩の辛辣な言葉に、さっきの戦慄をすっかり忘れた藤堂エルザ。

　だけど、先輩の一睨みでそれを思い出したようだ。

「よく考えろ。今回の提案は、風紀委員会として最大限の譲歩をした結果なのだ。これを受け入れられないのなら、この学校の理事長に進言し、君達二人の転校を薦めても構わんぞ？」

「あ……そ、それは……」

　木戸先輩の言葉に、芹沢はうろたえる。

　まあそうだろうな。そんなことになったら、ご執心のユーリの傍を離れちまうことになるからな。

「で……どうするのだ！　風紀委員会の提案を受け入れるのか！　拒否するのか！」

　木戸先輩が、これが最後通告とばかりに強い言葉を二人にぶつけると。

「……風紀委員会の提案通りにします……」

「っ!?　悠馬さん!?」

　うん、芹沢の奴が折れた。

　こうなると、あとは藤堂エルザだけど……まあ、芹沢が受け入れたんだ。彼女も受け入れることになるんだろう。

「話は以上だ。早速明日の朝から風紀委員会が交代で就くからそのつもりで」

「……はい」

　芹沢と藤堂エルザは、俯うつむいたまま風紀委員会室を出て行く。

　まあ、芹沢が席を立つ際に俺を睨みつけていたが、無視だ無視。

「ええと……それで、俺は……」

　二人の背中が視界から消えて軽く息を吐く先輩に、俺はおずおずと尋ねると。

「ああ……待たせてしまってすまないな。実は、こっちが本題ではあるんだが……」

　そう言うと、先輩には珍しく、何故か申し訳なさそうに視線を逸らした。

　ん？　一体どうしたんだろう？

　俺は先輩の隣に座るユーリに視線を向けると……ユーリは何か起こってもいいように身構えている。

　やっぱりユーリの奴、相当警戒してるな。

「ああそうだ、悠里も久坂くんの隣に行くといい」

「え……？　は、はあ……」

　先輩の意図が読めず、怪訝な表情を浮かべるも、それでも俺を守ろうとするためか、ユーリはその提案に乗って俺の傍にやってきた。

「ヤマト……大丈夫だから」

「はは、別に何も心配してねーよ」

　俺はユーリの緊張を解くために、わざとおどけてそう言うと、ユーリが少し頬を緩めた。

「もう……ヤマトは……」

　そして、ユーリは俺の隣にチョコンと座った。

　すると。

「はいはい！　質問！　それで、どちらから告白したの？」

「「……………………へ？」」

　俺達は風紀委員の一人から突然放たれた質問に、思わず目を白黒させる。

　な、何でいきなりそんなこと聞くの!?

「そりゃーもちろん、悠里からでしょ！」

「イヤイヤ、二人の様子を見ると、久坂くんからの線も……！」

「ていうか、チューしたの？　チュー！」

　やいのやいのと黄色い声を上げながら質問攻めをする風紀委員達……。

　俺はジロリ、と先輩を見ると。

「す、すまんな……みんなが二人の馴れ初めを聞きたがってな……」

　そう言って苦笑しながら肩を竦すくめた。

　えーと……まあつまり、俺はネタの提供元として呼ばれた、ってことですか……。

「あ、あはは……な、なんだかねー……」

「そ、そうだな……」

　俺とユーリはただ苦笑するしかなく、それからしばらくの間、風紀委員達から根掘り葉掘りと質問される羽目になった。




久坂大和は中岡悠里と一緒に帰宅する。




「た、大変な目に遭った……」

「ね、ねー……」

　風紀委員達から質問攻めにあった俺達は、彼女達からなんとか解放してもらい、カバンを取りに教室へと戻ってきた。

「で、でも、みんなから祝福してもらえて良かったね」

「お、おう……って、それでも恥ずかしいことには変わりないぞ!?」

「あ、あははー……」

　そりゃもう、どっちから告白したのかだの、いつから好きだったかだの、ありとあらゆることをこれでもかと……。

　ただ、最後には。

『ふふ、私達風紀委員会は、君達二人を心から祝福するよ。もちろん、君達が困ったことがあれば、いつでも力になる。と言っても、君達なら困難ですら余裕で楽しんでしまいそうだがな』

　と、木戸先輩からは信頼なのか面白がっているのか分からないお言葉を頂戴したけども。

　……まあ、本当に祝福してくれていることには違いないので、ありがたく受け取っておこう。

「ただ、こうやってユーリも俺と一緒に返してくれたし、それはそれでありがたい」

「そうだね！」

「おう。んじゃ、行こうぜ」

「うん！」

　俺達はカバンを持つと、教室を出てスーパーへと向かう。

「さて……結構時間がかかったから、今日の晩メシは何にしようか？」

　俺は隣を歩くユーリに尋ねる。

「う、うーん……今からだと、ヤマトも凝った料理とかは大変だよね。じゃあ手軽なもの、なんだけど……」

　ユーリは首を捻りながら、今日の献立を思案している。

　――ヒュウウ……。

「わ！　さ、寒いね……」

　突然吹いた北風に、ユーリは思わず自身の身体に両腕を回した。

　そんなユーリを見て……よし、アレにしよう。

「なあユーリ、今日は寒いから鍋にでもするか？　アレだったら基本的に野菜を切ったりする程度だから簡単だし」

「あ！　いいね！　私もお鍋食べたい！」

　俺の言葉に、ユーリが元気よく手を挙げた。

「よし、じゃあ今日の晩メシは鍋……せっかくだから、鶏肉のみぞれ鍋にするか」

「うん！」

　ということで。

「じゃあスーパーでさっさと買い物を……って」

　そう言おうとしたところで、ユーリが俺にその身体を寄せ、俺の腕に自分の腕を回した。

「え、えへへ……こうやってくっついたらあったかいし、それに、これがヤマトと付き合ったらしたかったこと、その二、だよ」

　そう言って、ユーリは頬を染めて恥ずかしそうにしながら微笑んだ。

　そんなユーリに、俺は嬉しくて、心がポカポカと温かくなって……。

　だから。

「なあ、ユーリ」

「ん？　なあに？」

「俺……ユーリと付き合えて、幸せだよ」

「うん……」

　そうして、俺達は足早にスーパーを目指した。




　　　　　※　※　※




「あ、そうだ。そういやユーリにちょっと頼みたいことがあるんだけど」

「え？　どうしたの？」

　皮を剥いた大根を必死にすりおろしながらユーリに話しかけると、洗濯物をたたんでくれているユーリがキョトンとした。

「ああいや、ホラ、島田のことなんだけど……」

「ああ、島田くんね……」

　〝島田〟という名前が出た途端、ユーリが顔をしかめた。

「任せて！　風紀委員会副委員長として、キッチリ罪は償わせるよ！　よりによってヤマトにあんなことをするなんて……絶対に許さないんだから！」

　どうやらまだ怒りが収まっていなかったらしく、ユーリは鼻息荒く洗濯物を握りしめた、

　や、そんなことされたら服がしわくちゃに……。

「え、ええと、俺のことでそこまで怒ってくれるのは嬉しいんだけど、その、俺が頼みたいのはソッチじゃなくて」

「へ？　違うの？」

　俺の頼みについて予想が外れたことに、思わずユーリが不思議そうに俺を見つめた。

「ああ……むしろその逆で、島田にあんまり厳しい処分とかしないでほしいんだ」

「ええ!?　ど、どうして！　アイツはヤマトに筆箱をぶつけたんだよ！　ちゃんと痛い目に遭わせなきゃダメだよ！」

「お、落ち着けって。なんつーか、その……島田も本当はそんなことするつもりなかったはずだから、さすがに厳しい処分まではいらないと思うんだよ」

「だ、だけど！」

　納得いかないユーリは、俺が頼んでもなお抗議する。

「心配するな。もちろん風紀委員会には、その時がきたら、厳しい処分をお願いするよ……といっても、それは島田じゃないけどな」

「……どういうこと」

　俺の言葉に、ユーリが鋭い視線を俺に向ける。

　その瞳は、副委員長としてのまさにそれだった。

「んー……今はまだ言えね。つか、俺もまだハッキリ分かってるわけじゃねーし」

　そうなんだよなー、多分間違いないだろうけど、証拠なんて当然ないし、今ヘタに動いたところで、のらりくらりと躱かわされて、余計に事態が悪い方向に行きそうなんだよなー。

　などと考えていると。

「ねえヤマト」

「ん？」

　ユーリはスクッと立ち上がり、真剣な表情で俺を見つめた。

「私はヤマトの恋人で、ヤマトのためだったらなんだってできるよ」

「お、おう、そうだな」

　俺はユーリの迫力に、思わずたじろぐ。

　多分ユーリは怒ってるんだろう。

　それは、島田にじゃなくて、この俺に。

「なのに、どうしてヤマトは私に話してくれないの？」

「あー……」

　ホラ、やっぱり。

　ま、でも。

「悪いけど、さっきも言った通り確証もないしまだ言えねー。だからって、俺はユーリのこと信頼してないわけでも、一人で抱え込もうとしてるわけじゃねーぞ？」

　ああ、俺はもう、自分一人で抱え込まなくてもいいんだからな。

　俺には……ユーリがいるから。

「ただ今回の場合、ユーリはまだ知らないほうがいいんじゃないかって思った、それだけだよ。なあに、もちろんある程度分かれば、ちゃんとユーリにも協力してもらったりするから」

　俺は軽く微笑むと、諭すようにユーリにそう告げる。

「……何だよ。そんな顔してそういうこと言うの、ずるいよ……」

　どうやらユーリは、口を尖らせながらも渋々了承してくれたようだ。

「はは、悪いな。その代わり、今日のみぞれ鍋は腕によりをかけるから」

「もう……」

　俺は膨れてプイ、とそっぽを向いたユーリに苦笑しながら、彼女に『美味しい』と言ってもらうために、一生懸命晩メシの支度をした。




久坂大和と中岡悠里は芹沢悠馬と藤堂エルザの口論を目撃する。




「そーれ、できたぞー」

　俺は出来上がった鶏みぞれ鍋を、あらかじめダイニングテーブルにセットしておいたコンロに乗せると。

「「わあい！」」

　ユーリと文香が瞳をキラキラさせながら鍋の中を覗き込んでいる。

　うーん、何というか餌付けしている気分。

「さて、それじゃ食うか」

「「はーい！」」

　うむうむ、良い返事だ。

「ではでは、いただきます」

「「いただきます！」」

　俺達は手を合わせると、ユーリと文香が我先にと鍋をつつく。

「「美味しーい！」」

「はは、二人共たくさん食べてもいいけど、腹八分目にしとけよ」

「へ？　なんで？」

　俺が釘を刺すと、二人は不思議そうに俺を見つめる。

「そりゃ、シメに雑炊するからに決まってるだろ」

「「あ！」」

　俺の言葉に納得した二人は、腹八分目を心がけ……てるのか!?

　鍋の中身、あっという間になくなったぞ!?

「ねーねー！　もう雑炊にしようよ！」

「そうだそうだ！」

　おおう……どうやらまだまだ余力がありそうだ。

「んじゃ、雑炊にするか」

　俺は鍋の中身……というか残骸を取り除くと、冷やご飯と刻んだネギ、塩少々を投入して一煮立ち。

　コンロの火を止め、そこに溶き卵を入れて鍋に蓋をする。

「まだかな、まだかな」

　ユーリはワクワクしながら鍋を凝視するが……全く、一挙手一投足可愛いな。

「さて、そろそろいいかな」

　俺は鍋の蓋を開けると……うん、ちょうどいい固さの半熟具合だ。

　茶碗に雑炊をよそい、ユーリと文香にそれを渡す。

「はふはふ……うーん、優しい味だー！」

「美味しい美味しい！」

　はは、こんなに喜んだら、本当に作り甲斐があるってもんだ。

　そして。

「「ごちそうさまでしたー！」」

「おう、お粗末様でした」

　綺麗に平らげた二人は、幸せそうな表情を浮かべる。

　うん、今日は鍋にして正解だったな……おかげで俺の心もいっぱいだ。




　　　　　※　※　※




「お邪魔しましたー！」

　玄関で靴を履くユーリが、文香に挨拶する。

「悠里さん、バイバイ！」

「文香ちゃん、バイバイ！」

「んじゃ、行くぞ」

「うん！」

　俺はユーリ一緒に玄関を出ると、今日もいつものようにユーリを送っていく。

　あ、そうそう。

「つか、『お邪魔しました』なんて言う必要ねーぞ？」

「へ？　なんで？」

　隣を歩くユーリに俺はそう告げると、ユーリは不思議そうな顔をした。

「や、だって、お前は俺達の家族の一員みたいなモンなんだから、『お邪魔しました』なんておかしいだろ？」

「ふあ……そ、そうだね……」

　するとユーリは、頬を赤らめながら俺の手をギュ、と握った。

　そして、手を繋いだまま駅前に辿り着くと。

「あ、あれは……」

　そこには、芹沢と藤堂エルザがいた。

　つーか、今時あんな怪しげなサングラスに帽子にマスク、さらにはコートで襟立てって……むしろ目立って仕方ないんだけど。見つけてほしいのかな？

「うわあ……ツイてないというか、何というか……」

「なー……」

　俺達は二人を遠巻きに眺めながら、思わず気の抜けた声を出した。

「どうする？」

　俺はユーリに尋ねる。

　だって、このまま駅に行くと、絶対あの二人が絡んでくるのは間違いないからな。

「そ、そうだねー……あ、ちょっとあそこで時間潰そっか」

　そう言ってユーリが指差したのは、駅前のカフェスタンドを指差した。

「そうだな。だけどお前、時間は大丈夫か？」

「あ、うん。カフェでお母様とお手伝いさんにメールしておくから大丈夫」

　ん、ならいいんだけど。

　そして、俺達はカフェの中に入ると、俺はホットコーヒー、ユーリはホットミルクティーを注文した。

　で、窓際の席に陣取って。

「なー……アイツ等って、なんでわざわざあんな恰好してまで駅前にいるんだろうな」

「ねー……」

　ドリンクを口に含みながら、俺達はぼんやりとあの二人を眺める。

　その時。

「む、久坂達も来ていたのか」

　なんと斎藤が突然俺達の前にスッと現れ、声をかけてきた。

　つか、どこから現れたんだよ。

「ああ……」

「斎藤くん、こんばんはー」

　俺は適当に相づちを打ち、ユーリはにこやかに挨拶をした。

　すると斎藤の奴、俺達の隣の席にわざわざ移動してきやがった。

「オイオイ、俺達の邪魔する気かよ」

「はは、そうだな。やはり俺としても、今まであんなにいがみ合っていた二人が急に付き合い出したんだ。邪魔してでも気になるのも当然だろう？」

「あはは……」

　そう言って、斎藤が肩を竦めると、ユーリが苦笑した。

「それで、どうして二人は付き合うことになったんだ？」

「ん？　なーに、簡単だよ。俺はユーリが好きで、ユーリも俺のことを好きと言ってくれた、それだけだよ」

「えへへ……うん」

　俺とユーリは見つめ合うと、お互い微笑み合った。

「それじゃよく分からんな。もっと詳しく」

「えー、それはイヤだ。つか、俺達の馴れ初めなんざ聞いても、別に楽しいモンでもないだろ」

「いや、そうでもないぞ？　俺は意外と、人の恋バナは嫌いじゃない」

「あっそ」

　したり顔でそう語る斎藤に俺は素っ気ない返事を返すと、俺は窓の外にいるあの二人に視線を戻した。

「む、あれは芹沢達か？」

「ああ。しっかし、なんであんなすぐバレる変装なんかするかねえ？」

「確かにな」

　芹沢達に気づいた斎藤に、俺は苦笑しながらそう言うと、斎藤も一緒になって苦笑した。

「さて、あまり二人の邪魔をしても悪いな。俺はそろそろ退散するよ」

「おー。つか、最初からそっとしておいてくれたほうが助かるんだけど」

「はは、そう言うな。じゃあな」

　斎藤は席を立って手をヒラヒラさせると、そのまま店を出て行った。

「うーん……斎藤くんって、何だか不思議な人だよね」

「そうだなー」

「そうだなー、って、ヤマトは友達でしょ？」

「ん？　俺？　や、クラスメイトではあるけど、別に友達ってわけじゃないぞ？」

「え？　そうなの？」

　俺の言葉が意外だったのか、ユーリが少し驚いた顔をした。

「そうだよ。高校に入ってからの二年間、たまたま同じクラスだっただけで、別にそれほど仲がいいわけじゃないし」

「ふーん。てっきり友達同士なんだと思ってたよ」

　そう言うと、ユーリがミルクティーを口に含む。

　すると。

「あ」

　突然、芹沢と藤堂エルザが駅前で口論を始める様子が見えた。




久坂大和と中岡悠里はお互いに宣言し合う。




「あ」

　突然、芹沢と藤堂エルザが駅前で口論を始める様子が見えた。

「な、なあ、あれ……」

「あ……！」

　俺が二人を指差しながらユーリに声をかけると、ユーリも驚いた表情で二人をまじまじと見る。

「な、何かあったのかな……」

「さあ……」

　店の中にいるため、二人が何で言い争っているのかは分からないが、少なくともかなり険悪な状態であることは間違いない。

　だけど。

「うーん……しかし、何だってこんな人の多い駅前でそんな真似するかね」

「そうだよね……それに、学校での様子からも、ケンカするような二人には思えないんだけど……」

「だよなあ」

　俺はユーリの指摘に深く頷き、再度二人へと目をやる。

「お、どうやらケンカ別れすることになったみたいだぞ」

　藤堂エルザが芹沢に一方的に罵るような仕草を見せた後、彼女は芹沢から足早に離れ、タクシーに乗車した。

　一方の芹沢も、肩を落として大きくかぶりを振ると、そのまま駅の中へと入って行った。

「ふう……行ったな……」

「はあ……行ったね……」

　俺達はお互いの顔を見合わせ、軽く溜息を吐いた。

「さあて、とりあえず二人もいなくなったし、そろそろ……」

　そう切り出そうとして、ふと、ユーリを見ると、彼女は少し寂しそうな表情を浮かべた。

　はあ……俺の彼女は可愛いなあ……。

「……つっても、まだ芹沢の奴が駅の中でウロウロしてるかもしれねーから、もう少しここで待機してるか」

「っ！　う、うん！」

　俺がそう言うと、ユーリは打って変わって、ぱあ、と笑顔になった。

　うん、やっぱりユーリは可愛い。

　ということで、俺達はそれからしばらくの間、カフェの中で雑談をしながら楽しく過ごした。




　　　　　※　※　※




「あ、ヤマト！　おはよ！」

　待ち合わせ場所の駅前で俺がユーリを見つけるより先に、ユーリがこちらへと駆け寄って元気に挨拶する。

「おう！　おはようユーリ！」

　俺はそれが嬉しくて、返した挨拶もいつもより声が大きくなってしまった。

「あはは！　何だかヤマト、今日は元気だね！」

「そりゃあ、朝から元気なユーリに逢えたからな」

「ふあ!?　も、もう……えへへ」

　はあ、可愛くはにかみやがって。お持ち帰りするぞコノヤロウ。

　そして、俺とユーリは一緒に登校するんだけど。

「そういや、今日から風紀委員会があの二人に張りつくんだよな？」

「うん」

　俺はふとそんなことを思い出してユーリに尋ねると、彼女は軽く頷いた。

「だとしたら、昨日のあの様子だと今日の当番は可哀想だよなあ……ヘタすると巻き込まれかねん」

「あ、あはは……だねえ」

　俺の余計なお世話的な呟きに、ユーリは思わず苦笑した。

「ま、まあ、俺達はあの二人からできる限り遠ざかっておこう。毎度毎度絡まれちゃかなわん」

「うん、そうだねー……あ、でも」

「ん？　どうした？」

「あ、ううん……さすがに風紀委員が面倒なことになったら、間に入らないわけにはいかないなあ……って」

　そう言うと、ユーリはあからさまに肩を落とした。

「ま、その時は俺も一緒に間に入るまでだ」

「あ、私のことを思ってそう言ってくれるのは、その、う、嬉しいけど……ヤマトはダメだよ」

「？　どうしてだ？」

　申し訳なさそうに上目遣いで俺を見るユーリに、俺は思わず尋ねた。

「だ、だって、その……多分、私とヤマトが一緒になってそんなことしたら、火に油を注いじゃうっていうか……」

「あー……」

　確かになー……アイツ等なら変に騒ぎ出して、場をかき乱すこと請け合い。

「ま、まあ、そんなメンドクサイことにならないよう、祈っておくか……」

「そうだねー……はあ」

　ユーリが相づちを打った後、深い溜息を吐く。

　そして、学校に着いて教室の扉を開ける直前、俺はピタリ、と立ち止まった。

「ま、だけど」

「？」

「それでも、お前に何かあるようだったら、そんなことお構いなしに俺は割って入るからな」

「あ……うん……私も、ヤマトに何かあったなら、風紀委員とかそんなの関係なしに、割って入るんだから」

「はは、それ何の宣言だよ」

「えへへ、ヤマトこそ」

　俺達はお互い微笑み合いながら、教室の中へ……って。

　あー……案の定、芹沢と藤堂エルザは顔をしかめながら、背中合わせに自分の席についていた。

　そして、それを心配そうに見つめるクラスメイト達と、苦笑しながら肩を竦める風紀委員の二人。

「お、思った通りだな……」

「ね、ねー……」

　俺とユーリも、そんな教室内の様子に口の端をヒクヒクさせた。

　だけど、そんな中……斎藤の奴だけが、そんな教室の雰囲気などお構いなしに、澄ました表情で俺達のところに近づいてきた。

「久坂、おはよう」

「あ、おう。ところで、あの二人の様子は昨日の続きだろうからそれは置いといて、なんで他の連中はここまで遠巻きに見守ってるんだ？」

「ああ……まあ、クラスメイト達も朝来たら二人がこんな険悪な状態になってるんだ。こんな反応になるのも頷けるだろう？」

「まーな。でも、積極的に関わろうとはしないのな」

「それはそうだろう。クラスメイト達も、自分達とは住む世界が違うと思っているだろうしな」

　斎藤は、クラスメイト達を見やると、そんなことを言った。

「そういうお前は、そう思ってないみたいだな」

「俺か？　まあ、そうだな」

　軽く頷くと、斎藤はまた自分の席へと戻って行った。

「なあ、ユーリ」

「ん？　何？」

「ユーリと芹沢って、小中と同じ学校だったんだよな？」

「そうだよ。不本意だけど」

「そうか……じゃあ、斎藤の奴はどうだった？」

「斎藤くん？　うーん……斎藤くんは同じ学校、だったかなあ？」

「そうか、サンキュー」

「？　う、うん……」

　首を捻るユーリに俺は軽く礼を言うと、俺の質問の意図が分からないユーリは思わずキョトンとした。

　ま、でも、多分そういうことだろうな。

　俺は一人納得して頷くと、ＨＲが始まるまでの間、教室の雰囲気は無視してユーリと雑談した。

　……風紀委員達のニヨニヨした視線だけがどうしても気になったけど。




久坂大和と中岡悠里は藤堂エルザに謝罪される。




　――キーンコーン。

　四時間目終了を告げるチャイムが鳴ると。

「ヤマト！　ご飯行こ！」

　ユーリが今日も元気に駆け寄ってきた。

「おう、そうだな……んじゃ、いつも通り風紀委員会室に……「ちょっといい？」」

　カバンの中から弁当箱を取り出し、席を立とうとした俺に、風紀委員の一人……確か、〝江え藤とう〟さんだっけ？　が声をかけてきた。

「ん？　〝小こ春はる〟、どうしたの？」

「あ、うん……私っていうより、その……」

　ユーリが尋ねると、江藤さんが遠慮するというか、申し訳なさそうな表情でチラリ、と後ろを振り向く。

　そこには……神妙な顔をした藤堂エルザがいた。

「え、ええと……藤堂さんが二人に謝りたいって……」

「俺達に？」

　俺は思わず自分とユーリをそれぞれ指差しながら、藤堂エルザを見やった。

「あ……その……」

　藤堂エルザは気まずそうな表情で俯き、胸に当てている手をキュ、と握る。

　そして、意を決したかのようにその顔を上げた。

「あ、あの！　本当にすいませんでした！」

「うお!?」

「ふあ!?」

　藤堂エルザがあまりにも勢いよく深々と頭を下げるもんだから、俺とユーリは思わずのけ反った。

「あ、あの……藤堂、さん……？」

　俺はおそるおそる藤堂エルザに声をかけると。

「わ、私、ちゃんと話も聞かないで勝手に想像して、お二人にひどいことを言ってしまいました！　その、謝罪させてください！」

「うおお!?」

　ダ、ダメだ……俺には荷が重すぎる……。

　すると。

「……藤堂さん、顔を上げてよ」

「っ！」

　ユーリが低い声で藤堂エルザにそう促すと、彼女はビクッとしながらも、おずおずとその顔を上げる。

「ねえ、どうして急に謝ろうって思ったの？」

　有無を言わせないとばかりに、ユーリは鋭い視線を向けながら尋ねた。

「そ、その……江藤さんに色々とお話しを伺って、中岡さんが本当は彼に何かをしたというより、むしろその……彼のせいで迷惑を受けていた、と……」

　藤堂エルザは申し訳なさと、その事実を知ったが故の芹沢への失望で、意気消沈しながら訥々とつとつとその理由を説明した。

「えーと、小春？」

「え、いや、ホラ！　私だって悠里が誤解されてるの嫌だし、その……ねえ？」

　江藤さんは気まずそうに視線をそらしながら、おずおずと話した。

「はあ……分かった。まあ、藤堂さんに悪気があったわけでもなさそうだし、私は別にいいよ。ヤマトは？」

「へ？　俺？」

　突然ユーリに話を振られ、思わず呆けた声を出してしまった。

「え、ええと、俺も別に気にしてないし……」

　そう言うと。

「あ、ありがとうございます！」

「うおおお!?」

「ふあああ!?」

　藤堂エルザがまたも勢いよく頭を下げるもんだから、俺とユーリもさらに身体をのけ反った。

　そして……俺は気づいてしまった。

　藤堂エルザが謝ったことによって、クラスメイト達の視線が変化したことに。

　中でも特に男子がヤバイ。

　昨日までは単に藤堂エルザが俺達に対して敵意を見せたことに対する迎合だったものが、今は〝嫉妬〟というものに変化していた。

　それこそ、血の涙でも流しそうな勢いで。

　コレ、ますますヘイトを集める結果になったんじゃ……い、いやいや、何も考えるまい。

　それより。

「ま、まあ、それじゃこれで話は終わったということで……」

　俺は一刻も早くその場から立ち去りたくて、ユーリの手を繋いでそそくさとその場を去ろうとした……んだけど。

「あ！　ま、待って下さい！」

　何故か藤堂エルザに呼び止められてしまったんだけど!?

「え、ええと……何？」

　俺はおそるおそる尋ねると、藤堂エルザが真剣な表情で俺達を見つめ。

「そ、その！　も、もしよろしければ、お昼をご一緒させていただけませんでしょうか！」

「「は、はいいいい!?」」

　彼女から放たれた言葉に、俺達は思わず叫んでしまった。




　　　　　※　※　※




「……結局、一緒にメシ食う羽目になっちまった……」

　俺はうなだれながら、風紀委員会室に向かってトボトボと歩いていた。

「あ、あはは……まあ、今日くらいはいいんじゃないかな……」

　ユーリは頬を引きつらせながら、乾いた笑みを浮かべる。

「うふふ、お友達とお昼をご一緒するなんて、楽しみです！」

　片や、俺達とは打って変わって超ゴキゲンの藤堂エルザ。

　それこそ、人目もはばからずにスキップしてしまいそうな勢いだ。

　つか、いつから俺達はそのお友達とやらになったんだよ。

「え、ええと……ゴ、ゴメンね？」

　そして、申し訳なさそうにそっとユーリに謝る江藤さん。

「ま、まあ、今回は仕方ない、かなあ……」

　ユーリはそうやって受け入れている的な態度を見せてるけど……ユーリさんや、拳が震えておりますぞ。

　もちろん、それは江藤さんにもバレバレで、彼女は「ヒイイ」と軽く悲鳴を上げていた。

　はあ……今日の昼休み、収拾つくのかなあ……。




久坂大和は藤堂エルザにせがまれる。




　――ガラ。

　風紀委員会室の扉を開け、俺達四人は中に入る。

　で、俺とユーリはいつものように並んで座るんだけど……。

「え、ええと……藤堂、さん？」

「はい、なんでしょう？」

　何故か藤堂エルザは、俺を挟んでユーリの反対側……つまり、俺の隣にチョコン、と座っている。なんで？

「え、ええと……他にも席はいっぱいあると思うんだけど……」

「そうですね。ですが、せっかくお友達とのお昼ご飯ですので、傍で食べたいではないですか」

　純真無垢な瞳でそう言い放つ藤堂エルザ……コイツ、本当にアイドルか!?

「イヤイヤイヤ！　君が友達って言うんなら、少しはその……遠慮っていうか……ねえ？」

　見かねたユーリが眉毛をピクピクさせながら藤堂エルザを諭す。

　だがユーリよ、そんなオブラートに包んで尻すぼみになりながら言っても……。

「？」

　ホラア！　彼女、これっぽっちも理解してないぞ!?

「そんなことより、早くご飯を食べないと、せっかくのお昼休みがなくなってしまいます」

　そう言うと、藤堂エルザはおもむろに自分の弁当を取り出す。

　だけど。

「な、なあ、弁当っていつもそんなのなのか？」

「？　はい、そうですけど……」

　藤堂エルザの弁当に驚いた俺はつい尋ねると、彼女は不思議そうにそう答えた。

　や、だけど彼女の弁当、完全に仕出し弁当……いや、いわゆるロケ弁というやつか。

「そ、そんなんじゃ、栄養が偏かたよっちまうぞ？」

「ふふ、大丈夫ですよ」

　そう言うと、彼女は微笑みながらカバンから白いボトルを取り出した。

「ええと、それは？」

「これはサプリメントです。こちらがビタミンＣで、こちらが……」

　一つ一つ、その中身について説明する藤堂エルザ。

　だけど……何故か俺はそれを許せなくなってしまった。

「バカヤロウ！　栄養ってのはちゃんとご飯で摂るモンなんだよ！」

「え？　え!?」

　俺の突然の大声に、藤堂エルザが目を白黒させる。

「ホラ！　せめて今日くらいはコッチを食べろ！」

　そう言うと、俺は自分の弁当の蓋を開け、ズイ、と藤堂エルザに押しやった。

「え？　これ……」

「おう！　俺の自信作だ！」

　そりゃあ何と言っても、ユーリに美味しく食べてもらうために丹精込めた代物だからな！

　絶対美味いし、健康にもバッチリだ！

「あ、そ、その……食べても、いいんです、か……？」

「もちろん！　つか、そんな弁当じゃなくてコッチを食べるんだ！」

　すると。

「あ、ありがとうございます！　私……て、手作りのお弁当なんて久しぶりで……！」

　彼女はパアア、と表情を輝かせ、俺の弁当を受け取った。

「あ、そ、それなら！　私のこのお弁当を……」

　藤堂エルザが申し訳なさそうに、ロケ弁を俺に渡した。

「ああ。んじゃ、コッチは受け取っておくよ」

「は、はい！」

　藤堂エルザがすごく良い返事をしたのを見て、俺も良いことしたなー、などと考えていると。

「アイタッ！」

　突然、太ももに痛みが走った!?

　見ると……。

「え、ええと、ユーリ……？」

「むううううううう！」

　ユーリが涙目になりながら頬をパンパンに膨らませ、俺の太ももをシッカリつねっていた……。




　　　　　※　※　※




「ご、ごちそうさまでした……」

　結局ギスギスした雰囲気のまま、何とか食事を終えた俺は、そっと手を合わせた。

「はあ……本当に美味しいお弁当です……」

　そ、そいつは良かったな……だけど、お前が感嘆の声を漏らす度に、俺はユーリから無言の圧力を受け続けるんだよ……。

　つかユーリさんや、そろそろ機嫌を直しておくれ？

「あー美味しかった！　やっぱりヤマトが私のためだけに作ってくれたお弁当は最高だよ！」

　そう高らかに宣言すると、ユーリは少し勝ち誇った目で藤堂エルザを見る。

　いや、お前の言った通りで正しいけど、何というかその……なあ？

「ええ、本当に美味しいですね！　そ、そうだ！」

　何かを思いついたのか、藤堂エルザは胸の前で手を合わせると。

「久坂さん、そ、その……」

「お、俺!?」

　急に上目遣いで俺の顔を覗き見る藤堂エルザに、俺は思わず自分を指差す。

　い、嫌な予感しかしねーんだけど……。

「わ、私にもお弁当……作って、いただけません、か……？」

「「はあ!?」」

　ほらあ！　やっぱり碌なことじゃなかった！

　あ、いや、ユーリさん？　なんでコッチを睨んでるの？

「ム、ムムム、ムリムリムリムリ！　絶対にムーリー！　つか、俺はユーリと文香と自分の分だけで手いっぱいなの！」

　俺は両手を全力でバタバタさせて明確に拒否の姿勢を示す。

　でもそのおかげで、ユーリの圧が和らいだ……かも。

「そ、そこをどうか！　私でよろしければ、どんなことでもいたしますから！」

「ちょ、ちょっと！　何言い出すのかなあ！」

　見かねたユーリが、とうとう参戦してきた。

　や、もっと早く介入しろよ！

「ヤマトのお世話はこの私がするから、藤堂さんはいらないの！」

「で、ですが、私が久坂さんのお弁当のお手伝いをすれば、その分作っていただけることに……」

　え、いや、ホント、何を言ってるんだ!?

　朝の時間帯に俺の弁当の手伝いって……家に押しかけるつもりか!?

「そ、それに、こう見えて私は料理が、その、と、得意ですから！」

　大声でそう語る藤堂エルザ。

　なら、なんでそうやって目を逸らすんだ？

「とにかく！　朝っぱらから家に来られても困るし、弁当を四つも作る余力はない！　よって、藤堂さんの分まで作るのはナシ！」

「えー……」

　あからさまにショボンとする藤堂エルザ。

　俺はそんな彼女に罪悪感を覚えつつも、先程までとは違い満面の笑みを浮かべるユーリを見て、自分の選択が正しかったのだと、ホッと胸を撫で下ろした。




久坂大和は藤堂エルザとお弁当を交換（？）をする。




「もう！　何なんだよアイツ！」

　帰り道、ユーリが俺の隣でプリプリ怒っている。

　俺はといえば、そんなユーリからとばっちりがこないかとヒヤヒヤしてはいるが、それでも怒ったユーリも可愛いと思っているのはナイショだ。

「ま、まあまあ……それよりユーリ、今日は風紀委員会に顔出さなくて大丈夫なのか？」

　話題を逸らす意味も兼ねて、俺はそんなことを尋ねると。

「うん。さすがに昼の一件を悪いと思ったみたいで、今日は小春が私の分の仕事もしてくれるって」

「お、おお、そうか……」

　や、江藤の奴もとんだとばっちりだな……。

　まあ、そのおかげでユーリと一緒に帰れるんだから、俺としては願ったりかなったりではあるが。

「それより！」

　突然ユーリが前に躍り出て、俺の眉間にビシッと人差し指を突きつける。

「藤堂さんにあんな風に構われて、ホントは内心デレデレしてたりしないよね！」

　おおう……ユーリの奴、これはヤキモチか？

　ならば、俺が言う台詞セリフはただ一つ。

「するか！　俺は今までも今もこれからも、ユーリ一筋だっつーの！　つか、ユーリ以外の女の子なんか、一ミリも入る余地ねーよ！」

　多分ユーリはヤキモチなんかもあるんだろうけど、一番は不安なんだと思う。

　だから、俺は絶対にそんなことはないんだと、ユーリだけが好きなんだということを分かってもらうために、これ以上ないくらい大袈裟にアピールした。

　そして、どうやらそれは効果てきめんだったようで。

「ふ、ふあ……うう……も、もちろん私もヤマトのことは信じてる、んだけど……ダ、ダメだ、嬉し過ぎてにやけちゃうよ……」

　そう言って、ユーリは顔を真っ赤にしながら、頬を両手で押さえている。

　んで、それを眺める俺の顔は、ユーリに負けない程にやけてるんだろうな。

「ま、まあ、そういうわけだから……は、早くスーパー行こうぜ……」

「そ、そだね……えへへ……」

　俺達はどちらからともなく手を繋ぐと、一いち路ろスーパーを目指した。




　　　　　※　※　※




　そして次の日。

「うーん！　やっぱり久坂さんのお弁当は美味しいですね！」

「む、むううううううううう！」

　風紀委員会室では、何故か今日も藤堂エルザが俺の弁当を頬張っている。

　そして、隣にはご機嫌斜めなユーリが……。

　ま、まさか二日連続で一緒に昼メシを食う羽目になるとは思わなかった……。

　しかも、俺の弁当奪われてるし！

　まあ、その代わりとして、今日はやたらと豪華なロケ弁が俺の目の前にやってきたんだけど……つか、これロケ弁のレベル超えてない？

　や、だって、中に伊勢海老入ってるぞ!?

「ふふ、これで今日も一日がんばれます！」

　そう言って、藤堂エルザは小さくガッツポーズをした。

「お、おう……そりゃ良かったな……」

　俺は口の端をヒクヒクさせながら、そう相づちを打った。

　うん、俺の弁当とじゃ割りに合わねえ。

「ふーん、へーえ、ほーお、ヤマトは藤堂さんとお弁当交換できて嬉しそうだねー」

　や、だからジト目で俺を睨むなよ。

「……だったらこのロケ弁と交換するか？」

「ヤダ！」

　ユーリは弁当を隠すように抱え、全力で拒否の姿勢を見せた。

　なら、そういう絡み方しないでほしい……というのはウソで、本当はこんなユーリを新鮮に感じている俺。

　うん、間違いなくユーリに毒されてるな。もちろんいい意味で。

「……かしましい」

　今日の当番の風紀委員の〝岩いわ倉くら〟先輩が、ポツリ、と呟いた。

　うん……その気持ち、すごく分かりみです。

「とにかく、早くメシ食っちまおうぜ。じゃないと昼休みがもったいない」

「むううううう………仕方ない」

「ふふ、そうですね！　はあ……〝大和〟さんのお弁当、美味しいです」

　……ん？　チョット待て？

　今コイツ、シレッと俺のこと名前で呼ばなかったか？

「ちょ、ちょっと！　なんで藤堂さんがヤマトのこと名前で呼んでるんだよ！」

　彼女の言葉に、ユーリは勢いよく席を立つと藤堂エルザに詰め寄った。

　あ、やっぱりユーリも気づいたか。

「ええ……いけませんか？」

　藤堂エルザはキョトンとしながらユーリに聞き返す。

　まるで、自分が何をしたのかすら理解していないようだ。

　ま、まあ、名前で呼んだだけだし、それくらいなら……。

「ダ、ダメに決まってるよ！　ヤ、ヤマトのことを下の名前で呼んでいいのは、私だけなんだからね！」

　あ、ユーリはダメみたいでした。

「さすがにそれはメチャクチャでは……」

　そう呟き、藤堂エルザは俺と岩倉先輩を交互に見る。

　う、うむ……俺はここで発言しないほうが得策だな……。

「……悠里、さすがにそれは横暴だぞ」

「う……」

　岩倉先輩がユーリに厳しい視線を送ってそうたしなめると、さすがのユーリも口をつぐんだ。

　とはいえ。

「えーと……藤堂さん悪い！　俺のことは〝久坂〟で呼んでくれると助かるんだけど」

「え!?　ど、どうしてですか!?」

　手を合わせて懇願する俺の言葉に、藤堂エルザは困惑の表情を浮かべる。

　だけど。

「スマン！　この通り！」

　下の名前を呼ばせない理由なんて、ユーリが傷つくからってこと以外ない俺は、ただひたすら彼女に頭を下げた。

　そして。

「はあ……仕方、ないですね……」

　藤堂エルザは溜息を吐くと、すごくガッカリした様子で渋々受け入れてくれた。

「ほ、本当に申し訳ない……」

　結局この日の昼休みは、気まずい雰囲気のまま終えることになってしまった。

　ま、まあ……それでも……。

「そ、その、ヤマト……ありがと……」

「お、おう……」

　俺の隣で申し訳なさそうにしながらも、顔を赤くしながら頬を緩めるユーリを見たら、それもしょうがないよな。




久坂大和は中岡悠里に勉強を強いられる。




　――キーンコーン。

　放課後になり、クラスメイト達が帰り支度を始める。

　そんな中。

「ヤマト！　一緒に帰ろ！」

　ユーリが俺のところにやって来て、元気に声をかけてきた。

「おう。今日も風紀委員会はいいのか？」

「うん！　今日は定例日じゃないし、アッチのほうは、私は関わっちゃダメだし」

　そう言うと、ユーリは窓際の席をチラリ、と見た。

　当然そこには、風紀委員に守られ（監視され）ている芹沢と藤堂エルザがいる。

　そして、その二人は今日も険悪なムードで、お互い視線すら合わさない。

　ま、俺達には関係ないけど。

「そか。んじゃ、今日もスーパー寄って帰ろうぜ」

「うん！」

　俺は席を立ってカバンを持つと。

「ふあ……」

　もはや教室内だろうとお構いなしに、俺はユーリの手を握った。

　どうせクラスの奴等は芹沢達しか見てないだろうし、何より、ユーリは俺の彼女なんだって、俺はユーリの彼氏なんだって、学校の連中に知らしめたいと思ってるから。

　そうすれば、芹沢もユーリをいい加減諦めるだろうし。

　そして……これは、ユーリを絶対に渡さないっていう、芹沢への宣戦布告でもあるんだ。

　で、俺達は手を繋いだまま教室を出るんだけど……芹沢は思った通り今にもつかみかかってきそうなほど怒りの表情を俺に向けていた。ザマアミロ。

「あ、ヤマトが悪い顔してる」

「ん？　そうか？」

　ユーリがニシシ、と含み笑いをしながら俺の顔を覗き込む。

　ま、指摘通りの顔なんだろうけど。




　　　　　※　※　※




「ただいまー、っと」

「ただいまー！」

　俺とユーリは鍵を開けて家に入ると、俺は早速キッチンへ向かう。

　ユーリ？　ユーリはベランダに干してある洗濯物の取り込みだ。

　ユーリは俺と付き合うようになって、本当に家事の手伝いをしてくれる。

　おかげで、最近は時間にもかなり余裕ができて、休日なら一日分くらいの隙間が作れるようになった。

　だから。

「なあ、ユーリ」

「ヨイショ……ん？　何？」

　洗濯物を取り込んで中に入ってきたユーリに声をかけると、彼女は柔らかい微笑みを浮かべた。

　あ……可愛い。

「？　ヤマト？」

「あ、ああ、悪い……その、あ、明日って土曜日じゃん？」

「んー、そだね……」

　うーん、俺ってば話の切り出し方がヘタクソだなあ……。

　とはいえ、ユーリも何かを察したようで、少しモジモジしている。

「その、さ……例の指輪、サイズを合わせに行くついでに、その……デ、デートとか……どう……？」

　オイオイ、俺がモジモジしたところで、需要は皆無だろーが！　……って、思っても、やっぱりチョット恥ずかしい……。

　で、俺はおそるおそるユーリを見るんだけど……。

「ふあ……う、うん……その……よ、よろしくお願いします……」

　ユーリは顔を真っ赤にしながら、両手で口元を押さえて俯いた。

　な、何だよもー！　いつもの凛としたユーリも可愛いけど、こうやって女の子らしい仕草をするユーリ、超可愛いんだけど！

「お、おう……そういうことだから……あ、明日、何時に待ち合わせにする？」

「う、うん……じゃ、じゃあ、朝の十時に駅前で待ち合わせで、い、いいかな……？」

「りょ、了解……」

　俺達はお互い視線を合わすことができないまま、明日のデートの約束をした。

　とはいえ、俺はキッチンカウンターの向こう側で密かにガッツポーズしていたのは内緒だ。

「二人とも……」

「うおっ!?」

「ふああ!?」

　いきなり現れた文香に、俺達は思わずのけ反る。

「はあ……全く、一緒に家事までする仲なのに、たかだかデートの約束するだけで、ここまでモジモジするって……どうなの？」

「う、うるせー！」

　大きく溜息を吐いてかぶりを振る文香に、俺はそんな捨て台詞を吐くのが精一杯だった。




　　　　　※　※　※




「「ごちそうさまでした！」」

「うむうむ、お粗末様でした」

　今日の晩メシ……カボチャの味噌汁と筑前煮、ブリの照り焼きを食べて至福の表情を浮かべる二人を見て、俺の顔も思わず綻ぶ。

　本当にコイツ等、メシの食わせ甲斐があるな。

「ホレ、デザートだ」

「「わあい！」」

　ウサギにカットしたリンゴを並べた皿を差し出すと、二人が嬉しそうに飛びついた。

　うむうむ、今日も久坂家は平和なり。

「ソレ食べたら、文香はちゃんと勉強するんだぞ」

「もー！　分かってるよ！」

　俺がそう忠告すると、文香が露骨に顔をしかめる。

　や、でもお前、俺が言わないと勉強しねーじゃねーか。

「あはは。そういうヤマトはちゃんと勉強してるのかな？　もうすぐ期末テストだけど？」

　ハムスターみたいにはむはむとリンゴをかじるユーリが、ニヤニヤした顔でそんなことを聞いてきた。

　つか、俺にも威厳があるんだから文香の前で聞くな。

「お、おう！　もちろんだとも！」

「ホントに～？」

　まるでこれっぽっちも信じてないとばかりにユーリに顔を覗き込まれ、俺はつい顔を逸らしてしまった。

「あはは。もう、仕方ないなあ……ヨシ！　リンゴ食べたら、私が少し勉強見てあげようじゃないか！」

「ナ、ナンデスト!?」

　ユーリの提案に、俺は思わず目を白黒させる。

　や、そりゃ学年トップの成績を誇るユーリに見てもらえたら、俺の勉強もはかどるのかもしれん……。

　だが！　俺は勉強が嫌いなんだ！

　なので。

「い、いやあ、遅くなっちまっても悪いから、今日のところは、その、いいんじゃないかなあ……？」

　俺はせわしなく頭を掻きながら、遠回しにイヤだとアピールする。

　だけど。

「ダメだよ！　ちゃんと勉強しなさい！　そんなんじゃ文香ちゃんに偉そうなこと言えないよ！」

「そーだそーだ！」

　くそう、文香の奴め……ユーリを味方につけて、ここぞとばかりに追い込んできやがる……！

「ホラホラ、私も見てあげるんだし」

「ぐむう……」

　苦笑しながらポンポン、と俺の肩を叩くユーリに対し、うめき声を上げるしかない俺。

「それに……」

　ま、まだ何かあるのか!?

「そ、それに……？」

　俺は次の言葉が怖いながらも、オウムのように聞き返してしまう。

「それに……私、ヤマトと同じ大学に行きたいから……」

「っ！」

　く、くそう……そんなこと言うの、反則だろ……。

　これじゃ、頑張るしかねーじゃねーか……！

　そうして妙に気合いが入った俺はユーリの言葉を素直に受け入れ、彼女と一緒に勉強をすることになった。




久坂大和は中岡悠里にご褒美をもらう。




「ホラホラ、あと少しだから」

「ぐむむ……」

　数学の問題集とにらめっこしながら呻く俺に、ユーリは副委員長モードで追い立てる。

　くそう、確かに凛としたユーリもカッコ可愛いけど、今ばかりは苦痛と恐怖の対象でしかない。

「ヤマト、ここはこの式を代入して……」

　や、もちろんユーリは懇切丁寧に教えてくれるんだけどね。

「よ、よし……あと一問……」

「そうだよ！　ラストスパート！」

　残り一問になり、俺は必死で問題を解く。

　ええと……アレを因数分解して、この式を……で、できた……のか……？

　俺は顔を上げ、おそるおそるユーリの表情を窺う。

　すると。

「んー……うん！　オッケーだよ！」

「よ、よっしゃあああああああ！」

　ユーリのお墨付きをもらい、俺は思わず両の拳を突き上げてガッツポーズした。

　いやあ……俺、ぶっちゃけここまで勉強したの、初めてかもしれん。

　ま、まあ、俺もユーリと同じ大学行きたいし、これからは真面目に……って。

「ユ、ユーリ、何してんの？」

「ん？　ヤマトが頑張ったから、頭を撫でてあげてるんだけど？」

　イヤイヤ、頭撫でるって、子どもじゃねーんだから。

　でも……なんだか懐かしい……。

　まだ母さんが生きてた頃は、よくこうやって撫でてくれたっけ。

　そんなことをしみじみ思い出していると。

「ん？　ユーリ？」

　いつの間にかユーリは顔を覗き込んでいた。

「ね、ねえヤマト」

「ん？」

「そ、その、ヤマトはすごく頑張ったよね？」

「おう！　こんなに勉強したことはないくらい真面目に取り組んだぞ！」

　そう言って、俺は胸を張った。

「そ、そっか。じゃ、頑張ったヤマトにご褒美をあげるね？」

　すると、ユーリはその顔を近づけ……。




　――ちゅ。




　俺の頬に、そっとキスをした。

「あの……ユ、ユーリ……」

「え、えと、その……ご、ご褒美、だから……」

　ユーリはすぐにその唇を離すと、顔を真っ赤にさせて俯いた。

　俺？　俺はあまりの出来事に、ただ呆けて自分の頬を撫でることしかできなかったぞ？

　だけど……じわじわと俺の中で、実感が湧いてきて。

　そして。

「う」

「う？」

「うおおおおおおおおおおおおお！」

「ふああああ!?」

　俺はあまりの嬉しさと興奮で、過去例を見ないほどの大絶叫をカマすと、ユーリは驚きのあまり後ろへ倒れ込んだ。

　――ドスドス！　バン！

「お兄！　ウルサイ！」

　俺の声を聞きつけ、文香が俺の部屋を勢いよく開けた。

　だけど、この時の俺とユーリは、両腕を突き上げて興奮する俺と、倒れ込んで床に寝そべるユーリがいるわけで……。

「……し、失礼しましたー」

　文香が顔を真っ赤にしながら、パタリ、とドアを閉めた。

「あああああ！　チョット待て！　違う！　誤解してる！」

「ふああああ！　文香ちゃん！　違うから！」

　俺とユーリは慌てて文香に説明しようとするんだけど。

「あ、いや、分かってるから……」

　そう言って顔を背けながら、そそくさと部屋に籠ってしまった……。

「「ち、違うのに……」」

　俺とユーリは、文香の部屋の前でガックリとうなだれた。




　　　　　※　※　※




「「はあ……」」

　ユーリの家の最寄り駅を降りた俺達は、大きな溜息を吐く。

　つか、ここまでの道中ずっと溜息吐きっぱなしだったけど。

「ああ……文香ちゃんの誤解が解ければいいけど……」

　ユーリはものすごく困った表情でそう呟く。

「ま、まあ、文香には俺からもう一度説明するとして……そ、そこまで心配しなくても……「心配するよ！」……お、おおう……」

　俺が慰めも兼ねてそう言うと、何故かユーリは不安そうに叫んだ。

「な、なあユーリ、なんでそこまで気にするんだ？」

　俺はユーリの様子が気になって尋ねると。

「だって……文香ちゃんに変に思われて、ヤマトとこのまま付き合うことを反対されたりしたら、嫌だもん……」

　そう言うと、ユーリは悲しそうに俯いた。

　はあ……本当に俺の彼女は。

「バーカ、文香が俺達のこと反対するわけねーだろ」

　俺は、落ち込むユーリの頭をくしゃ、と少し乱暴に撫でた。

「だ、だけど……」

「今回の件は、ユーリじゃなくて絶対俺が怒られるパターンだ。『悠里さんに何してるの！　捨てられたらどうするの！』ってな」

　俺は少しでもユーリの不安を取り除くために、努めて明るい表情でユーリを見る。

　すると。

「ホ、ホントに？」

　ユーリがおずおずと聞き返した。

「おう、間違いねーな。だからユーリは、何一つ心配することなんかねーって」

「うん……」

　それを聞いて安心したのか、ユーリは柔らかい表情になって、頭に置いている俺の手にそっと触れた。

「それに、たとえどんなことがあっても、ユーリを手放す気なんか、これっぽっちもねーからな」

「あはは、うん……もちろん私だって、ヤマトと離れるつもりなんかこれっぽっちもないんだから」

「はは」

「えへへ」

　そう言うと、俺達はお互いを見つめ合って、そして、笑った。

「さて、それじゃ早くお前を家まで送り届けないと。それこそユーリの親御さんに変に思われて、『あんな男と会うのはやめろ！』なんて言われたくないしな」

「あはは！　大丈夫だよ！　だって、お母様はヤマトのこと気に入ってるもん！」

「へ？」

　え？　なんで？

　俺、ユーリのお母さんなんて会ったことないんだけど。

「あ、ああ、私がいつもヤマトのことお母様に話してたら、お母様が気に入っちゃって……」

「あー、そういうことか」

　なるほど、それなら納得だ。

　そして俺達は、明日のデートのことなんかを話しながら歩いていたら、あっという間にユーリの家に着いたんだけど。

「な、なあ、あれ……」

「シッ！」

　俺達はユーリの家の手前の曲がり角で隠れるようにしながら、家の前を覗く。

　そこには……高級車の後部座席に乗っている誰かと話す、芹沢の姿があった。




久坂大和は中岡悠里の背中を押す。




「な、なあ、あれ……」

「シッ！」

　俺達は曲がり角の陰から、ユーリの家の前にいる高級車の後部座席の誰かと話す、芹沢の様子を窺うかがう。

「アイツ……！」

　そして、ユーリは唇を噛みながら忌々しげに芹沢を睨みつけた。

「な、なあ……」

　俺は状況が飲み込めず、そんなユーリにおそるおそる声をかける。

「……今、悠馬が話してるの、私のお父様なんだ……」

「ユーリのお父さん？」

　俺は思わずユーリに聞き返す。

　つか、なんで芹沢の奴がユーリのお父さんと話してるんだ？

　しかも、ユーリの家の前で。

「……お父様と悠馬の父親が親友同士で、その関係で悠馬とは子どもの頃からの顔見知り、なんだけど……」

　ユーリは少し悲しそうな表情を浮かべ、俯きながら訥々と語り出した。
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　私と悠馬が初めて出遭ったのは小学一年の入学式の時。

　その時、元々親友同士だったお父様と悠馬の父親がばったり会って、それで、入学式が終わった後に、お父様から悠馬を紹介されたんだ。

『ぼ、僕は〝芹沢悠馬〟です！　よよ、よろしくお願いします！』

『〝中岡悠里〟です』

　その時の悠馬は、何故だか分からないけどすごく緊張しながら私に自己紹介をしてたのを覚えている。

　私もお父様の手前、社交辞令として悠馬に自己紹介をしたんだけど……。

『悠里、悠馬くんとは特に仲良くするように』

　それからというもの、何故かお父様は私に悠馬と積極的に仲良くなるように強く勧めたんだ。

　だから、お互いの父親同士が集まる時には、いつも私も同席させられて、そして、その時は悠馬と一緒に遊ばされたんだ。

　そして、お父様が決まって『悠馬くんと仲良くなるように』と言うんだよ……。

　それからかなあ。

　悠馬が、やたらと私に干渉するようになったのは。

『悠里、あの子の言うことなんか聞いちゃダメだ』

『あの子は悠里に悪いことを教えるから近づいちゃいけない』

『そんなことをするのは、悠里には似合わないよ』

『この学校で悠里に相応しいのは、僕だけだよ』

　事あるごとにそんなことばかり言う悠馬が、私にはすごく鬱陶しくて、小学校ではずっと悠馬のこと、無視してたんだ。

　そしたら。

『悠里、悠馬くんから聞いたぞ。お前は中岡家に相応しくない行動ばかりしていると』

『わ、私はしてません！』

『嘘を吐くな。とにかく、悠里は悠馬くんとだけ付き合うようにしなさい』

　悠馬がお父様にあることないこと告げ口して、私は何もできなくなっちゃったんだ……。

　小学校では悠馬に監視され、それ以外はお稽古事とお父様の付き添いで悠馬の相手をさせられる。

　なのに……なのに、お父様からは『中岡家に相応しい振る舞いを』といつも強要されて……だけど、それを惰だ性せいで受け入れていた自分がいて……。




　　　　　※　※　※




「……そして、そんな私はあの時、ヤマトに救われて、お母様はそんな私を抱きしめてくれて……」

「……うん」

「だけど……だけど！　アイツは今でもああやってお父様に告げ口して！　お父様も、今でも私に『中岡家らしく』って、『悠馬と仲良く』って！」

　ユーリは怒りに満ちた表情で、その拳を強く握りしめた。

　だから、俺は。

「そっか……だけど、ユーリには俺だっているし、それに、ユーリのお母さんだって、ユーリのこと大切にしてくれてるんだろ？　だったらあの時も言ったけど、ちゃんと声に出して言わなきゃな？」

　俺はユーリの頭をポンポン、と撫でながら、微笑みかけた。

「うん……ヤマト、またあの時みたいに、私に勇気をくれる？」

「おう！　俺はいつだって、ユーリの背中を押してやるよ！」

　そう言って、柔らかい笑顔を見せるユーリの背中をバシン！　……とはいかないまでも、軽く叩いた！

「えへへ……うん！　これで、家に帰ってお父様に何か言われても、ちゃんと言ってやるんだ！」

「はは、その意気だ！」

　俺とユーリはお互い頷き合っていると。

「お、芹沢の奴が車から離れてどっか行ったぞ？」

　ユーリのお父さんは車から降りて家の中へと入り、車はどこかへ行った。

「さてさて、ユーリさんや？」

「なあに？　ヤマトさん？」

「ここに一人、明日のデートを最高なものにしたいがために、お節介を焼こうとしてるバカが一人おりますが？」

「プ……あはは！　そうだね！　それだったら、一緒に家までついて来てもらっちゃおう、かなあ？」

　おどけて言う俺に、ユーリは俺の顔を覗き込みながら、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「よろしい。ならば参りましょう、お嬢様」

「えへへ……うん！」

　俺と恭しく手を差し出すと、ユーリは自分の手をそっと乗せた。

　ユーリ……絶対に俺がお前を……って、眩しっ!?

　いきなり後ろから車のヘッドライトで照らされ、俺は目を細めながら振り返る。

　すると。

「あらあら！　ユーリじゃない！」

　高そうなスポーツカーの運転席から、綺麗な女性がにこやかに声をかけてきた。

「お母様！」

　へ？　お母様？
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「あらあら！　ユーリじゃない！」

　高そうなスポーツカーの運転席から、綺麗な女性がにこやかに声をかけてきた。

「お母様！」

　へ？　お母様？

　俺はユーリから放たれた言葉に、思わず呆然とする。

「ふふ、今日はいつもより早く仕事が終わったから、急いで帰ってきたんだけど……あらあら、彼が？」

　そう言うと、ユーリのお母さんは俺を見ながらニヨニヨしている……って、なにボーッとしてんだ俺!?

「あ、は、初めまして！　俺……いや、僕は〝久坂大和〟っていいます！」

　俺は慌てて自己紹介をすると、勢いよく頭を下げた。

「うふふ、悠里の母親の〝明あか里り〟です。いつも悠里がお世話になってるわね」

　ユーリのお母さんが、優しい声で話しかけてくれた。

　や、緊張して顔が見れない……。

「あらあら……顔を上げてくれないと、話ができないわ？」

「ははは、はい！」

　困ったようにそう言われてしまっては、俺も顔を上げるしかない。

　俺は覚悟を決めて勢いよく顔を上げると……。

　――ニコリ。

　あ、この笑顔……ユーリにそっくりだ。

「えへへー、お母様！　ヤマトってカッコイイでしょ！」

「ユ、ユーリ!?」

　満面の笑みを浮かべながらユーリが俺の腕に抱きつく……つか、お母さんの前なんですけど!?

「うふふ、ええ！　さすが悠里が見初めただけのことはあるわね！」

　ユーリのお母さんは頬に手を当て、嬉しそうに微笑む。

　うん、ユーリのお母さんはいい人そう。

「ところで、二人はこんなところで何してるの？」

「「あ」」

　ユーリのお母さんに尋ねられ、俺達はさっきのことを思い出した。

「そ、そうだった。ユーリ、もうお母さんも帰ってこられたんだし、今日は……「そうだわ！」」

　今日はこれで、と切り出そうとした俺の言葉を遮り、ユーリのお母さんはパン、と両手を叩くと、まるで妙案が浮かんだとばかりの表情を浮かべた。

「ねえ大和くん、せっかくだから家に寄っていきなさい。色々とお話しも伺いたいし、ね？」

　お、おおう……やっぱりそうなるか。

　ま、まあ、元々ユーリのお父さんに相対しようとしてたわけだし、別にお邪魔すること自体は構わないんだけど……な、何というか、ユーリのお母さんのほうが手強そう……。

「え、ええと……」

　俺はチラリ、とユーリを窺うと。

「う、うん！　私もお母様にヤマトのこと、もっともっと知ってほしかったから、ちょうどいいよ！　ね！　ヤマト！」

「そそ、そうだな……」

　うん、ユーリにそう言われたら、そうするしかないよな……。

「じゃあ私は車をガレージに入れてくるから、あなた達は先に中に入ってなさい」

「うん！　ヤマト、行こ！」

　そう言うと、ユーリのお母さんは車を家の裏へと走らせてゆき、ユーリは俺の腕をグイグイと引っ張った。

　え、ええと……緊張するなあ……。
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「……それで、どこの馬の骨とも知らないその男は……ああ、そうか。君が悠馬くんの言っていた悪い虫という奴か」

　ユーリが玄関を開けた途端、目の前にはユーリのお父さんが仁王立ちしていて、いきなりそんなことを言われる俺。

　や、そんなジロリ、と睨まないでくださいよ。

「……お父様、悠馬が何を言ったか知りませんが、ヤマトを悪し様に言うのはお止めください」

　ユーリがこれでもかというほど低い声で、お父さんに凄む。

「フン……だから常日頃から言っているだろう。明里が何と言おうが、中岡家としての自覚を持て、と」

「自覚ってなんですか！」

　お父さんの言葉にヒートアップしたユーリは、思わずお父さんに詰め寄った。

「決まっている。そんなうだつの上がらない男などと付き合うのはやめて、もっと相応しい男……そう、悠馬くんのような……「それ以上言うな！」……親に向かって何だその口の利き方は！　お前はこの私の言うことを聞いていればいいんだ！」

　怒鳴るユーリに、怒りの形相を見せたお父さんが吠え、その右手を上げようとしたところで。

「すいません。俺のことはどう仰っていただいても構いませんが、さすがにそれはないんじゃないですか？　親として」

「ヤ、ヤマト……」

　俺はユーリを庇うように二人の間に割って入ると、ユーリが背中越しに俺の服をつまんだ。

「フン！　これは中岡家の問題だ。部外者は出て行きたまえ」

「嫌です」

「……何？」

　俺の明確な拒否に、お父さんはジロリ、と俺を睨みつける。

　つか、ユーリのお母さんのほうが、数百倍迫力があるように感じるのは気のせいだろうか。

「そもそも俺は部外者なんかじゃないです。俺はユーリの彼氏として、ユーリが困ってるなら……悲しい思いをするってんなら、全力で阻止しますよ。それが、たとえユーリの父親だったとしても」

「ヤマト……！」

「フン！　やはり悠馬くんの言う通り、貴様は悠里にとって害悪でしかないな。サッサと出て行け！　目障りだ！」

　ユーリのお父さんは大おお仰ぎょうに腕を振り、俺に家から出て行くよう催促する。

　その時。

「あらあら……なら、あなたが出て行けば？」

　気づけば、俺達の後ろにはユーリのお母さんがいた。

　……それこそ、悪魔さえも凍え死んでしまうかのような氷の微笑を湛たたえて。
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「あらあら……なら、あなたが出て行けば？」

　気づけば、俺達の後ろにはユーリのお母さんがいた。

　……それこそ、悪魔さえも凍え死んでしまうかのような氷の微笑を湛えて。

「む……あ、明里、これはだ……「言い訳無用です」……」

　ユーリのお母さんにピシャリ、と言われ、お父さんはただ黙るしかない。

「私はあの時にも言ったわよね？　あなたが中岡家を語るんじゃないと。しかも何ですか？　彼……大和くんはこの私が正式に招待したんです。その客人を貴様だの出て行けだの……」

　そう言うと、ユーリのお母さんは顔をしかめてかぶりを振った。

「だ、だが……「誰が喋っていいといいましたか？」……」

　お、おおう……これは逆に可哀想……とは思わないな。実の娘に……ユーリに、あんなひどいことを言った罰だ。

「それに、私は悠里にはいつも『好きにするように』と言っていますし、あなたにも悠里に干渉するような真似をするなと言っていたはずです。それが何ですか、あなたの友人だか何だか知らない輩の子どもを使って悠里を監視させて」

「…………………………」

「分かっていないようだからハッキリと言っておきます。そんなとても友人がする行動とは思えないような不遜な輩、この『中岡家』には相応しくありません。即刻、縁を切りなさい」

「っ!?　な、何故そんな……「うるさい」……」

　冷徹な視線で一喝されたユーリのお父さんは、悔しそうに唇を噛みしめながら拳を震わせる。

「大体、あのような輩と懇意にしているだなんて、何か弱みでも握られていたりでもするんですか？　そうであるならば、あなた自身にも、私は言わな……「黙れ！」」

　さらに追い打ちをかけるように言葉を続けるユーリのお母さんに、堪りかねたお父さんが怒鳴った。

「聞いていればなんだ！　誰のおかげでこの中岡グループが大きくなったと思っているんだ！」

　ユーリのお父さんは今にもつかみかかりそうな勢いで、お母さんに人差し指を突きつける。

　だけど。

「は？」

　ユーリのお母さんは、顔を歪め、ただその一文字を漏らした。

　呆れと侮蔑を込めて。

「誰が？　この中岡グループを大きくしたか、ですって？」

「そ、そうだ！」

　ユーリのお母さんから放たれた底冷えするほどの声に、お父さんは冷汗を流しながら、なおも食ってかかる。

「ふう……分かりました。もはや何を言っても無駄なようですね……」

「む、無駄だと？」

　かぶりを振るユーリのお母さんに、何かを察したのか、お父さんは急に狼ろう狽ばいした。

　あ、多分これ、ざまぁの瞬間と思われ。

「あなた……いえ、中岡重工代表取締役〝中岡貴たか彦ひこ〟に言い渡します。明朝にでも臨時役員会を開催し、あなたの解任動議を発議します」

「っ!?」

　あー……やっぱり。

「ば、馬鹿な……」

「『馬鹿な』というのはこちらの台詞セリフです。私の配偶者である手前、今までお飾りで社長に据えておいただけの存在が、何を調子に乗っているんですか。とにかく、あなたの中岡グループにおける一切の権限ははく奪します」

「あ、い、いや……ま、待って……「黙れ」」

　縋りつこうとするユーリのお父さんに、お母さんは感情の籠らない無機質な声で言い放った。

「これで話はおしまいです。縁を切られないだけましだと思いなさい。あ、大和くん……身内の恥ずかしいところをお見せしてしまってごめんなさいね」

「いいい、いえ！」

　急に申し訳なさそうな表情で俺に話しかけるユーリのお母さん。

　お、俺、正直怖いです。

「さあさ、玄関で何ですし、早く上がってちょうだい」

「お、お邪魔しまーす……」

　俺はユーリのお母さんに促されるまま、家へと上がる。

　そして、ユーリと一緒にガックリとへたり込んでいるユーリのお父さんの横を通り過ぎた……え、ええと、ご愁傷さまです……。
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「えへへ！　それでね、ヤマトったらね！」

「うふふ、そうなの？」

　応接間に通された俺は今、ユーリとお母さんが俺をダシにして嬉しそうに話している光景を、ただただ眺めている……。

　な、何だかいたたまれない……。

「ふふ……だけど、悠里から聞いている通りの男の子ね」

　そう言うと、ユーリのお母さんが俺を見て微笑んだ。

「うん！　私の、そ、その……最高の人なんだ！」

　あのー、ユーリさんや？　そろそろ恥ずかし過ぎて死にそうなんですが？

「さっきのうちの人への啖たん呵かもカッコ良かったわよ？　やっぱり男の子はこうじゃないと！」

「えへへー」

　うう……帰りたい……。

「あ、あの、そろそろ……」

「あらあら、本当ね。こんな時間まで引き留めちゃって、悪かったわ」

「あ、いえ……」

　俺は一刻も早くこの場を去るために切り出すと、ユーリのお母さんも時計をチラリ、と見た後、申し訳なさそうに謝ってくれた。

　や、これはこれでいたたまれない。

　そして……ユーリはといえば、ちょっと寂しそうな表情を浮かべた。

　だから。

「わ！」

「全く……明日、一緒に遊ぶだろ。楽しみはそれまで取っとけよ」

　俺はユーリの頭を撫でてやると、彼女は一瞬驚いた表情を浮かべたけど、すぐに嬉しそうにはにかんだ。

「うふふ、ユーリったら本当に嬉しそう……」

　しまったあ!?　お母さんの前だってこと、忘れてたあああ!?

　俺は慌ててユーリの頭から手を離すと、ユーリはしょんぼりしてしまった……俺にどうしろと!?

「うふふ……ほらほら、そんな顔したら大和くんが困っちゃうわよ？」

「う、うん……」

　お母さんにたしなめられるも、やっぱりユーリは表情が曇ったままだ。

　だ、だけど俺も帰らないといけないし……。

「そ、それじゃ、失礼します！」

「ええ、ぜひまた来てね」

　俺は心を鬼にして席を立つと、お母さんに深々と礼をした。

　そして、ユーリに連れられて応接間を出ようとしたところで。

「あ、そうそう、大和くん」

　ユーリのお母さんに声をかけられた。

「は、はい、何でしょうか？」

　ま、まだ何かあるのかな……？

「もし私が、あの人と同じ台詞セリフを悠里に言ったら、どうする？」

「お母様!?」

　ユーリのお母さんは、そんな冷たい言葉を俺に投げかけた。

　それこそ、さっきユーリのお父さんを叱った時以上の威圧をかけて。

　だから。

「もちろん、俺はそれを全力で否定しますよ。ユーリは俺の全てですから」

　俺は臆することなく、ユーリのお母さんにそう告げた。

　だって、ユーリは俺にとって誰よりも大切な女性ひとだから。

　するとユーリのお母さんのプレッシャーが霧散し、そして。

「大和くん、これからも悠里をよろしくお願いします」

　そう言って、ユーリのお母さんが深々と頭を下げる。

　それは、心から一人娘の幸せを願う、一人の母親の姿だった。

　だから。

「っ！　はい！」

　俺は思いきり力強く返事した。

　俺の、決意を知ってもらうために。

　俺の、ユーリへの想いを知ってもらうために。




　そして……絶対にユーリを大切にすると、お母さんに誓うために。
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「んじゃ、出かけてくるから」

　俺は朝早くから家事を一通り済ませ、準備を整えて文香に声をかける。

「うん、悠里さんによろしくね！」

「おー」

　笑顔で見送る文香に、俺はあえて素っ気なく返事をした。

　や、だって、ユーリとのデートだからって浮かれてる姿を見せるのは恥ずかしいじゃん？

　といっても。

「……お兄、顔がキモチワルイ」

　などと突っ込まれるんだから、俺はどうしようもないほど浮かれまくってるみたいだ。

　ま、なんとでも言え。

　実際、俺は今日のデートが心の底から楽しみで仕方ないのだ。

　というわけで。

　俺は家を出ると、待ち合わせ場所の駅前まで全速力で走る。

　や、約束の時間までは一時間以上あるんだけど、どうにも落ち着かねーの。

　そして。

「おー、さすがにユーリはまだ来てないな」

　俺は駅前に着くなり辺りをキョロキョロしながらそう呟く。

　つか、駅に掲げられてる時計の針は、八時五十分を指していた。

　うん、いるわけがねー。

「んじゃ、後はのんびりと待つとするかな」

　俺は近くのベンチに座ると、今日のデートプランについて思案する。

　うーん、まずはいつものジュエリーショップに行ってサイズ変更の依頼をして、ちょっと街をブラブラしてから昼メシ食って……んで、映画を見に行くってのが、一応のプランではあるんだけど……。

　つか、ユーリは映画でも大丈夫かな……。

　い、一応、どの映画でも見られるようにあえてチケットの指定はしてないんだけど。

　ま、まあ、この辺はユーリが来てから相談すればいいか。

　昼メシに関しては……うん、何一つ心配する必要はないな。

　むしろ、どこで食べるかってことのほうが重要だ……つっても、目星はつけてるけど。

　などと、色々思いを巡らせていると。

「お、お待たせ！」

　ユーリが息を切らしながら駆け寄ってきた。

　つか……何だよその恰好。

　ユーリは、グレーのゆったり目のセーターに茶系チェックのロングスカート、同じく茶色の二本のバックルをアクセントにしたエンジニアブーツ、そして、赤色のストールを首に巻いていた。

「え、えと……私の恰好、変……かな……？」

　固まる俺に、ユーリが不安そうに声をかける。

　お、おっと……どうにも意識が飛んじまったぞ。

「……あ、い、いや、その……ゴメン、見とれてた」

「ふああああ!?」

　俺のその言葉に、ユーリが顔を真っ赤にして声を上げた。

　だ、だけど、ユーリがそんなカワイイコーデで来るからいけないと思う。ウソです、むしろありがとうございます。最高です。

「そ、その……あ、ありがと……」

「お、おう……」

　イカン。ユーリが可愛すぎて、変に緊張してきた。

「そ、それじゃ、行こう……つか、まだ九時半か」

「そ、そだね……」

　うん。まだ店、開いてないわ。

「だ、だったら、とりあえずカフェでも入って少し時間潰すか？」

「う、うん！」

　俺とユーリは、初デートの緊張からか、ギクシャクしながら駅前のカフェへと向かった。
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「いらっしゃ……って、おお！　大和くんじゃないか！」

「ご無沙汰してます、店長さん」

　カフェで時間を潰した後、俺とユーリはジュエリーショップに来たんだけど、店に入るなり、店長さんが笑顔で出迎えてくれた。

「いやあ、久しぶりだねえ！　それで、今日はどうしたんだい？」

「あ、はい。指輪のサイズ直しをしてもらいたくて……」

「ん？　サイズが小さくなったかい？　一年前に直した時から見て、そんなに大和くんの身体が大きくなったようには見えないけど？」

　俺の依頼に、店長さんは不思議そうな顔で俺を見た。

「あ、ああいえ、実は……彼女の指のサイズに縮めてほしいんです」

「よ、よろしくお願いします……」

　俺の後ろから、少し恥ずかしそうにしながらユーリが姿を見せると、丁寧に綺麗な布でくるんだ指輪をおずおずと差し出した。

「へえ……大和くんもやるなあ」

「あ、あはは……」

　店長さんはユーリと俺を交互に見ると、ニヤニヤしながら肘で俺の肩を小突く。

　ちょ、痛い。

「だけど、そうか……大和くんがこの指輪を渡すほどの女の子なんだね」

「はい」

「…………………………」

　しみじみと語る店長さんに俺は頷く。

　そして俺の隣では、ユーリが恥ずかしそうに、だけど、少し嬉しそうにはにかんでいた。

「よし！　だったらこの指輪、シッカリ直してあげるよ！　なあに、最優先で仕上げてあげるから、夕方にでも取りにおいで！」

「ええ!?　そんなに早く!?」

　店長さんの言葉に、俺は思わず驚きの声を上げた。

　や、だって、いつもは指輪の直しに二週間くらいかかってたのに!?

「ああ。まあ、今はちょうど急ぎの仕事がないっていうのもあるんだけど、それでも、あの大和くんがこうやって可愛い彼女を連れて依頼してくれたんだ。だったら、彼女が〝綾あや香か〟さんの想いを引き継ぐためにも、これは早く渡してあげないと、ね」

　そう言うと、店長さんは静かに目を瞑った。

「そうしてもらえると助かります」

「うん。それじゃ、ええと……」

　店長さんはチラリ、とユーリを見る。

「はい、〝中岡悠里〟です」

「悠里ちゃんか、いい名前だね。じゃ、左手薬指のサイズを測るね」

「よろしくお願いします」

　店長さんはサイズ確認のためのリングをユーリにはめながら、サイズ確認をする。

「うん、これで大丈夫。それじゃ、夕方までに仕上げておくから、待ってるよ」

「「はい。よろしくお願いします」」

　俺達は店長に頭を下げると、店を後にした。

　すると。

「ね、ねえヤマト……その、〝綾香〟さんって？」

　ユーリが遠慮がちに尋ねてくる。

　ああ、そりゃ気になるよな。

「ああ……俺の母さんの名前だよ」

「お母様の……」

　そう返すと、ユーリは少し思いつめたような表情になる。

　ユーリには……ちゃんと話しておかないと、な……。

「……あの指輪は、父さんがプロポーズした時に、母さんに渡したものなんだ」

「……そ、そうなんだ……」

「うん……で、父さんがその指輪を買ったのが、あの店。それ以来、母さんが生きていたころから、指輪のメンテナンスはあの店にお願いしてるんだ」

「そっか……」

　母さんが死んだ時、あの店に行って泣きながら店長さんにお願いしたっけ……『俺の指に合わせてください』って。

　そして……いよいよユーリに指輪を受け継いでもらうんだな……。

「ヤマト……」

　感慨に浸っていると、ユーリが柔らかい表情を浮かべ、俺の手を握った。

「ん……俺、ユーリに指輪を受け取ってもらえてよかったよ」

「私も……ヤマトから大切な指輪を譲り受けることができて、本当によかった……」

　俺は隣に心から好きな人がいる幸せを噛みしめながら、また街のほうへと向かった。
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「ふああああ……この服、可愛いなあ……」

　ジュエリーショップでのやり取りが意外に早く終わり、昼まで時間が空いたので、とりあえず駅前に出てきた俺達はウインドウショッピングをしている。

　そして、ユーリはショーウインドウに飾られている服に釘付けである。

　えーと、ナニナニ……値段は……って、高っ！

　何だよコレ!?　ゼロが四個も付いてるぞ!?

「はあ……でも、さすがに高すぎるかあ……」

　少しションボリした顔のユーリが、値段を見てそう呟いた。

　う、うん……俺も手が出そうな値段だったら、もうすぐクリスマスだしプレゼントもアリかなあ、と思ったりもしたんだが……ぜってームリ。

　や、この服をユーリが来たら圧倒的に可愛いのは間違いないんだけどな！

「あ、ゴメンね？　ヤマトは私の服なんか見ても、つまんないよね……？」

　そう言って、申し訳なさそうに俺を見つめるユーリ。

「そんなことねーよ。俺はさっきからユーリが瞳をキラキラさせながら服を見つめてる姿を拝みつつ、さらに、その服を着たユーリを想像してはニヨニヨしてたぞ？」

「ふああああ!?」

　おっと、どうやら本音がダダ漏れだったようだ。

　でも、ホントそうなんだよなー。

　つーか。

「はは……俺、こうやって休日を誰かと……しかも、それこそ世界一好きな女の子と一緒に過ごすなんて初めてだからさ。なんか、いつにも増して浮かれてるみたいだわ」

「ふあああああああああ!?」

　俺が頭を掻かきつつ照れながらそう伝えると、ユーリは顔を真っ赤にして口元を押さえた。

「わ、私も……世界一大好きなヤマトと初デートできて、ホ、ホントに嬉しいよ……それこそ、幸せ過ぎてこのまま飛んで行っちゃいそうなくらい……」

「お、おう、そうか……」

　おおう、面と向かってそんなこと言われると、その……は、恥ずかしいというか、照れるというか、嬉しいというか……って、俺もユーリに言ってるからおあいこだな。

「そ、それよりさ、そろそろ昼メシにでもするか？」

「あ、う、うん、そうだね。それで、どこにする？」

　恥ずかしさから話題を変えるために出た俺の言葉に、ユーリも乗っかる。

　で、どこにするか……なんだけど。

「フッフッフ……実は、昼メシについては既に決まっているのだ！」

「え？　そうなの？　何を食べるの？」

　俺が胸を張ってそう宣言すると、ユーリは興味津々で俺に尋ねてきた。

　それは。

「俺達の昼メシは、この中にある！」

　俺は背負っているヒューズボックスをポンポン、と叩き、ソレをアピールする。

「あ！　ひょっとしてお弁当！」

「正解！」

　そうなのだ。

　俺は今日のデートのために、朝早くから起きて、今日の昼メシ用の弁当をこしらえてきたのだ。

　しかも、今回のはかなりの自信作だったりする。

「ふああああ……今日のデートのためにお弁当を作ってきてくれるなんて……私、こんなに幸せでいいのかな……！」

　ユーリが瞳を潤ませて自分の胸元をキュ、と握る。

　だけど……幸せ過ぎなのはコッチだっつーの。

　だって、こんな素敵な女の子にこんなに喜んでもらえて……こんなに大切に想ってもらえて……。

「あ、あれ!?　ヤ、ヤマト、どうしたの!?」

「へ？」

　ユーリが心配そうに俺の顔を覗き込むけど……え？　なんで？

「ど、どうかしたか？」

「だ、だって、ヤマト……泣いてるから……」

「泣いてるって……あ……」

　慌てて自分の頬を触ると、確かに涙の雫しずくが頬を伝っていた。

　あちゃー……どうやら、感極まって泣いたのは俺のほうらしい……。

「あ、あはは……幸せ過ぎて、嬉し泣きしちまったみたいだ……」

「ヤマト……」

　俺はその涙を手で拭おうとするが、ユーリはそれを止め、代わりに自分のハンカチで優しく拭き取ってくれた。

「ヤマト……もっともっと、だよ。もっともっと、二人で幸せになろうね？」

「あ……うん……そうだな……」

　優しく微笑むユーリに、俺も微笑み返す。

　そして、俺達は手を繋ぎながら、駅前の中央公園を目指した。




　　　　　※　※　※




「ふああああ……！」

　ユーリが弁当の中身を見ながら、感嘆の声を漏らす。

　俺はそんなユーリに一言だけ言いたい。

「美味そうだろ？」

「うん！」

　うむうむ、良い返事だ。

　だけど、それもそうだろう。

　玉子サンドにハムサンド、変わり種としてイチゴジャムとクリームチーズのサンドイッチ。

　おかずのチキンナゲットとフライドポテトに加えて、レタス、ブロッコリー、プチトマトのサラダも添えて、栄養バランスもバッチリだ。

　さらに、デザートとして手作りのプリンも用意したんだから、まさに完璧なラインナップだとも。

「さあさあ！　好きなものから食ってくれ！」

「うん！　じゃ、じゃあこの玉子サンドから！」

　ユーリは玉子サンドをつまむと、それを口に運ぶ。

「はむ……」

「ど、どうだ……？」

　俺は感想を早く聞きたくて、ユーリにズイ、と顔を近づける。

「ん！　すっごく美味しい！」

「だ、だろ！　だろ！　コ、コッチのナゲットもイケるぞ！」

　ユーリの喜ぶ顔が嬉しくて、俺はついついおかずの入った弁当箱を差し出す。

「ありがとう！　それじゃ……はむ……もぐ……うん！　コショウが効いててスパイシーだ！　美味しいなあ！」

「おう！　それじゃコッチの……って、ユーリ？」

　俺がさらに他のおかずを勧めようとした時、ユーリはフォークに刺したナゲットを俺の口元へと差し出した。

「えへへ……ヤマト、あーん」

　お、おおお……ユーリよ、俺に〝あーん〟をしてくれるのか……！

　よ、よし……！

「はぐっ！」

「あ！　一気にかぶりついた！」

　俺は差し出されたナゲットを一口で入れた。

「もぐ……うむ、我ながらやっぱり美味いな」

「えへへー！　だよね！」

「じゃあお返しだ」

　そう言うと、今度は俺がイチゴジャムとクリームチーズのサンドイッチをユーリへと差し出した。

「うん……はむ……」

　ユーリは少し恥ずかしそうにしながら、その可愛い口でサンドイッチを小さくかじった。

「美味しい！」

「そかそか！」

　こうして、俺とユーリは、楽しい昼食の時間を過ごした。
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「ふああああ……面白かったねー！」

　ユーリが満面の笑み、というか、少し瞳に涙を溜めていた。

　昼メシを食った後、俺のプラン通り映画を提案したら、ユーリが賛成してくれたので、そのまま映画を見に行ったんだけど……。

　や、まさか戦隊ヒロイン飯テロラブコメをチョイスするとは思わなかった。

　で、それを観終わって映画館を出てきたわけなんだけど……。

「え、ええと……ユーリってニチアサ系好きなの？」

「うん！　なんというか、こう……燃えるよね！」

　そう言うと、ユーリが空手の正拳突きを繰り出すポーズをした。

「それに、この映画は前から観たかったから、すごく嬉しい！」

「お、おう、それは良かった。ま、俺としては、あのヒロインの彼氏が作るメシに興味があったかな」

「確かに！　全部美味しそうだったよね！」

　うんうん、今後のレシピの参考にもなったしな。

「そうだ、ユーリはあの中でどの料理が食いたくなった？」

「え？　うーん、そうだね……マカロニグラタンも美味しそうだったし、肉じゃがも……悩むなあ……」

　ユーリは映画に出てきた料理を思い出しながら、首を捻ると。

「やっぱり、一番最初に出てきた餃子かな！　あれ、反則だよね！」

　そう言うと、ユーリは瞳をキラキラさせた。

「よし、じゃあ今日の晩メシは餃子にするか」

「わーい！　やったー！」

　俺の提案を聞いたユーリが、両手を上げて小躍りする。

　うん、やっぱりユーリは可愛いなあ……。

「んじゃ、そろそろ指輪を取りに行って、その後スーパーに寄って帰ろう」

「うん！」

　デートのしめがスーパーっていう、なんともしまらないオチではあるが……ま、それも俺達らしい、かな。




　　　　　※　※　※




「やあ、待ってたよ」

　俺達が店に入ると、店長さんが笑顔で出迎えてくれた。

「店長さん、それで……」

「うん。もちろん仕上がってるよ」

　そう言って、店長はケースに入った指輪を俺達に見せてくれた。

「早速試してもらっていいかい？」

「はい」

　ユーリは指輪を受け取ると、自分の薬指にはめる。

「はい！　ちょうど良いです！」

「はは、なら良かったよ。後でキツかったり緩いと感じたら、いつでも持っておいで。すぐに直してあげるから」

「はい！」

　ユーリは元気よく返事すると、慈しむように左手薬指にはまっている指輪を撫でる。

「それじゃ店長さん、料金を……「ああ、お代は結構だよ」」

　サイズ直しの代金を支払おうと財布を出そうとしたら、店長さんに止められた。

「だ、だけど……」

「いやいや、今回は大和くんがその指輪を渡す女の子を連れてきてくれたんだ。これは、私からのお祝いと思って、ね？」

　そう言うと、店長さんは軽くウインクした。

「あ……はい、それじゃ、今回はお言葉に甘えます」

「うんうん。その代わり、大和くんが悠里ちゃんに婚約指輪をプレゼントする時は、ぜひうちの店を利用してね！」

「は、はい！」

「ふああああ!?」

　店長さんの言葉に、俺が勢いよく返事をすると、ユーリが顔を真っ赤にして驚いた。

　ま、まあ……これってある意味プロポーズみたいなモン……かも。

「「そ、それじゃ、失礼します！」」

「うん、またいつでも来てね」

　俺達は店長さんに見送られ、店を出た。

　すると。

「ね、ねえヤマト……そそ、その、さっきの……」

　さっきのって……あー、婚約指輪な……。

「そ、その……俺はまだ高校生だし、文香が一人前になるまで面倒見なきゃいけないってのはあるんだけど、その……」

　俺はそう言いながら頭を掻き、チラリ、とユーリを見る。

　ユーリは顔を赤らめ、何かを期待するような、何かを待っているような、そんな表情を浮かべていた。

「お、俺は……俺には、これからもずっと、ユーリだけ、だから……だから、その……俺は、これから先もずっと、ユーリと一緒にいたい」

「っ！　う、うん……私も、だよお……」

　俺の想いを聞いたユーリは口元を押さえ、ぽろぽろと涙を零こぼす。

　そして。

「ヤマト……嬉しい、嬉しい……よお……」

「ユーリ……」

　俺の胸に飛び込んで顔をうずめるユーリを、そっと抱きしめた。

「ヤマト……」

　瞳を涙で濡らしたユーリが、胸の中から俺の顔を覗き込む。

　俺は……。

「あ……ん……ちゅ……」

　ユーリのその唇に、そっとキスをした。

「ん……ぷは……ヤマト……」

「ユーリ……大好きだ……」

「私も……ヤマトが大好き……」

　唇を離した後も、俺とユーリはじっと見つめ合う。

　その時。

「き、貴様あああああ！　僕の悠里から離れろおおおおお！」

　……そんな俺達の気分を台無しにするかのように、怒りの形相を浮かべた芹沢悠馬が目の前に現れた。
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「き、貴様あ！　僕の悠里から離れろおおおおお！」

　突然、怒りの形相を浮かべた芹沢悠馬が目の前に現れた。

　つか……なんでコイツがここにいるんだよ!?

「悠馬……！」

　そして、ユーリが芹沢以上に怒りの表情でアイツを睨みつける。

「悠里！　今すぐソイツから離れるんだ！　君は騙されてるんだよ！」

「ウルサイ」

　怒りが限界突破したユーリが、ただ静かにそう呟く。

　それより。

「なあ……オマエ、ひょっとして俺達の後、つけてたのか？」

「っ!?」

　俺の言葉に、芹沢の奴がたじろぐ。

　あ、やっぱり。つか、これってストーカーじゃね？

「あ、当たり前だ！　オマエみたいな身の程を弁えないような輩と悠里が一緒にいていいわけがないんだ！　それに、悠里を護るのは僕の役目だ！」

「悠馬……アンタ……！」

　オイオイ！　とうとうストーカーしたって認めちゃったよ!?

　そしてその事実を知ったユーリは……うん、昨日のユーリのお母さんよりも怖いかもしれん。

　つ、つか。

「な、なあ……念のため聞くんだが、その、いつから……？」

「いつから、だって……？」

　俺がおそるおそる尋ねると、芹沢の表情がますます険しくなる。

「そんなの……そんなの！」

　顔を真っ赤にして顔を歪め、唇を噛む芹沢。

　身体を震わせ、拳を握る芹沢。

　……うん。コイツ、最初から後をつけてたな。

「うわ……キモチワルイ」

　とうとうユーリも、そんな芹沢に怒りを通り越して汚物でも見るかのような表情で、ポツリ、とそう呟いた。うん、俺もそう思う。

「……まあいい……悠里、さ、僕と一緒に帰ろう？」

　そう言うと、芹沢は怒りの表情からテレビで観るような、俳優〝沖田晴斗〟のさわやかな表情でユーリに手を伸ばした。

　だけど芹沢よ、その手、プルプルしてるぞ？　上手く感情を隠せてねーぞ？

　あ、ユーリさんや、そんな顔を引きつらせて逃げなくても……いや、逃げたくもなるわな。

「お、お願い、キモチワルイから近づかないでよ……」

　あー……さすがにユーリのそんな顔見たら、これ以上はマズイか。

「芹沢、俺達はデート中なんだ。邪魔するなんざ野暮だぞ？　ストーカーしてたのは見逃してやるから、サッサと消えろよ」

　俺はシッシッ、と犬を追い払うような仕草をする。

　俺にヘイトを集めて、ユーリから注目を外すために。

「うるさい！　本当に忌々しい奴だよ！　大体、オマエみたいな輩が、悠里に触れるだなんて……！　汚らわしい！」

「や、ストーカーには言われたくない」

　芹沢の罵倒に、俺は冷静に返す。

　つか、別に俺は怒ってないし。というより、今はむしろ哀れですらある。

　だって……これがあの若手俳優の注目株で、女子共がワーキャー言って褒めそやす、あの〝沖田晴斗〟なんだぜ？

　それが、唯一粘着するユーリには怒りを通り越して気持ち悪がられ、一介のモブでしかない俺に白い目で見られながら袖にされるっつー……うん、シュールだ。

「とにかく、これ以上つきまとうならケーサツ呼ぶぞ？　そうなったら、さすがにオマエも困るんじゃね？　週刊誌に『若手人気俳優の沖田晴斗、ストーカー行為で御用』なんでデカデカと載るハメになっちまうもんな？」

「っ!?」

　俺がスマホを取り出しながらそう言うと、さすがの芹沢もマズイと思ったのか、一歩後ずさった。

　あ、モチロン週刊誌へは、この俺がリークする気満々ですが何か？

「…………………………クソ」

　とうとう諦めたのか、芹沢は踵きびすを返……さないの!?

「悠里……一つ教えて？　君のその左手薬指のソレは……？」

　芹沢は憂いを帯びた表情でユーリに問いかける。

　つか、いつまで自分に酔ってるんだよ、このストーカー。

「私とヤマトの、〝絆の証〟」

　ユーリが凛とした表情で、力強く答える。

　俺はその姿に、胸がかあ、と熱くなった。

「そうか……その絆、続くといいね……」

　静かにそう呟くと、芹沢はフラフラと歩きながら、今度こそ去って行った。

「ふう……」

　完全に芹沢の姿が消えたのを見て、ユーリがホッと息を吐く。

　俺は。

「ふあ……」

「ユーリ……」

　思わずユーリを抱きしめた。

　ユーリが、その左手にはめるその指輪を〝絆の証〟と、そう言ってくれたことが嬉しくて。

「ヤマト……ちゅ……」

　すると、ユーリは俺の唇に軽くキスをした。

「えへへ……さあ、早くスーパーに寄って帰ろ？」

「ん……そうだな」

　俺達は互いの手を握り合うと、近所のスーパーを目指して歩き出した。

　だけど……俺の中で不安がくすぶる。

　最後の芹沢の言葉……。

『その絆、続くといいね……』

　とはいえ。

「ま、なら俺は、全力で阻止するだけなんだけど」

「？　ヤマト？」

　俺の呟きを聞き、ユーリがキョトンとする。

　おっと、ユーリを不安にさせるわけにはいかねーな。

　俺はさっきの呟きをごまかすかのように、ユーリの髪をくしゃ、と撫でると、ユーリは嬉しそうに目を細めた。




　ユーリ……何があっても、絶対に俺が何とかしてみせるからな。
















第三章　決して切れない〝久坂大和〟と〝御前様〟







久坂大和は藤堂エルザに芹沢悠馬との出会いを尋ねる。




「えへへー、ヤマトーヤマトー！」

　初デート、そして、初キスから一週間経過後の昼休み。

　風紀委員会室で今、ユーリがスリスリゴロゴロしながらモーレツに俺に甘えている。

　や、ユーリさん？　周りが見てるんですけど？

「んふふー、今日も美味しいです！」

　あ、藤堂エルザは弁当に夢中でコッチ見てなかったわ。

「ふむ……久坂くん、ついでに私も甘えていいか？」

「木戸先輩、ヤメテクダサイ」

　今日の藤堂エルザ番である風紀委員長様が、また訳の分からないことを言い始めた。

　この人、一体どこからどこまでが本気なんだろう……。

「えへへー、木戸先輩ダメですよ？　ヤマトは私だけなんですから」

　ユーリがそれはもうニコニコしながら先輩をたしなめる。

　いやあ、ゴキゲンだから怒らないのな……いや違った。ユーリ、メッチャ怒ってる。

　だって、眉毛がピクピクしてるし。

「ふむ、仕方ない。今日のところは諦めるか」

「「いや、明日以降も諦めてくださいよ」」

　俺とユーリは二人同時にツッコミを入れるが、先輩は素知らぬ顔で弁当を食べ始めた。

　ちなみに、今日は何故か俺とユーリの分だけでなく、先輩、藤堂エルザの分も持ってきている。

　いやあ、まさか藤堂エルザだけじゃなく、風紀委員の面々からも弁当の催促を受ける羽目になるとは思ってもみなかった。

　何でもユーリが風紀委員会で散々自慢するもんだから、同席している委員達がどうしても食べたいとユーリと木戸先輩に懇願したのが原因とか。

『いや……すまんが、これからはうちの委員達にも弁当を作ってやってはくれないか……？』

　月曜日、あんなに神妙な面持ちで木戸先輩に頼まれた時は、さすがに断れなかったなあ……。

　そしてそうなると、当然藤堂エルザだけ仲間外れにする訳にもいかず……結局、文香の分も入れて毎日五人分の弁当を作る始末だ……。

　でも。

「ふああああ……今日もヤマトのお弁当は美味しいなあ……」

「ええ……本当に美味しいです……」

「ふむ……どうだ久坂くん、ぜひともうちの婿に……？」

　まあ、みんなこうやって美味しそうに食べてくれるんだから、作り甲斐あるんだけどな。

　つか先輩、そのうちユーリに刺されますよ？

　それより。

「なあ藤堂さん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど……」

「？　私ですか？」

　俺が藤堂エルザに声をかけると、彼女は箸を口にくわえたままキョトンとした。

　うーん……この仕草、本当にアイドルなんだろうか……。

「あ、うん……その、藤堂さんは芹沢の奴とは仕事か何かで知り合ったんだよな？」

「ええ、そうですね。今年の春くらいにバラエティ番組の収録でご一緒したんですが……」

　そう言うと、藤堂エルザが途端に暗い表情を見せた。

　何かあったんだろうか……。

「え、ええと……実は私、その収録の時に失敗して、大御所のタレントさんを怒らせてしまって……」

「ふんふん」

　ユーリも箸をくわえながら興味深そうに頷く。

　や、ユーリさんや、藤堂エルザと同じ仕草をしてますぞ？

「その時です。沖田晴斗……いえ、芹沢悠馬さんが私を助けてくれたのは」

　藤堂エルザは俯いていた顔を上げ、真剣な表情でみんなを見る。

「悠馬さんは、その大御所のタレントさんと私の間に入り、その方とまるで私の話題を逸らすかのように話をしながら離れ、しばらくすると戻って来てこう言いました。『あの人には僕からちゃんと話をしておいたから、君は心配することはないよ』って」

「へえ……」

「それからも、番組などでお会いする機会があるたびに、色々と声をかけたり気を遣っていただいたりして……わ、私、芸能界で……いえ、プライベートを含めて、その……と、友達がいなくて……それでその、悠馬さんのお気遣いが嬉しくて……」

　藤堂エルザは静かに目を瞑りながら、そっと胸に手を当てた。

　なるほどねえ……それで、藤堂エルザ……いや、藤堂さんは、芹沢の奴に絆ほだされちまった、ってことか。

「それで私は一念発起して、マネージャーさんにお願いして悠馬さんが通う学校を調べて、この学校に来たんです……」

「そっか……」

　ふうむ……何つーか、行動力がすげえ。

　この行動力こそが、トップアイドルたる所以なのかな。

「ふむ……で、この学校に来てみてどうだ？」

　先輩が顎をさすりながら藤堂さんに尋ねる。

　すると。

「はい！　すごく楽しいです！　そ、その、最初は私も色々と勘違いしたりして、久坂さんや中岡さんにひどいこと言ってしまったり、その……で、ですけど、こうやってご一緒にお弁当を食べたりして、本当に嬉しい……です……」

　そう言って、藤堂さんは顔を赤らめながら俯いてしまった。

　ああ、こんな彼女を見ちまったら、男ならほぼ全員魂を持ってかれちまうな……。

「そっか。まあヤマトのお弁当を一緒に食べる友達としては、そう言ってくれると嬉しいかな」

「っ！　は、はい！」

　ユーリは藤堂さんを見ながらニコリ、と微笑む。

　ああ、こういうところ、だよなあ。

　ユーリのこういうところに、俺は惹かれるんだよなあ。

　俺は楽しそうに話すユーリと藤堂さんを眺めながら、気がつけば頬を緩めていた。

　すると。

　――キーンコーン。

「む、予鈴が鳴ったな。早く行くぞ」

　俺達は慌てて弁当を片づける。

「あ、そうだ藤堂さん、最後に一つだけ。その、君に絡んだ大御所タレントって誰？」

「あ、ええと……さすがにそれを他の方に言うのは……」

「えー、いいじゃん。誰にも言わないから、ね？」

　藤堂さんは困った表情を浮かべるが、それでもなお俺は拝む仕草をみせてお願いすると。

「はあ……絶対にナイショですよ？　その……〝山やま南なみ藤とう十じゅう郎ろう〟さんです……」

「ええ!?　そうなの!?　そっかー……本当にありがとう！」

「あ、い、いえ」

　渋々答えてくれた彼女に驚いたフリをしつつ、俺は心からお礼を言うと、三人で急いで教室へと向かった。




久坂大和は中岡悠里の黒歴史を知る。




「それで、彼女へのあの質問の意味は何だったのかな？」

　学校が終わってスーパーで今日の食材を物色している中、ユーリが真剣な表情で尋ねてきた。

　いや……これは少し怒ってるかも。

「ああ、何で藤堂さんがあんなに芹沢の奴と仲がいいのか、ちょっと気になってな」

「ふーん……」

　俺がそう答えると、ユーリは納得いかないものの、とりあえずはこれで矛を収めてくれるらしい。本当に感謝。

　ということで。

「ユーリ、今日の晩メシは何がいい？」

「ふあ？　私が選んでいいの？」

　俺はそんなユーリへのお礼として、今日は彼女のオーダーでメシを作ることにした。

　でも、それが意外だったみたいで、ユーリは少しだけキョトンとする。

「うーん……せっかくヤマトが私のリクエストに応えてくれるっていうんだから、何かご馳走が食べたいなあ」

　そう呟くと、ユーリが舌をチロ、と出しながら少し悪戯っぽく微笑んだ。

　ほほう……俺がちゃんと答えないことへの意趣返しってわけか。

　よろしい、ならばそれに応えてやろうじゃないか。

「分かった。だったら手巻き寿司なんてどうだ？　もちろん、ユーリの好きな具でオッケーだぞ」

「ホントに！　やったー！」

　俺の提案に、ユーリが嬉しそうにはしゃいだ。

　うんうん、やっぱりユーリは可愛い。

「じゃあさ！　じゃあさ！　エビアボカドとかでもいいの？」

「おう、もちろんだ」

　瞳をキラキラさせながら、そんな可愛いおねだりをするユーリ……本当に可愛いなあ。

「ふああああ……よーし！　いっぱい具材を買うぞー！」

「はは！　おー！」

　俺とユーリはガットポーズをしながら、今日の手巻き寿司の具材を物色していった。




　　　　　※　※　※




「「「いただきまーす！」」」

　俺達は手を合わせると、早速手巻き海苔を手に取る。

「えへへー！　私はやっぱりエビアボカド！」

「私はもちろんイクラ！」

「んじゃ、俺はシンプルに穴子ときゅうりにするか」

　俺達は各々、酢飯と具材を海苔にのせ、器用に巻くとガブリ、とかぶりついた。

「はむ！　もぐもぐ……ふああああ！　すごく美味しい！」

「うんうん、やっぱりイクラだねー！」

「穴子もなかなか……良き！」

　うーん、今日は手巻き寿司にして正解だったな。

　だって。

「「美味しいー！」」

　大切な彼女と妹が、こんなにも喜ぶんだから。

　そして、俺達三人はものすごい勢いで巻いては食べ、巻いては食べを繰り返し……。

「「ごちそうさまでしたー！」」

　あれだけあった酢飯と具材は、瞬く間になくなってしまった。

「よーし、もうちょっとしたらデザート出してやるからなー」

「「わあい！」」

　二人が嬉しそうにバンザイをする。

　これも、最近の我が家の光景だ。

　ということで。

「さて、じゃあ一緒に片づけよ？」

「そうだな」

　俺とユーリは二人で食べた後の食器類を運ぶと、流し台の前に二人並んでその食器を洗う。

　これも、いつもの我が家の光景。

「うん、後は私がしておくから、ヤマトはデザートの用意、よろしくね」

「任せとけ」

　俺は流し台から離れて皿を三枚用意する。

　で、冷蔵庫からはカステラを、冷凍庫からはバニラアイスのカップを取り出して、と。

　後は、カステラとバニラアイスをそれぞれの皿に盛りつけたら完成だ。

　おっと、お湯を沸かしておかないと。

　てことで。

「ふああああ……美味しいー！」

「ホント、美味しい！」

　二人とも、カステラとバニラアイスを頬張ってホクホクしている。

　どれ、それじゃあ俺も……って。

「じー」

「どうしたユーリ、俺の顔なんか覗き込んで？」

「ニシシ……何でもない！」

「？」

　？　変な奴……。




　　　　　※　※　※




「うふふ！　悠里もちゃんと教えてあげたらいいのに！」

「えー、だってそのほうが面白いから！」

「…………………………」

　ユーリを家に送り届けた時、ちょうどユーリのお母さんも帰ってきたところだったので、お茶でもどうかと誘われて応接間にいるんだけど。

　まさか、俺のほっぺたにバニラアイスがついたままだったなんて……。

　ユーリさんや、気づいてたんなら、もっと早く言って欲しかった……つか、電車の中でジロジロ見られてたのも、そういうことか……。

「もう……ねえねえ大和くん、せっかくだから、悠里にリベンジしない？」

「へ？　リベンジ？」

「ちょっと待っててね！」

　そう言うと、ユーリのお母さんは席を立ってどこかへ行ってしまった。

「「？」」

　首を傾げる俺とユーリ。

　つか、ユーリへのリベンジって一体……。

「うふふ！　お待たせ！」

　ユーリのお母さんが、腕に何かを抱えて戻ってきた。

「ふああああああああ!?　お母様ダメ！　それは絶対にダメ！」

　ユーリはお母さんからその腕に抱える代物を取り上げようと必死で手を伸ばすけど、お母さんは笑いながらユーリから逃げ、そして。

「はい、大和くん」

「あ、はあ……って、中学の卒業アルバム……？」

「ダメー！」

　ああ、なるほど……この中に、ユーリの黒歴史があるってわけだな？

　お母さん、ナイス！

「フッフッフ……どれどれ？」

　俺はユーリに背中を向けるようにしながら、中学のアルバムを開くと……おお！

「ユーリって、中学の時は今と髪型違うんだな」

「ふあああああああ!?」

　顔を真っ赤にしてアルバムを取り返そうとするユーリ。

　だけど、俺はもっとユーリの中学時代を知りたいぞ？

　お母さんがユーリを押さえていてくれることもあり、俺はさらにアルバムをめくって……ん？

　これは……。

　アルバムに収録されている卒業文集の中から、アイツのモノを見つけた。

　……ふうん、やっぱりなあ。

　ま、それより。

「へえ……ユーリの右腕には『血塗られた漆黒の獣』が宿っているのかあ」

「ふあああああああああああああああ!?」

　この日の夜は、ユーリの新たな一面……もとい、黒歴史を知ることとなった。




久坂大和は藤堂エルザに話を持ちかけられる。




――キーンコーン。

「おっしゃあ！　今週も終わり！」

　金曜日の授業終了を告げるチャイムが鳴り、俺は思わずガッツポーズをする。

　何つっても、明日もユーリが家に来て、一緒に期末テストに向けた勉強会をすることになっているのだ。

　や、ユーリは毎日来てはいるんだけどね。

　とはいえ。

「ヤマト！　明日はよろしくね！」

　ユーリもそれはそれで嬉しいようで、駆け足でこちらにやって来ると、笑顔で念を押してきた。

「お、おう」

　ヤベ、ユーリを見てたらちょっと緊張してきた。

　だって……明日、文香は友達と遊びに行くっつって、いないんだよ……。

「あー、えへへ……ヤマト、緊張してるでしょ？」

　ユーリが俺の顔を覗き込みながら、悪戯っぽく微笑む。

　どうやら俺の考えていることは筒抜けだったようだ。

「そ、そういうユーリはどうなんだよ？」

「ふあ……私は緊張と期待で半々、かなあ……」

　頬赤らめ、ユーリは瞳を潤ませてそう答えた。

　き、期待、ですか……そ、それって……い、いやいやいや！　そ、それはまだ早いと思います！

「と、とにかく！　ユーリはこれから風紀委員会だろ？　今日は終わるまで待ってるからさ、早く行って来いよ」

「え？　そうなの？」

　俺が終わるまで待つと告げると、ユーリは意外だったのか不思議そうな顔をする。

「おう。今日の晩メシは焼肉でもしようかと思ってるから、あんまり準備とかもないしな」

「焼肉！」

　おおう、ユーリが焼肉というフレーズに飛びついたぞ。

「つーわけで、俺は教室にいるから早く行って来い」

「うん！　やっきにく♪　やっきにく♪」

　ユーリが焼肉の大合唱をしながら教室を出て行く。

　うん、やっぱりユーリは可愛いなあ。

　さて、と。

「ふわあ……ユーリが戻ってくるまで、昼寝でもするかあ」

　俺は席で突っ伏すと、そのままスヤスヤと眠りについた……んだけど……。

「……さん」

　ん？　誰かが俺を呼んでるぞ？

「……さん、久坂さん」

　どうやら気のせいじゃないみたいだな……。

　俺は眠っていた頭を無理矢理たたき起こし、気怠そうに顔を上げると。

「すいません、久坂さん……」

　そこには、申し訳なさそうに俺を見つめる藤堂さんがいた。

「あ、ああいや、別に構わねーけど……どうしたの？」

「あ、は、はい……少し、お話が……」

　そう言うと、藤堂さんは教室をキョロキョロと見回す。

　俺も同じように周りを見ると……うん、教室には俺と藤堂さんしかいないぞ。

　……この状況、藤堂さんのファンに見つかったらかなりマズイんじゃ……。




　　　　　※　※　※




■中岡悠里視点




「……では、今日の定例会議は終了する」

　木戸先輩が会議終了の宣言をすると、風紀委員達はそれぞれ肩の力を抜いた。

　さーて……えへへ、今日は焼肉だ！

　楽しみだなあ……って、ひょっとしてだけど……まさか、その、せ、精をつけるために焼肉にした、とか、そんなことはない……よね？

　ど、どうしよう……そう考えると私、すごく恥ずかしいことを嬉しそうに!?

「む、悠里、どうした？」

「ふあ!?　いいいいえ！　何でもない！　何でもないです！」

「？　そうか？」

　突然声をかけられて慌てふためく私を、木戸先輩は不思議そうに眺める。

　うう……こ、これ以上追及されるわけにはいかない！

「す、すいません！　ヤマトを待たせているので、これで失礼します！」

「あ、ああ……お疲れ？」

　そう言うと、私はそそくさと風紀委員会室を飛び出す。

　すると。

「ああ、中岡さん」

「あれ？　斎藤くん？」

　部屋を出たところで、斎藤くんにバッタリ出くわした。

　だけど、斎藤くんの様子が少しおかしい……。

「中岡さん……少しいいか？」

　神妙な面持ちで、斎藤くんが私を手招きするけど……一体何だろう？

「どうかした？」

「ああ、いや……その……ついてくれば分かる……」

　斎藤くんは気まずそうに、申し訳なさそうにそう呟くと、廊下を歩き出した。

「……？」

　私は訳が分からないまま、とりあえず彼の後をついていく。

　でも、向かっている先って……うちのクラスだよね？

　そして斎藤くんは案の定、教室の前でピタリ、と止まった。

　すると。

「（ここからは声を出さないでほしい……）」

　斎藤くんが人差し指を立てて口を塞ぐ仕草をしながら、小声でそんなことを言った。

　本当に、一体何があるんだろう……。

「（そっと教室の中を覗くといい）」

　？　教室？

　私は言われた通りに扉の隙間から教室の中を覗くと。

「っ!?」

　そこには、ヤマトと藤堂さんが二人きりで話をしていた。

　え？　え!?　これって……!?

　この状況に思考が追いつかず、頭の中がパニックになる。

「（シッ、静かに……とりあえず、様子を見てみよう……）」

　傍に寄る斎藤くんの言葉に頷くと、二人を凝視しながら私は耳を傾けた。

「え、ええと……藤堂さん……？」

「あ、は、はい……その……私、今まで本当に久坂さんのことを誤解していました……」

「あ、ああうん、それは前にも聞いたよな？」

「はい……そして、久坂さんとお昼をご一緒するようになり、久坂さんの人柄を知るにつれ、その……ますますその印象は変わって……」

「あ、そ、そう……」

　たどたどしく話す藤堂さんに、ヤマトは戸惑いながら聞いている。

　こ、これって、ひょっとして……。

「そ、それで……その……私の中で久坂さんの存在がどんどん大きくなって、気がつけば、私の中は久坂さんでいっぱいになって……！」

　藤堂さんの顔が上気し、潤んだ瞳でヤマトを見つめた。

　あ、こ、これ、やめさせなきゃ……！

　だけど。

「（……今、出て行ってはいけない）」

「（っ!?　お、お願い！　そこをどいてよ！）」

　立ち塞がる斎藤くんに、私は小声で懇願する。

　でも、斎藤くんは静かに首を横に振った。

　そして。

「（……中岡さん、酷なことを言うけど、藤堂さんは仮にもトップアイドルだ。結局は久坂も、彼女を受け入れることになるだろう……それでも、君はあの男を選ぶのか？）」

　え!?　さ、斎藤くん何を言って……!?

　その時。




「久坂さん……私は……私は、あなたのことが好きです」




久坂大和は藤堂エルザに意表を突かれる。




「久坂さん……私は……私は、あなたのことが好きです」




　…………………………は？

　彼女、今なんて言った？

　俺を、好き、だって？

　俺は藤堂さんから放たれた一言に思わずフリーズしてしまい、教室内に沈黙が訪れた。

　そして、我に返った俺の中から現れたもの……それは、今まで感じたことがないほどの強い怒りだった。

　拳を強く握り、俺はその怒りに任せて言葉を発しようとした、その時。

「お……「……と言うように、私は指示を受けました」……………………へ？」

　完全に機先を制され、しかも、藤堂さんにすまし顔でそんなことを言われてしまい、俺の思考は今度こそ完全に停止した。

「久坂さん、本当にごめんなさい……私が馬鹿だったばっかりに、こんな真似をしてしまいました……」

　藤堂さんは深々と頭を下げ、震える声で謝罪する。

「え？　え？」

　俺は理解が全く追いつかず、ただただマヌケな声を出すばかりだ。

「その……一からご説明します……」

　藤堂さんは、事の仔し細さいについて丁寧に説明してくれた。

　ユーリが毎日俺の家に通っている事実を知っていた藤堂さん達は、俺達が駅前に来るのを待ち、現れたタイミングを見計らって、藤堂さんと芹沢がわざと仲違いする場面を見せたこと。

　学校内でも険悪なムードを演出しつつ、それをきっかけとして風紀委員（江藤）を通じて俺達に接近したこと。

　そして、俺達との関係が深まったところで、藤堂さんが俺に嘘の告白することで俺とユーリを揺さぶること。

「……そして、その隙を突いて悠馬さん……いえ、芹沢悠馬が中岡さんを説得して、お二人の関係を解消させる……そんな計画でした……」

　そう言うと、藤堂さんは今にも泣きそうな表情で、唇をキュ、と噛んだ。

　はあ……なるほどね。

「……なあ藤堂さん、二つほど聞いていいか？」

「っ！　は、はい！　私でお答えできることでしたら何でも！」

　俺が藤堂さんに声をかけると、彼女は勢いよく顔を上げ、必死の表情で答えてくれた。

「まず一つ目だけど、どうして藤堂さんはそんな芹沢のずさんな計画に加担しようと思ったの？」

「はい……本当にお恥ずかしい話ですが、私はあの男から、『僕の大切な幼馴染が、久坂大和というクズに騙されている。だから、どうか手助けをしてほしい』と頼まれたんです……」

　オイオイ、陰で俺のことをクズ呼ばわりかよあのストーカー！

「そして、その後に聞かされた久坂さんの悪事の数々と、以前あの男に救われた恩もあり、私は二つ返事で協力することにしたんです……」

　つか、俺の悪事の数々、超気になるんだけど!?

「えーと、色々聞きたいことがあるのはやまやまなんだけど、とりあえず二つ目。それで、どうして藤堂さんは計画をぶち壊しにして、そのことを俺に話したんだ？」

「それはっ！　……それは、久坂さんと中岡さんのことを、知ったから……二人が本当は優しくて、お互いのことを想い合っていて、そして……久坂さんがそんな真似をするような人じゃないと、知ったから……」

　そう語ると、藤堂さんは今まで見たこともないような悲しい表情を見せた。

　それは、泣いてはいないんだけど、それ以上に泣いているかのような……そんな顔。

「そっか……ありがとう」

　俺は藤堂さんにそう告げると、彼女に向かって微笑んだ。

「っ！　…………………………うう」

　そして、彼女はとうとう抑えきれなくなり、泣き出してしまった。

　あーあ……あの野郎共、本当にクズだな。

「さて、と。ユーリ、いるんだろ？」

　俺は教室の扉のほうへと振り向き、そう声をかけた。

　すると。

「ヤマト……」

　ユーリは今にも泣き出しそうな、そんな表情で俺をじっと見つめる。

　まあ、俺とユーリを仲違いさせるなら、現場を直接見せるほうが効果的だからな。クソが。

「おう。ま、聞いてたと思うけど、どうやらそういうことらしいぞ」

「うん……」

　俺が努めて明るくそう言うが、ユーリは顔を伏せてしまった。

　ああ、本当にムカつく。

「それと！　もう一人いるんだろ！」

　俺は腹の底から大声で叫ぶ。

　この二人の女の子にこんなに悲しい思いをさせた張本人……〝斎藤一哉〟に向けて。

「……いや、俺は覗くつもりはなかったんだが、つい……「今回の件、仕組んだのはオマエだろ？」」

　言い訳がましく説明を始めた斎藤の言葉を遮り、俺は確信めいた言葉を告げた。

「待て。言っている意味が分からないが？」

　それでもなお、斎藤はとぼけながら肩を竦める。

「そもそも、この俺が仕組んだというのなら、そこにいる藤堂さんに確認してみたらどうなんだ？」

　そう言うと、斎藤は口の端を吊り上げ、藤堂さんを指差した。

「……藤堂さん」

　ユーリが少し弱々しい声で尋ねる。

「……いえ、私はこの計画を芹沢悠馬から聞きましたから、斎藤さんが関与しているかどうかは……」

　そう言って、藤堂さんはかぶりを振った。

「ふう……大体、なんでこの俺があの男の手助けをしないといけないんだ？　そもそも俺と芹沢には接点がないんだぞ？」

　藤堂さんの言葉を受け、斎藤は少し勝ち誇るかのようにそう言うが、オマエ、自分で自分の首を絞めてるぞ？

「ええと？　『僕にはたった一人、大切な親友がいます。それは、三組の芹沢悠馬です』だったっけ？」

「っ!?」

　俺がそう呟くと、表情や態度こそ変わらないものの、明らかに斎藤の様子がおかしくなった。

「え、ええと……ヤマト……？」

　俺の言葉の意味が分からず、ユーリはおずおずと俺に尋ねる。

「ん？　ああ、コイツと芹沢……もちろんユーリもだけど、同じ中学出身なんだ。だよなあ？　三年一組、斎藤一哉くん？」

「…………………………」

　からかうようにそう告げると、斎藤は俺を睨みつけるが……ぶっちゃけキレてるのはコッチなんだよ！

「ええと、何だっけ？　小学校でイジメられてたところを、芹沢の奴に助けてもらって、それから親友になったとかなんとか……「黙れ！」」

　俺のふざけた態度と言葉に、斎藤が醜悪な顔で怒鳴った。

「そんなわけで、コイツは芹沢と繋がってたってことだ。んで、アイツに協力して色々とコソコソ動いてたっつーことなんだけど……俺、何か間違ったこと言ってるか？」

「…………………………」

　俺は斎藤に尋ねるが、結局は無言を貫く。じゃあ初めから怒鳴るなよ。

「ま、黙ってる時点で認めているのと同じなんだけどな。とにかく、オマエ等の計画は失敗したんだから、サッサと芹沢にでも伝えに行ったらどうだ？　つか、案外教室の外にいたりして」

「…………………………」

　俺の言葉に歯ぎしりしながら、斎藤は無言のまま教室を出て行った。




久坂大和は中岡悠里と藤堂エルザに説明する。




「ふう……」

　斎藤が教室から出て行ったのを最後まで見届けた後、俺は息を吐いた。

「ヤマト」

　おっと、ユーリが真剣な表情で俺を見つめているぞ。

　まあ、ちゃんと説明しておくか。

「ま、見ての通り、斎藤の奴は芹沢の友人……つか、駒だったわけなんだけど……」

　俺はユーリと藤堂さんに、自分の推理した考えを伝える。

　まず、芹沢と斎藤の接点について。

　これは、前にユーリのお母さんに見せてもらった中学の卒業文集が決め手だった。

　なにせ、俺が斎藤に言った内容は、斎藤が卒業文集で書いたものなんだからな。

　とはいえ、前々から斎藤のことはそうだろうとは思ってたんだけど。

　例えば、俺が教室で筆箱を投げつけられた時。

　あの時、島田の奴がキレて俺に投げやがったけど、その傍かたわらには斎藤がいた。

　そして、その後もまるで煽るかのように何かをささやいていたところも目撃してるからな。

　次に、藤堂さんと芹沢のバカが駅前にいた時。

　あの時も、カフェにいる俺達にタイミング良く話しかけてきやがった。

　そして斎藤が俺達から離れた瞬間、二人が突然口論を始めたんだ。

　つまり、俺達が二人に注目していることを確認して、芹沢に合図したんだろう。

　そう考えると、それ以前の斎藤の行動にも合点がいく。

　芹沢がその正体を明かした時、ユーリは藤堂さんに絡まれた際に俺が割って入ろうとしたところを斎藤に止められたのもそうだ。

　つか、そもそも斎藤が俺に絡んできたのは、ユーリに放送でいつも呼び出しを食らっていたことに、芹沢の奴がやきもきしてたんじゃなかろうか。

　んで、俺とユーリの関係について探りを入れるために、斎藤は俺に話しかけてきてたってわけだ。

「……てことで、実は藤堂さんが俺に告白した時、これは芹沢の差し金なんだろうな、ってのは薄々分かってたりするんだけど」

「……そうでしたか」

　俺がざっと一通り説明すると、藤堂さんは静かに目を瞑つぶる。

　そして。

「……ふふ、これでは友達失格、ですね」

　そう呟き、涙が一ひと滴しずく、彼女の頬を伝った。

「や、そんなことはないんじゃねーの？　なあ？」

　俺は努めて明るくそう言うと、ユーリにその続きをパスした。

「そうだよ！　結局、悪いのは悠馬の奴じゃないか！」

「そーそー。それと、こんなクソくだらねーこと考えやがった斎藤な」

　でも。

「ですが！　……ですが、私は今までお二人を騙して……「だーかーらー！　騙された奴が騙そうとしても、そもそも騙した奴が悪いわけであって……って、アレ？」」

　それでもなお自分を卑下しようとする藤堂さんの言葉を遮り、藤堂さんは悪くないってことを言おうとしたんだけど、言葉がこんがらがっちまった。

「結局、藤堂さんはちゃんとそのことを自分から話してくれたじゃないか！　だったらそれは、騙してないのと同じだよ！」

　うん、ユーリが俺の言いたいことを拾って、ちゃんと言葉にしてくれた。

　さすが俺の彼女。さすカノ。

「ですが……ですが……！」

　ユーリの言葉を聞いても、罪悪感に苛まれる藤堂さんは、涙を零しながら唇を噛む。

「……本当は言わないでおこうと思ったけど、この際だから言っておく。藤堂さん、君は最初からあの芹沢に騙されてたんだぞ？」

「最初から……騙されてた……？」

「ああ……前に教えてくれた、藤堂さんと芹沢が知り合うきっかけになった出来事……あれ、多分芹沢のヤラセだ」

「「ハイ？」」

　俺の言葉に、藤堂さんの目がテンになる……って、ユーリもかよ。

「ね、ねえ！　それってどういうこと!?」

「んー……まあ、大御所タレントの山南藤十郎が藤堂さんに絡んだこと。あれ自体が仕込みだってことだよ」

「「ええ!?」」

　俺はそのことについて、二人にかいつまんで説明する。

　藤堂さんから山南藤十郎の名前を聞き出した俺は、早速スマホで調べたんだけど、俺の読み通り、山南藤十郎は芹沢と同じ芸能事務所に所属していた。

　しかも同じ事務所だけあってか、よく同じドラマやバラエティ番組なんかにも出演してるし。

「……何より一番驚いたのは、芹沢が所属する芸能事務所なんだけど……そこの社長、芹沢と同じ名字だった」

「「…………………………」」

　さすがにここまで説明すると、二人とも声を失ってしまった。

「で、だ。藤堂さん、これでも自分が悪いと思う？　むしろ、完全に被害者だよね？」

　俺は彼女を諭すように、静かに問いかける。

　これ以上、彼女が思い悩まないようにするために。

「…………………………許せない」

「「…………………………（コクリ）」」

　肩を震わせ、ポツリ、と呟いた藤堂さんのその言葉に、俺とユーリは無言で頷く。

「許せない！　あの出来事でさえ紛い物だったなんて……！　私は……私は！　そんな男に騙されて……！」

「藤堂さん……」

　藤堂さんが拳を強く握りしめ、ぽろぽろと涙を零す。

　そしてユーリは、そんな藤堂さんの身体を、そっと支えた。

　ああ本当に……芹沢も、斎藤も、アイツ等に加担する奴全員、本当にクソだよ！

　俺もアイツ等への怒りで、どうにかなっちまいそうだ！

「友達だと……思ってたのにい……！」

　絞り出すように呟いた藤堂さんの言葉に、俺の胸が、かあ、と熱くなる。

　そして。

「……んだよ！　そんなクズが友達じゃなくなっても、俺やユーリがいるだろ！　藤堂さんだって俺の弁当食ったんだ！　だったら、藤堂さんも俺の大切な友達だ！」

　気づけば、俺は大声で叫んでいた。

　芹沢のしでかしたことが許せなくて。

　俺の友達を悲しませたことが許せなくて。

「そうだよ！　あんな奴なんかより、私達がいるじゃないか！　私は……私達は、藤堂さんの友達だよ！」

　ユーリも同じように大声で叫ぶ。

　だって、俺とユーリの思いは同じだから。

「久坂さん……！　中岡さん……！　うわああああああああん！」

　堪え切れなくなった藤堂さんは床にへたりこみ、そして、大声で泣いた。




久坂大和は藤堂エルザを夕食に誘う。




「ぐす……ひっく……」

　号泣していた藤堂さんは、先程よりは少し落ち着きを取り戻したようだ。

　それでも、まだその涙が止まる気配はない……。

　何とか……してあげたいな……。

「な、なあ、藤堂さん」

　俺はいてもたってもいられず、藤堂さんに声をかける。

「ぐす……はい……」

「藤堂さんは、今日はこれから仕事とかあったりする？」

「っ！　ヤマト！　今はそんな話……「い、いいえ……元々、今日の予定はありません……」」

　俺の言葉に反応したユーリがたしなめるように声を上げるが、それでも藤堂さんは俺の質問に答えてくれた。

「そ、その、だったらさ……俺ん家、今日焼肉なんだよね……」

　俺は頭をポリポリと掻きながら、そんなことを言ってみる。

「そ、そうだ！　藤堂さんもヤマトの家で一緒に焼肉食べようよ！」

　すると、それを察したユーリが、早速藤堂さんを誘った。

　藤堂さん、俺の弁当を喜んでくれたんだから、乗ってくれるといいんだけど……。

「ぐす……で、ですが……私がお邪魔しても、その……いいんですか……？」

　よし！　食いついたぞ！

「も、もちろん！　だって俺達、同じメシ食った〝友達〟だろ？　全然オッケー！」

「そ、そうだよ！　私も、藤堂さんと一緒に焼肉が食べたい！」

　俺達は身を乗り出すようにして、藤堂さんに追い打ちをかける。

　その時。

　――ぐう。

「あ、あわわわわわ!?」

　突然、藤堂さんのお腹が鳴り、彼女は顔を真っ赤にしてお腹を押さえた。

「あはは！　よし、藤堂さんのお腹はバッチリ焼肉を食べたいって言ってるみたいだな！」

「うんうん！　これはもう、ヤマトの家に来るしかないよね！」

「あうう……」

　うん、ナイスタイミングで腹が鳴ってくれたもんだ。

　おかげで藤堂さんも泣き止んで、すっかり意識が切り替わったみたいだ。

「さて。んじゃ、あんまり藤堂さんの腹を空かせたままじゃ悪いから、急いでスーパーに行こうぜ」

「うん！」

「あ、あうう……あんまりイジメないでください……」

　うん……とりあえず、もう大丈夫、かな。




　　　　　※　※　※




「「ただいまー」」

　俺は家の玄関を開け、三人で中に入ると。

「あ、お兄、悠里さんお帰りー……………………って、はあ!?」

　出迎えた文香が、もう一人の来訪者を見て口をパクパクさせる。

「お、おじゃまします……」

「ペ……〝ペール・ガーディアン〟の、エルルン……!?」

　うむうむ文香よ、初対面の人に向けて指を差すのは失礼だと思うぞ？

「あ、は、初めまして。〝藤堂エルザ〟です」

　そう言うと、藤堂さんがペコリ、とお辞儀をした。

「ちょ！　ちょちょちょっと！　お兄！」

「わ!?」

「（な、なんでエルルンがうちの家に来てるの!?）」

　俺は文香に強引に引っ張られ、そんなことを耳打ちされるが。

「決まってる。藤堂さんは俺達のクラスメイトで、友達だからな。今日は一緒に晩メシ食うことになった」

「はあああああ!?」

　おうふ……耳元で叫ぶなよ。

「えへへー、そういうことで、今日は焼肉だよ！」

　ユーリさんや、そういうことってどういうことだよ。

　でも。

「焼肉！　わーい！」

　単純なうちの妹君は、焼肉というフレーズに完全に意識を奪われ、諸手を挙げてその喜びを表現していた。

「さあさあ、藤堂さんも上がって上がって！」

　先に上がったユーリが、藤堂さんを手招きする。

「は、はい……」

　藤堂さんはおずおずと中に上がると、「コッチだよ！」と案内するユーリの後をついていった。

　さて……んじゃ、みんなが『美味い！』って言うような晩メシ、作るか。

　俺はまっすぐキッチンに向かい、買い物袋から焼肉の食材を取り出す。

　まず野菜類を綺麗に水洗い……って。

「と、藤堂さん!?」

「わ、私もお手伝いします！」

　そう言うと、藤堂さんは俺の隣に立ち、テキパキと野菜を洗い始めた。

　う、うーん……とりあえず、任せてみるか……。

　手の空いた俺は、メインである肉の用意をする。

　ボウルに買ってきた牛カルビと牛ロースを入れ、そこに醤油、酒、砂糖、コチュジャン、すりごま、ごま油と刻んだネギを入れ、さっくりと混ぜ合わせる。

　次に、ウインナーに切れ目を入れて、と。

　んで、藤堂さんの様子は……おお、意外と包丁捌きは様になってるぞ。

　うんうん、料理スキルに関しては、圧倒的にユーリよりも藤堂さんのほうが上……ハッ!?

　俺は急に冷たい視線を感じ、おそるおそるリビングに目を向けると、そこには頬っぺたをパンパンに膨らませたユーリが、洗濯物をたたみながらコッチを睨んでいた。

　さ、さあて、料理の続きをするかな……。

「く、久坂さん！　野菜は一通りできました！」

「お、どれどれ……うん、綺麗にカットできてる。藤堂さんが料理できるのは本当だったんだな」

「え、いや、そんな……」

　俺が笑顔で褒めると、藤堂さんは恥ずかしそうにしながらはにかんだ。

　うん、ここにファンがいたら、俺は確実に刈られていたことだろう。

「むうううううううううううう！」

　……いや、俺の命も風前の灯火かも……。




久坂大和は中岡悠里達に奪われる。




「「「「いただきまーす！」」」」

　俺達は熱したホットプレートで焼かれている肉や野菜を眺めながら、もう待ちきれないとばかりに手を合わせた。

　そして。

「ふああああ……お肉美味しいよお……！」

「んふふふふー！　美味しいです！　美味しいです！」

「あ！　お兄！　その肉は私が育ててるんだから、取っちゃダメ！」

　と、三人とも存分に焼肉を楽しんでいる模様。

　やっぱり焼肉の魔力はすげえ。

「つか、シメに焼きそばするから、ちゃんとペース配分考えろよー」

「「「了解！」」」

　うむ、ならよし。

　さて、それじゃ俺も……って。

「あのー……ユーリさん？」

「ふああ！　美味しい！」

　俺が取ろうとした牛カルビ肉を、まるでハゲタカがかっさらうかのように自分の口に放り込むユーリ。

　はあ……仕方ない、隣の……って。

「そのー……藤堂さん？」

「んふー！」

　牛ロース肉を、まるでハイエナが盗み取るかのように自分の口に放り込む藤堂さん。

　ふう……しょうがない、ウインナーでも……って。

「えーと……文香？」

「お兄、食べないの？」

　キョトンとしながら、俺が取ろうとしたウインナーをシレッと口に放り込む文香。

　あーはいはい、分かりましたよ！

　俺は熱くなる目頭を押さえながら、ひっそりと焦げかけのピーマンに箸を伸ばした。




　　　　　※　※　※




「「「ごちそうさまでした！」」」

「はいはい、お粗末様でした」

　シメの焼きそばまでペロリと平らげ、ご満悦の表情を浮かべる三人。

　つか三人ともあんな細い身体してるのに、よくあれだけの量が腹の中に入るよな……。

　そして、そんな三人を尻目に、俺が後片づけを始めると。

「あ、私もお手伝いします」

　そう言って、テーブルの食器類をまとめる藤堂さん。

「むうううううう！　私も後片づけするもん！」

　藤堂さんに妙に対抗意識を燃やし、こちらも後片づけに加わるユーリ。

　や、手の数は多ければ多いほど助かるけど……何だろう、ちょっとギスギスしている気が……ま、まあいいか……。

　俺はこれ以上深く考えないようにし、黙々と後片づけをする。

　すると。

「久坂さん、こちらのお皿はどちらに片づければいいですか？」

「あ、ああ、それは後ろの棚に……」

　そう言って、後ろに振り返ろうとしたところで……うおお!?

　なんと、目の前には藤堂さんの顔があった。

「う、うおっと!?」

「キャッ!?」

　危うくぶつかりそうになり、俺はのけ反ると、流し台に腰を打ってしまった。

「ア、アタタ……」

「だ、大丈夫ですか!?」

　藤堂さんが慌てて俺の傍に寄り、心配そうな表情で見つめる。

　つ、つか、顔がものすごく近いんだけど!?

「あ、だ、大丈夫だから」

「ほ、本当ですか？」

　俺は手で制してそう告げるも、藤堂さんに引き下がる様子はない。

　う、うーん……藤堂さん、やっぱりかなりの天然なんじゃ……。

「ハイハイ！　ヤマト、少したるんでるんじゃないかな！」

　見かねた……というより、イライラしたユーリが俺と藤堂さんの間に割って入り、キッ、と睨んだ。

　イヤイヤ、不可抗力だろ!?

「とにかく！　ここは私とヤマトでするから、〝エルザ〟はリビングに行ってて！」

　そう言って、ユーリはカウンター越しにリビングを指差す。

「あ……は、はい！」

　すると藤堂さんは嬉しそうにパタパタとリビングへ向かった。

「はあ……」

　ユーリがホッと一息吐く。

「それより、藤堂さんのこと、〝エルザ〟って呼ぶことにしたのな」

「だって、友達なのにそんなよそよそしい呼び方、変だよね？」

　俺がニヤニヤしながらそう言うと、ユーリは苦笑しながら肩を竦すくめた。

「それより……ヤマト、浮気したら許さないんだからね？」

　お、おおう……ユーリさん、何やら疑っている様子。

　だけど。

「バーカ、俺は未来永劫ユーリ一筋だって何度も言ってるだろ？」

「えへへ……ホントはそうだって分かってるんだけど、ね……」

　ユーリははにかんだ後、少しだけ申し訳なさそうな顔をした。

　はあ……全く。

「わ！」

「だけど、そうやってヤキモチ焼いてくれるのは、ユーリが俺のこと好きなんだって示してくれてるみたいで、その……俺としては悪くない気分だけどな」

　ユーリの頭を少し強引に撫でながら、俺はそんなことを言ったんだけど……やべ、この台詞、チョット恥ずかしい。

「うん……ヤマト、大好きだよ」

「ああ、俺もだよ」




　　　　　※　※　※




「お邪魔しました！」

　藤堂さんが靴を履きながら、文香に挨拶をする。

「はい！　エルルンもまたぜひ来てくださいね！」

　文香も文香で、エルルンが家に来てくれたことが嬉しかったようで、満面の笑みで手を振った。

「さあて、それじゃ二人とも、行こうか」

「「うん！（はい！）」」

　というわけで、俺達三人は家を出た。

「ええと、藤堂さんの家はどのあたりなの？」

「あ、はい。私はここから五つほど離れた駅なんですけど……さすがに一般の方に見られるとまずいので、いつも駅からタクシーを利用してます」

「あ、そういえば」

　確か駅前で芹沢とケンカのフリをしてた時も、タクシーに乗って行ったもんな。

「了解。んじゃ、藤堂さんも駅で」

「はい」

　だけど、藤堂さんがすっかり元気になってよかった。やっぱ焼肉の威力はすげえな。

　なんてことを考えていると。

　――ピト。

「ん？　ユーリ、どうした？」

「ん……エルザ、元気になって良かったね」

「ああ……そうだな……」

　俺とユーリは、すっかり機嫌が良くなった藤堂さんを見ながら、二人微笑んだ。
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久坂大和と中岡悠里は勉強会をする。




「ヤマト！　おはよー！」

　土曜日の朝、俺は駅前で待っていると、ユーリがやってきて元気に朝の挨拶をする。

　なお、今日のユーリは、グレーのダッフルコートにデニムのホットパンツ、黒タイツにこげ茶のローファーというコーデだ。眼福眼福。

「おう、おはよー！」

　俺はそんなユーリに手を挙げて挨拶を返した。

　うむうむ、やっぱりユーリは元気が一番だ。

「えへへー、今日はビシバシいくからね！」

　ユーリはそう宣言すると、ビシッと俺を指差す。

「あ、あははー……お手柔らかに頼む」

　俺は思わず冷汗をかきながら、苦笑いをした。

　そう、今日は予定通りユーリとの期末テストに向けた勉強会なのだ。

　そして……今日、家には誰もいない。

　うう、それを考えたら緊張してきた……。

「と、ところでユーリ、昼メシは何が食べたい？」

「え？　お昼？」

「おう。まずスーパーで昼メシと晩メシ買い込んだほうが手間も省けるし、そ、それに、その……これって、いわゆるおうちデート、だろ？」

　俺が恥ずかしそうにそう告げると。

「えーと……昨日の夜が焼肉だったから、お昼はさっぱりしたものがいいかなあ……そ、それと……ふああ、そんな風に言われちゃうと、緊張しちゃうよお……」

　俺の緊張が伝わったのか、ユーリも両手で頬を押さえながら恥ずかしそうにした。

　や、余計なこと言っちまった……。

「とと、とりあえずスーパーに行くか」

「う、うん……」

　俺とユーリはどちらからともなく手を繋ぎ、近所のスーパーを目指した。




　　　　　※　※　※




「あああああ！　チクショー、分からねーよ！」

　俺は英語の長文を睨みながら、大声で叫んだ。

「ほらほら、長文問題は全部を訳す必要はないんだ。問題に関連する単語の前後を見ると、ある程度答えが予測できるから」

　ユーリは一生懸命解き方を説明してくれるんだけど……そもそも、単語の意味がほとんど分からねーんだよ……。

「うーん……英語に関しては、まずヤマトに単語を覚えてもらうことが先決かも……ええと、ちょっと待ってね」

　そう言うと、ユーリはカバンの中をゴソゴソと漁り、そして。

「はい」

　ユーリが差し出したものは……うん、単語帳だな。

「私が英単語を覚えるために作ったものなんだ。これ、ヤマトにあげるね」

「そ、そりゃありがたいけど……い、いいのか？」

　俺は差し出された単語帳とユーリの顔を交互に見ながら、おずおずと尋ねる。

　や、だって、この単語帳作るのに、ユーリはすごく頑張ったわけで……。

「もちろんだよ！　私はヤマトにもっと勉強頑張ってもらって、そして……同じ大学に通うんだもん！」

　そうか、そうだったな。

「悪い、ユーリ」

　俺はユーリから単語帳を受け取り、強く握りしめた。

　ユーリがここまでしてくれるんだ……ここでやらねーでどうするんだ！

　ユーリの優しさと想いを受け取って気合いが入った俺は、今までになく黙々と勉強をこなす。

　そして、気づけば。

「んー……！　ヤマト、そろそろ休憩しようよ！」

「え？　休憩？　……って、もうこんな時間かよ!?」

　スマホの時計を見ると、時刻は既に一時を過ぎていた。

「わ、悪い！　すぐにメシの準備するから！」

「ヤ、ヤマト、落ち着いて！」

　俺は慌てて部屋を出ようとすると、ユーリが俺の脚にしがみついて制止した。

「もう……別にお昼過ぎたくらいで慌てなくたって……」

「や、だけど、せっかくユーリが勉強教えてくれてるのに、そのユーリを放ったらかしにするなんて……」

　少し苦笑するユーリに、俺は申し訳なさでいっぱいになる。

　けど。

「えへへ……でもそれって、ヤマトが私と同じ大学に行きたいって思ってくれて、それで真剣に勉強してくれた結果だよね？」

　そう言うと、ユーリはニコリ、と微笑んだ。

「そ、そうだよ……俺はユーリと同じ大学に行きたいんだよ」

「えへへ」

　うう、口に出すと恥ずかしいな……。

「と、とにかく、腹が減ったら勉強に集中できねーし、急いでメシ作るわ」

「あ、私も手伝……わないで、見守るだけにする……」

　ユーリは勢いよく手を挙げようとして、シュン、としながらその手を引っ込めた。

「おいおい……ユーリはいつも、メシ以外の家事のほとんどを手伝ってくれてるじゃねーか。それに、今日だってこうやって勉強まで教えてくれてる。だったら、美味いメシを作ることくらい、むしろ俺に任せてくれよ」

「ヤマト……うん！」

　俺の言葉に、ユーリの表情は明るさを取り戻した。

　全く……ユーリがメシまで作れるようになったら、俺の存在意義が問われるっつーの。

　てことで、俺はユーリのリクエストもあり、しめじとしその和風パスタとコンソメスープを簡単に作った。

「ふああああ……美味しそう……！」

「はは、まあ食おうぜ」

「「いただきます！」」

　手を合わせるなり、ユーリが素早くフォークを持ってパスタ麺をクルクルと巻くと、そのまま口へ。

　かなり時短で作ったから、ユーリの口に合えばいいんだけど……。

「うん！　やっぱりヤマトの作るご飯は美味しいなあ……！」

　ユーリは頬っぺたを押さえながら、最高の笑顔で咀嚼する。

　ああ……本当にユーリは可愛いなあ……。

「ユーリのためだったら、これから先ずっと、どんなメシだって作ってやるよ」

「ふあ……ヤ、ヤマト、どうしたの……？」

　俺の言葉に、ユーリが頬を染めながら上目遣いで尋ねる。

「いや……ただの俺の本音」

「ふああああ……嬉しい……」

　そんな感じで、俺達は今日も幸せに昼メシを食べると、後片づけを済ませ、午後の勉強に取りかかる。

　そして。

「よし！　終わった！」

「ヤマト、お疲れ様！」

　期末テストの出題範囲を全てクリアし、俺とユーリはガッツポーズした。

「うん、やっぱり明確な目標があると、勉強もはかどるな」

「うん！　……って、期末テストのこと？」

　何だよユーリ、そんなの、聞かなくても分かってるくせに。

「もちろん、ユーリと同じ大学に行くことだろ」

「うん……えへへ……」

　ユーリは俺の答えに満足したのか、嬉しそうにはにかむと。

　――ピト。

　俺の隣にやって来て、もたれかかった。

「えへへー、勉強も全部終わったし、その……もう甘えたっていいよね……？」

「もちろん」

　そう言って、俺はユーリの髪を撫でる。

　ユーリから、シャンプーのいい匂いがする……。

　そっとユーリの顔を覗き込むと、ユーリは気持ちよさそうに目を細めていた。

　ユーリ……。

「あ……ヤマト……」

　俺はユーリに顔をそっと近づけ、そして。

「ん……ちゅ……」

　ユーリにキスをした。

　だけど……今日の俺は、ユーリが愛おし過ぎて、ついこんなことをしてしまう。

「っ！　……ちゅ、ちゅぷ……」

　俺はユーリの口の中に舌を差し込む。

　ユーリは一瞬驚くけど、今度はユーリから俺の舌に絡めてきてくれた。

「ちゅ……くちゅ……れろ……ちゅぷ……」

　静まり返る部屋の中で、俺とユーリの舌を絡め合う音だけが響く。

「ちゅく……ぷは……ヤ、ヤマト……」

　しばらく続いた濃密なキスを離すと、ユーリは顔を上気させ、その潤んだ瞳で俺を見つめる。

　ユーリ……俺、は……。

　俺はそんなユーリの身体に手を回し、その豊満な胸にそっと触れ……。

「ただいまー！」

「なあああああああああああああ!?」

「ふあああああああああああああ!?」

　玄関から元気よく聞こえてきた文香の声に、俺もユーリも思わず大声を上げた。

　つ、つか、なんで文香がもう帰ってきてるんだよ!?

「ヤ、ヤマト、ほら……」

　ユーリがガッカリした様子で俺にスマホの画面を見せる……って。

「も、もうこんな時間……」

　スマホの時計は夕方の五時を示していた。

　チ、チクショウ……！　こんなことなら、昼の休憩の時に……。

　俺は悔しさのあまり、ガックリとうなだれていると。

「（……こ、今度はちゃんと、その……ね？）」

　蕩とろけるような表情を見せるユーリに耳元でささやかれ、逆にその興奮を静めるのに必死になる俺だった……。




久坂大和と中岡悠里は藤堂エルザに加勢する。




「はあ……」

　月曜になり、俺は駅前に向かってトボトボと歩く。

　や、だって、土曜日はせっかくのチャンスだったのに、まさかあんなことになるとは……。

　日曜日も文香は一日中家にいるもんだから、当然そんなことできるわけもなく……。

　ま、まあ、ユーリはああ言ってくれたし、またチャンスはある……はず。

　だけど。

「あああああ！　俺は健全な男子高校生なんだよ！　こんなの生殺しだろ！」

　俺は頭をガシガシと掻きながら、思わず叫んでしまった。

　――バシン。

「イタッ!?」

　な、何だ!?

　いきなり頭を叩かれた俺は、後ろを振り返ると……顔を真っ赤にしたユーリが立っていた。なんで!?

「え？　ユ、ユーリ!?」

「もおおおおお！　バカ！」

　い、いや、つか待ち合わせ場所は駅前だろ!?　なんでその途中で出くわすんだよ!?

「せ、せっかく早めに着いたから、ヤマトと合流しようと思って来たのに……何恥ずかしいこと言ってるんだよ！」

「ちょ!?　痛いから!?」

　ユーリは頬を膨らませ、しばらくポカポカと俺を叩き続ける。

「ハア……ハア……も、もう、あんな恥ずかしいこと、絶対叫んじゃダメだからね！」

「はい……」

　ユーリに叱られ、俺はシュン、とうなだれた。

　で、でも、俺も高校生なので……その……ねえ？

「とにかく！　早く学校に行こ！」

「はい……」

　いまだに怒りの収まらないユーリの後を、俺はすごすごとついて行った。




　　　　　※　※　※




「おはよー！」

「はよーっす」

　俺とユーリは教室の扉をくぐると、窓際で人だかりができていた。

　はあ……つか、毎回毎回問題しか起こせねーのか、あのクズは。

「とにかく、様子を見に行こう」

「おう」

　藤堂さんのことが心配な俺達は、急いで人だかりに加わる。

　すると。

「藤堂さん！　違う！　あれは誤解なんだ！」

「ハア……誤解でも何でも構いませんから、どうか二度と話しかけないでください」

　必死で訴える芹沢に対し、迷惑そうな表情をしながら額を押さえてかぶりを振る藤堂さん。

　そして、それを困惑した表情でオロオロと眺めるクラスメイト達。

　まあ、週が明けた途端、いきなりこんな状況になってたら、何も知らない連中は混乱するだろうな。

「いいかい藤堂さん、君はあの悪あく辣らつな男に騙され……「久坂さんの悪口は止めてください！」」

　おおう……芹沢の奴、あくまでも俺を悪者にしようって腹なんだな。

　でも、藤堂さんはそんな俺を庇ってくれた。ちょっと……いや、かなり嬉しい。

　ただし、男子からのヘイトは溜まりそうだけど。

「久坂さんはすごく優しい方です！　それこそ、あなたみたいなうわべだけの、軽薄な方とは比べものにならないくらいに！」

　い、いやいや、それは言い過ぎじゃない!?

　というか、あんまり俺を話題にすると、ますますヘイトが……そして……。

「むうううううううう！」

　ほらああああ！　ユーリが怒ってるうううう！

「違う！　それこそ君はアイツのうわべに騙されているんだ！」

　それでもなお自分は悪くない、悪いのは久坂大和（俺）だと言い張る芹沢。

　つか、どんだけ面の皮が厚いんだよ。

「ふざけないでください！　もし万が一久坂さんがあなたの言うようにうわべだけの人でしたら、悠里さんがあれほど慕うはずないじゃないですか！」

　本気でキレた藤堂さんは、芹沢の言葉に真っ向から反論する。

　そして、藤堂さんの言葉を受けて嬉しそうにはにかむユーリ。

　ま、まあ、機嫌が直って何よりだ。

「っ！　違う！　悠里も騙され……「うるさい！」」

　とうとうユーリまで引き合いに出され、キレたユーリが参戦する。

「いい加減に気づきなよ！　私もエルザも、アンタみたいな最低な男、金輪際関わり合いになりたくないんだ！」

　藤堂さんと芹沢の間に割って入り、大声で宣言するユーリ。

　こうなってくると、クラスの連中もどちらの言い分が正しいか、理解し始めたようで。

「な、なあ……やっぱり」

「うんうん、うわー……あの〝沖田晴斗〟が……」

「私、ファンやめる」

「アタシも……」

　こうなると、もはや芹沢に流れを変えることは不可能だろ。

　で、ここで斎藤の奴はというと……あーあ、悔しそうに歯噛みしてやがる。

「……藤堂さん、後悔しても遅いよ……？」

　俯うつむく芹沢は、覗き込むようにしながら藤堂さんを鋭く睨みつける。

　……つーかコイツ、まだ何かやらかすつもりなのか……？

「ねえ悠馬、それってどういう意味かな？」

　芹沢の不穏な発言に反応し、ユーリが睨みながら問い質ただす。

　すると。

「さあ、ね……？」

　口の端を醜悪に歪め、芹沢はもう終わりとばかりに手をヒラヒラさせて教室を出て行った。

　いやいや!?　オマエ、あれだけ引っ掻き回しときながら勝手にフェードアウトかよ!?

　つか、授業はどうすんだよ!?

　あ、ある意味とんでもない器の持ち主なのかも……。

　俺はそんな芹沢を眺めながら、薄ら笑いを浮かべるが精一杯だった。




芹沢悠馬は破滅への道を歩み始める。




■芹沢悠馬視点




「そうなんだ！　悠里にまとわりつく、本当にクズのような存在なんだ！」

　芸能事務所、〝オフィス・カモ〟。

　その社長室で、僕は社長であり父である〝芹沢春はる馬ま〟に訴えている。

　あの男……久坂大和というクズのような存在について。

「しかもあろうことか、あの男は悠里に対し、キ、キ、キスまで！」

　僕はあの時のことを思い出し、思わず胸を掻きむしった。

　悠里を……僕の悠里を、キズモノにしやがって！

「大体、悠里も悠里だよ！　僕という〝運命の男〟がいながら、一時の気まぐれで男遊びなんて！　僕と一緒になった暁には、常に監視させるんだからな！」

　そうだよ！　もうこんな馬鹿な真似をしないように、しっかりと管理してあげなきゃ！

「ふう……とりあえず、話は分かった」

　僕の話を聞いたお父さんは、深く息を吐くと、静かに目を瞑った。

「全く……〝貴彦〟の奴はあの〝女帝〟に三行半を突きつけられ、肝心の息子は意中の女一人もままならないとは、な……」

「ち、違うんだ、お父さん！　これは、あの久坂って……「黙れ」」

　誤解しないように久坂の悪事を訴えようとしても、お父さんが鋭く睨んでそれを遮る。

　全部あのクズが悪いのに……！

「悠馬」

「は、はい！」

「何度も言うが、お前と中岡の娘が一緒になるのは、貴彦との約束でお前が生まれる前から決まっていたんだ。そして、私と貴彦、それにお前とで手中に収めた中岡グループを世界一とするために」

「う、うん！」

　僕はお父さんの言葉に、力強く頷く。

　そう……これは運命。

　容姿、頭脳、財力、いずれも誰よりも優れている僕が、悠里と一緒に中岡グループを発展させ、そして、この世に名を刻む……。

　これは、僕が生まれる前から決まっていたこと。

「それを……貴彦もお前も台無しにした」

「っ!?」

　今まで見たこともないような表情で、お父さんが僕を睨む。

「だ、だけどそ……「お前にチャンスをやる。どんな手を使ってもいい、中岡の娘を自分の女にしろ」」

　お父さんは人差し指を立てて僕を見据え、そう告げる。

「も、もちろん！　どんなことをしても、あのクズから悠里を引き剥がさないと！」

「話は以上だ」

　そう言うと、お父さんはソファーから立ち上がって自分のデスクへと戻る。

　僕も一刻も早く悠里を救わないと……！

「ああ、そうそう」

　席を立ち、部屋を出ようとした僕に、お父さんが背中越しに声をかけた。

「お前の知り合いの〝ペール・ガーディアン〟のセンター……確か、藤堂エルザ、とか言ったな？」

「ああうん……あのクソ女がどうかしたの？」

「向こうの事務所とも話をつけて、今後一切、芸能活動をできなくしておいた。もう煩わされることもないだろう」

「っ！」

　さすがは僕のお父さん！　仕事が早い！

　ふふ……明日、あの女はどんな顔をするかなあ？

　僕をコケにした報いを受ければいいんだ！

「それじゃ……僕はやるよ！」

「ああ」

　僕は部屋を出ると、すぐにメッセージアプリを打つ。




　――僕の一番の〝犬〟、斎藤一哉に。




　　　　　※　※　※




「急に呼び出して、どうした？」

　プライベート用のマンションの一室にメッセージアプリで呼び出すと、〝犬〟は嬉しそうに三十分もしないうちにやってきた。

「決まってるだろ！　あのクズを悠里から引き離すんだよ！」

「あ、ああ……それは分かっているが……」

　僕が怒鳴ると、〝犬〟はしどろもどろになる。

　全く……こういうところは小学生の時から全然成長してないな。

「……とにかく、お父さんからはどんな手段でも構わないとのお墨付きももらった。だから……分かるだろ？」

「っ!?」

　僕が〝犬〟を下から睨みつけながらそう告げると、〝犬〟のくせに人並みに息を飲んだ。

「そうだな……場所はココでいいよ。後は……」

「だ、だが……中岡は武道の……「だーかーらー、手段は選ばないって言っただろ！」」

　もう！　本当に物分かりが悪いな！

「……必要な金は僕が手配するから、君はただ、悠里を連れてくればいいんだよ」

「…………………………」

「僕が信頼できるのは、君だけなんだ……頼む！　僕を助けてくれ！」

「っ！　……分かった」

　フフフ……本当に扱いやすいバカ〝犬〟だよ。

　小学生の時の一件だって、僕がけしかけてイジメただけなのに。

　なのに、こうやってチョット弱みを見せたら、まるで自分こそが僕の理解者だとばかりにホイホイと手を貸してくれるんだから。

「じゃあ……悠里をここに連れてくることができたら、すぐに連絡して？　あ、モチロン、一週間後とか悠長なこと言わずに、そうだな……三日以内でよろしくね？」

「……ああ」

「それじゃ……って、大事なことを言うのを忘れていたよ」

「？」

　踵きびすを返そうとする〝犬〟を呼び止めると、彼は不思議そうな顔をして首を傾げた。

「あのクソ女……藤堂エルザだけど、悠里のついでに君が好きにしていいよ」

「っ!?　だ、だが彼女は〝ペール・ガーディアン〟の……！」

「ああ、もう彼女はアイドルじゃなくなるし。それに、君にはいつも苦労をかけてるからね。僕からのお礼だよ」

　そう告げると、〝犬〟の瞳が困惑の色から期待と興奮の色に変わる。

　フン……下衆だなあ。

「わ、分かった！　任せてくれ！」

「よろしくね。もちろんあのクソ女と致す時も、ココを使ってくれて構わないからね？」

「何から何まで……すまない……」

　〝犬〟は深々と頭を下げた後、嬉しそうに部屋を飛び出して行った。

「アハハハハ！　これであのクズも、クソ女も僕の前から消える！　そして悠里……君には僕がちゃあんと教えてあげる。君には誰が一番相応しいのか、ね？」




久坂大和は最大限警戒する。




「はむ！　もう！　本当に腹が立つ！」

「モグ！　本当です！」

　昼休み。

　朝の一件で、うちのユーリさんと藤堂さんが、俺の弁当をモシャモシャ食べながらものすごくキレていらっしゃる。

　まあ、あのクズストーカーの態度には、当事者である二人がキレるのも無理ないけど。

　とはいえ、怒るか食べるかどっちかにすればいいのに。

「まあまあ、芹沢く……「「〝くん〟づけいらない！」」……芹沢もあの後早引きしちゃってもういないんだし、落ち着こうよ」

「ヤダ！」

「イヤです！」

　江藤が二人をなだめるが、二人は聞く耳を持たないようで。

　すると江藤は深い溜息を吐ついた後、チラリ、とこちらを見た。

　……俺に二人を何とかしろ、と？

「俺はそれよりも、アイツが吐はいた言葉……『後悔しても遅い』ってのが気になるけどな。つっても、大体想像できるけど」

　俺がそう言うと、ユーリは静かに頷き、藤堂さんはキョトンとしている。

　や、藤堂さん自分のことだぞ？

「そうだね……確か、〝クズ〟の父親がアイツの所属する芸能事務所の社長なんでしょ？」

「そうそう、しかもその芸能事務所ってのが、かなりの大手みたいでな。だから、藤堂さんの事務所に変な圧力かけたりするんじゃねーかと」

　とうとう芹沢のことを〝クズ〟としか呼ばなくなったユーリの言葉に同意しつつ、俺は自分の考えを伝えた。

「……私はいいですが、お世話になった社長やマネージャー、他のメンバーに迷惑をかけたくはないです……」

　俺達の話を聞いた藤堂さんが、暗い表情で俯く。

　だけど。

「まさか！　そんなこと、この私が絶対に許さないから！　もしそんな真似したら、それこそ……！」

　ユーリが右手に持つ箸を強く握りしめ、クズストーカーへの怒りをあらわにする。

　箸、折れそう……。

「とにかく、アイツはまだ何のリアクションもしてはいないけど、警戒だけは怠らないようにしねーとな。下手したら、強硬手段にでる可能性もある」

「「「強硬手段って？」」」

　まだあるのかと言わんばかりに、三人が顔をしかめながら俺を見た。

「ああ……それこそ、人さらいくらい平気でするかもな」

「「「っ!?」」」

　俺の言葉に、三人が思わず息を飲む。

「ま、まさか……さすがにそこまではしないのでは……？」

　藤堂さんは不安そうな表情を浮かべながらそう言うが。

「いや、アイツはわざわざ休日にユーリのストーカーまでするような男だぞ？　八方塞がりになって、そんな馬鹿な真似しないとも限らねえ……」

「そ、そんな……」

「だ、大丈夫だよ！　もし実力行使するような真似してきたら、それこそこの私が全員痛い目に遭わせてやる！」

　そう言って、ユーリがフンス、と気合いを入れるが。

「バカヤロウ！　お前に万が一のことがあったらどうすんだよ！」

「ふあ!?」

　俺は軽率なことを言ったユーリを怒鳴ると、ユーリは驚いて思わずのけ反った。

　だけど、これはハッキリと釘を刺しておかないと。

　もしユーリに何かあったら……俺は……！

「ヤマト……ごめんなさい……」

「あ、ああ……とにかく、無茶はするんじゃねーぞ？」

　ユーリはシュンとなって俯く。

　うう……だ、だけど、これはユーリのためだから……。

「と、とりあえず、今日から登下校はこの三人で固まってするぞ。朝は俺がユーリの家で合流して、その後、二人で藤堂さんの家まで迎えに行くから」

「「えええええ!?」」

　む、なんで二人はそんなに驚いてるんだ？

「ヤ、ヤマト、気持ちは嬉しいけど、その……無理してない？」

「無理なもんか。もし今まで通りにして何か起きたら、それこそ俺はどうにかなっちまうよ」

「う、うん……」

　俺がそう伝えると、ユーリは顔を赤らめながら同意してくれた。

「そ、その、私も……ですか……？」

「そりゃ当然だ。君だって俺の大切な友達なんだ。絶対に危ない目に遭わせられねえ」

「っ！　は、はい！」

　おずおずと尋ねる藤堂さんにそう答えると、藤堂さんも嬉しそうな表情を浮かべながら、俺の提案を受け入れてくれた。

　さて……あのクズストーカーのせいで、しばらくは一時間早起き確定だな……。




　　　　　※　※　※




　――キーンコーン。

「さーて、今日も授業終わりっと」

　一日の授業が全て終了し、俺は伸びをすると。

「ヤマト！」

「久坂さん！」

　ユーリと藤堂さんが、ニコニコしながら俺の席までやってきた。

「おう。んじゃ、帰……「私も一緒に帰ろう」……って、木戸先輩!?」

　なんと、木戸先輩が俺達の教室に突然やって来て、そんなことを宣言した。

「え、ええと、先輩……？」

「うむ、話は小春から全て聞いた。なあに、この私は悠里よりも強いのだ。何も心配することはない」

　などと言いながら、先輩が不敵な笑みを浮かべる。

　俺は思わずユーリを見ると、彼女は力強く頷いた。あ、そう。

「え、ええと……でしたらお願いします……」

「ああ。任せてくれ」

　そう言うと、先輩はその豊満な胸をドン……いや、ポヨン、と叩いた。

　と、とりあえず、頼りにしてます……。




久坂大和と中岡悠里は藤堂エルザを励ます。




「ふああ……お兄、おはよ」

「おう、おはよう」

　次の日の朝、いつもよりも早く起きている俺は、既に五人分の弁当を詰めていつでも家を出られる準備を終え、眠そうに目をこする文香に挨拶する。

「文香、朝メシはテーブルの上に置いてあるから、食い終わったら食洗器に入れて回しておいてくれよ。んで、これが今日の弁当な」

「了解……しっかし、あの晴斗キュンが悠里さんのストーカーだったなんて……幻滅だよう……」

　そう言うと、テーブルに座った文香が突っ伏した。

　というのも、昨日ユーリと藤堂さんが晩メシを食っている最中、芹沢についてどうするか、その対応なんかについて話をしていたんだけど、それは当然、同席していた文香も聞いていたわけで。

　そして、〝沖田晴斗〟のファンだった文香は、特にショックを受けているのだ。

「……結局、ストーカーのグッズとか整理するのに、夜中の二時までかかったよ……」

「何してんだよ……」

　俺は文香をジト目で観ながら溜息を吐いた。

「つーわけで、俺はもう行くから」

「はいはい、いってら～」

　突っ伏したまま手をヒラヒラさせる文香を尻目に、俺は家を出てユーリの家に向かう。

　や、ストーカー対策とはいえ、ユーリの家に直接迎えに行くのは、ちょっと新鮮。

　今回の一件が解決しても、ユーリの家に迎えに行くようにしようかな……。

　などと考えていると。

　――ピリリリリ。

　スマホが鳴り、俺はポケットから取り出す。

「ユーリ？　もしもし？」

『あ！　ヤマト！　ニュ、ニュース見た!?』

「へ？　ニュースって？」

『と、とにかく！　いったん切るから、メッセージアプリの芸能ニュース見てみて！』

　――プツ、ツー、ツー。

「な、何なんだ一体……」

　俺はユーリに言われた通り、メッセージアプリを開いてニュースの芸能欄を見ると。

「……へえ」

　そこには、『〝ペール・ガーディアン〟の絶対的センター、無期限活動休止』と書かれていた。

　俺はすぐに電話をかけ直した。

『ヤマト！　見た？』

「おう。つか、思った通り姑息な真似しやがったな」

『ホントだよ！　私、頭にきたからお母様に言いつけてやったんだ！』

　な、何ですと!?

　まさか……初手から最高戦力をぶつけてくるとは……！

「そ、それでユーリのお母さんはなんて言ってるんだ!?」

『そりゃあもちろん、『うちの人に変な入れ知恵つけたり、悠里に対してストーカー行為までしたり、オマケに悠里のお友達に非道いことをするなんて！』って言いながら、拳を振り回してた』

　お、おおう……クズストーカーの未来は終わった……。

「そ、そうか……とにかく、今急いでユーリの家に向かってるから」

『うん、待ってるね』

「おう、じゃな」

　俺はスマホの通話停止ボタンをタップし、ポケットにしまう。

　さて、急がねーと。




　　　　　※　※　※




「ご心配おかけしました……」

　俺とユーリが藤堂さんを迎えに行くと、彼女は今朝のニュースの件で申し訳なさそうに頭を下げる。

「ちょ、ちょっと！　悪いのはあのクズで、エルザは悪くないんだから！」

「そうだぜ。アイツがクソみてーな真似するからじゃねーか」

「ですが……」

　俺とユーリは悪いのはクズだって何度言っても、藤堂さんの表情はさえない。

　つか、自分が一番つらい目に遭ってるのに……。

「まあ、すぐに復帰できるから、心配しなくても大丈夫だよ！　ね？　ヤマト！」

「お、おう！　そうだぞ！　何つっても、最強のお人が俺達のバックについたからな！」

　ユーリを迎えに行った際、俺もユーリのお母さんに会って話を聞いた。

　何でも、今日中に藤堂さんの芸能事務所に話をするってことと、芹沢んとこの芸能事務所のタレントについて、中岡グループとその傘下、果ては仲の良い企業ひっくるめて番組や映画、その他諸々のスポンサーから全て降りるらしい。

　つまり、芹沢んとこのタレント、全員干されるってわけだ。

　そのことを話していた時のお母さん、すごく悪い顔してたな……と、とりあえず、敵じゃなくて良かった……。

　ま、お母さんにはそれ以外にもありがたいご提案をいただいたんだけど。

「本当にお二人には何て言っていいか……」

「ホントやめてよ、私達、友達でしょ！　ね、ヤマト！」

　なおも頭を下げる藤堂さんにユーリが励ましながら俺に相づちを求める。

「そうそう、ユーリの言う通りだよ」

　もちろん俺も、ユーリにしっかり相づちを打った。

「ま、後はあのクズストーカーが〝ざまぁ〟となる瞬間を待つだけって感じだな」

「そうだねー」

　俺とユーリはちょっとだけ悪い笑みを浮かべながら頷き合う。

　うん、アイツ等は本当に二度と浮上できないくらい痛い目に遭えばいい。

「ふ、ふふ……」

「お、やっと笑った」

「だねー」

　俺達のやり取りが、どうやら藤堂さんのツボに入ったみたいだ。

「ええ……お二人が友達で、本当によかった……」




　そう言うと、藤堂さんは涙を一ひと滴しずく零して微笑んだ。




久坂大和達は斎藤一哉に待ち伏せされる。




「はよー」

　学校に着いた俺達が教室に入ると、案の定というか何というか、クラスの連中が一斉に藤堂さんを見た。

「ふふ……大丈夫ですよ二人とも。私だってアイドルなんです。こういった視線には慣れてますから」

　俺達に気づいた藤堂さんが、むしろ俺達を気遣うかのようにそう言って、堂々とした振る舞いで自分の席へと向かう。

　その姿は、まさにトップアイドル、藤堂エルザのそれだった。

　その時。

「やあ、大変だったみたいだね、と……「話しかけないでください」」

　下卑た笑みを浮かべながら話しかけてきたクズに対して藤堂さんがそう言い放つと、あとは空気だと言わんばかりに全く相手にすることもなく席に着いた。

「ププ、ダサ」

「ねー」

　俺とユーリはあえて聞こえるくらいの大きさで笑いを堪えるかのようにそう呟くと、気づいたクズがこちらを睨みつけるが、俺達も当然無視した。

　さあて……今日の放課後あたり、何かやらかすかも、な。




　　　　　※　※　※




　――キーンコーン。

　六時間目終了のチャイムが鳴り、クラスメイト達が帰る準備を始める。

「ヤマト！」

「久坂さん！」

　そして二人は、今日も俺の元へと駆け寄ってきた。

「もちろん私もいるぞ」

　ハイハイ、分かっておりますよ、木戸先輩。

「さあて、全員揃ったし帰るか。あ、そうそう、今日の晩メシはどうする？」

　俺は三人におもむろにそう告げると。

「ハイ！　私は今日はハンバーグが食べたい！」

「そうですね……私はビーフシチューでしょうか……」

「む、私も久坂君のご飯を食べたいぞ！　ちなみに今の気分はグラタンだ！」

　三人が思い思いに食べたいものをリクエストした。

　つか、木戸先輩……誘う前からリクエストするのはチョット……や、誘うつもりではいましたけどね？

　だけど、そうだな……よし。

「分かった。じゃあビーフシチューをかけた煮込み風ハンバーグに、グラタンをつけよう」

「「「やったー！」」」

　うむうむ、三人とも喜んでくれたようで何よりだ。

「それじゃ、いつものスーパーに寄って帰るか」

「「「うん！（はい！）」」」

　てことで、俺達は学校を出てスーパーにより、必要な食材を買い込む。

「ふむふむ、久坂君は本当に何でもこなすのだな」

「はは……まあ、家事は俺の仕事ですから」

「そうか……どうだ？　私の婿に……「ダメです！」」

　耳聡く会話を聞いていたユーリが、すかさず先輩の暴走を止めにかかる。

「む、だが悠里だけずるいではないか！」

「うーん、そうですね……私も久坂さんでしたらぜひお婿さんにお願いし……「エルザもダメ！」」

　先輩の悪乗りに便乗した藤堂さんを、こちらもユーリがブレーキをかけた。

「二・人・共？」

「「ゴメンナサイ」」

　キッ、と睨むユーリに、さすがにこれ以上はマズイと感じた二人は、綺麗にお辞儀をした。

　だったら初めからからかわなければいいのに。




　　　　　※　※　※




「「「「ごちそうさまでしたー！」」」」

「おう、お粗末様でした」

　晩メシも終わり、ゴキゲンな表情で手を合わす四人。

　こうやって見ると、まるで巣の中で母鳥の餌を待つ雛みたいだな。

「ヤマト、一緒に片づけよ？」

「おう」

　俺とユーリはテキパキと後片づけを始めると。

「うーむ……見ていると、どうやら二人は見事なコンビだな。よし、なら二人揃って私のところに……「「行きませんから」」……むむ」

　イヤイヤ木戸先輩、なんでそんな怪訝な顔してるんですか。

「ふふ、本当にお二人はお似合いですよね」

　俺達のそんなやり取りを見ながら、藤堂さんが微笑む。

「ふあ……ありがとう、エルザ」

「……ふふ、どういたしまして」

　？　何が『ありがとう』なんだろう？

　まあいいや。

「さて、後片づけも終わったし、そろそろ帰ろっか」

　ユーリがそう宣言すると。

「そうですね、そろそろお暇しましょう」

「むむ、私はまだいたい……「先輩？」……むむむむむ……」

　ユーリに一睨みされ、先輩は渋々重い腰を上げた。

「じゃあ文香、俺は三人を送ってくるから、先に風呂入っとけよー」

「はいはい。悠里さん、エルルン、〝咲さく夜や〟さん、また来てくださいね！」

「うん、また明日ね！」

「はい、また来ますね！」

「むむ、私も明日も来るぞ！」

　うむう、家族の悠里と友達の藤堂さんはともかく、先輩は明日も来るみたいだ。

　ま、もちろんいいんだけどな。

「さて、それじゃ行こうか」

　俺達は家を出て、まずは一番遠い藤堂さんの家を目指す……んだけど。

「ウーン、やっぱり狙うならココだよなあ」

「だよねー」

「は、はい……」

「うむ、腕が鳴るな」

　俺とユーリは苦笑しながら肩を竦め、藤堂さんは少し怯えた表情を見せる。

　そして先輩は……って、ゴキゴキと拳を鳴らすのはヤメテクダサイ。

　とはいえ。

「さて……大人しくついて来てもらおうか」

　こんな人気のない場所に悪役然として斎藤とそのお仲間が現れたら、そんな態度になっちまうよね。




久坂大和達は大人達の力を借りて斎藤一哉を撃退する。




「さて……大人しくついて来てもらおうか」

　ユーリ達を送る途中、人気のない場所に差しかかったところで、斎藤と不良らしき男が数人、俺達の前に現れた。

「お、おい！　本当にあのエルルンだぞ！」

「お、おう！　しかも他の女の子二人も、スゲーレベル高くね？」

　そして不良達は、藤堂さんを始めユーリや木戸先輩を見て色めき立つ。

　つーか。

「おい斎藤、俺達を襲うにしても、ちゃんと人選はしたほうがよかったんじゃないか？」

「フン……余裕だな」

　俺は不良達を一瞥してからそう告げると、斎藤は鼻を鳴らして不敵に笑う。

　なんだよ斎藤、せっかく忠告してやったんだから、素直に受け入れたほうがいいと思うぞ？

　ま、結果は同じなんだけど。

「なあ久坂君、もうコイツ等を痛めつけていいのか？」

「ちょ!?　誰がそんなこと言いました!?」

　好戦的な木戸先輩が、嬉しそうにしながら腕を振り回すけど、そんな話じゃなかったよね!?

　と、とにかく早めに決着つけたほうが良さそうだ！

「フ……風紀委員長までいるのに、この程度の人数だと思っているのか？」

　斎藤はニヤリ、と笑いながら指を鳴らす。

「おい、本当に俺達の好きにしていいんだよな？」

「ああ、もちろんだ。ただし、ボブカットの女以外はな」

　ボブカット……ユーリはあのクズストーカーにお届け、ってことか。

「はあ……」

　俺はコイツ等の浅はかさに、額を手で押さえ、思わず深い溜息を吐いた。

「フフ……なんだ久坂、もう諦めたのか？　といっても、お前はここで痛い目に遭うんだがな。それこそ、二度と中岡悠里に近づこうとは考えなくなるほどに」

　斎藤がそう言った瞬間。

　――ガッ！

「うお!?」

「ふざけるな！　ヤマトに何かしたら、それこそただじゃおかないんだからね！」

　激高したユーリが、斎藤目がけて思い切りカバンを投げつけると、キッ、と睨んで怒鳴りつけた。

「ちょ!?　ユーリ落ち着け！」

「っ！　ヤマト！　だけど！」

　とりあえず俺はユーリをなだめるが、彼女は今にも斎藤につかみかかりそうな勢いだ。

　ヤ、ヤバイ……本当にサッサと終わらせよう。

「ま、まあ、斎藤はあの〝沖田晴斗〟もとい芹沢悠馬の差し金で、この場所で俺達を集団で襲いに来た。それで合ってるよな？」

「フン。その通りだが、そんなことをわざわざ聞いてどうするんだ？」

　俺の質問に嬉しそうに答える斎藤……あ、コイツもあのクズと一緒で馬鹿だ。

「や、オマエさ……今の会話、録音されてるとか、考えたことないの？」

「もちろん考えているさ。だが、そんなものは、お前達を攫さらった後に全て隠滅してしまえばいい」

「だーかーらー、オマエ等がこうやって襲撃してくることが分かってるのに、なんで俺達が何の用意もしてないって思うんだよ」

　そう言うと、俺はポケットからスマホを取り出すと。

「皆さん、よろしくお願いします」

「…………………………は？」

　すると、黒いスーツを着た強そうな人達がわらわらと現れた。

「な!?　な!?」

　突然のことに、困惑する斎藤。

　そしてそれを見ながらニヤニヤと嘲笑あざわらうユーリ達。

　これ、俺達が襲撃される可能性があるってユーリのお母さんに伝えたら、実際に襲撃されるまでの間、俺達の位置を確認するためのＧＰＳと、護衛をつけてくれたんだよな。

　男のプライドはないのかって？

　そんなもの、ユーリ達を危険にさらす可能性を考えたらより安全な策に乗るに決まってるだろ。プライドなんざポイだ。

　それをユーリのお母さんにも伝えたら、何故か逆に褒められた。

「ま、そういうわけで、オマエ達全員、暴行・脅迫未遂ってことでこちらの皆さんに警察に連れて行ってもらうから。あ、写真も撮られてるし音声データもあるから逃げられないからな」

　そう告げるが、それでもなお不良達は一目散に逃げ出した。

　まあ、後は大人に任せるとしよう。

「さて、オマエは逃げないの？」

　俺は地面にへたり込んでいる斎藤の肩をポンポン、と叩くが……うん、放心して俺の声が聞こえてねえ。

「ヤマト！」

「うん、しっかしあっけなく終わったな」

「だねー」

　俺とユーリは呆れた表情を浮かべながら、目の前の光景を眺めていた。

　その時。

　――ピリリリリ。

「ん？　だれのスマホだ？」

　突然鳴り響いたスマホの着信音に俺達はキョロキョロと周りを見回し、音の発信源を探すと……あ、斎藤だった。

「なあ、出ないの？」

「っ！」

　そう言うと、斎藤の身体がビクッとなり、慌ててポケットからスマホを取り出した。

「ももも、もしもし!?」

　うわあ……斎藤、声がメッチャ裏返ってる。

「ダダ、ダメだ！　もう俺達はオシマイなんだあああああ！」

　そして、思い切り叫ぶ斎藤。

「とりあえず貸せよ」

「あっ!?」

　俺は斎藤からスマホを取り上げ、ハンズフリー通話に切り替えた。

『おい斎藤！　斎藤!?』

　スマホの向こう側から、クズの焦った声が聞こえる。

「よう、クズ」

『っ！　その声……久坂大和か！』

「うるせーよ。とにかく、斎藤のバカは失敗してこれからケーサツに連れていかれるから。オマエも覚悟しとけよ？」

『ハ、ハア!?　な、何を言ってるんだ!?　僕は無関係だ！』

　はあ？　コイツ、何言ってるんだ？

「ホントにクズだよね。全部この斎藤く……クズ二号でいいや。二号がアンタの指示でやったって白状したよ！」

『そ、それが何だっていうんだ！　そんなものは知らない！』

「や、二号の台詞セリフを録音してあるんだけど……聞く？」

『っ!?』

　クズの息を飲む音が聞こえる。

『……フン、別に僕は斎藤に指示なんてしていないし、仮に斎藤がそう言ったからって、僕には関係ないよ。まあ、いざとなったら事務所の力でどうとでもなる』

　おーおー、このクズ開き直りやがった。

　だけど。

「何言ってるの？　アンタの芸能事務所なんか、もうすぐ潰れるかもしれないのにそんな余裕ないよ」

『つ、潰れるう!?』

　ユーリの放った一撃に、クズの驚愕の声が響く。

「そうだよ。アンタ達親子は、お母様を怒らせたんだ」

『ちょ!?　待っ』

　――ブツ、ツー、ツー。

　クズが何か言おうとしたが、俺は途中で通話終了ボタンをタップした。

　これ以上聞いてもイラっとするだけだし。

「さて、これで」

「うん！　一件落着、だね！」

　俺とユーリは、ハイタッチをして微笑み合った。




久坂大和と中岡悠里は今日も〝絆〟を確かめる。




「ヤマト、おはよー！」

「おう、はよー」

　あの一件があってから一か月後、今日も俺はユーリの家まで迎えに来た。

　や、だって、そのほうがユーリに早く逢えるし、それだけ長く一緒にいられるし。

「あ、今日はエルザ、休みだって」

「あー、やっぱりトップアイドルってのは忙しいのな」

　無期限活動停止と発表されてから、たったの二日で復帰した藤堂さんは、世間の憶測を呼んだ。

　そして、それと合わせるかのように突然、沖田晴斗をはじめとしたオフィス・カモに所属するタレント達が一斉にメディアから姿を消した現状に、マスコミたちはこぞってあることないこと書き立てた。

　沖田晴斗が藤堂エルザにフラれた腹いせに嫌がらせしたことへの報復だの、オフィス・カモの社長……クズの父親の脱税疑惑で国税庁が査察に入っただの、まあバラエティネタには事欠かなかった。

　や、ほぼ事実なんだけど。

　つか、それらのネタ全部、ユーリのお母さんが裏で手を引いてるんだけど。

　うん……ユーリのお母さんだけは絶対に敵に回してはいけない。

「あらあら大和くん、今日も悠里をよろしくね？」

「はは、はい！」

　ヤベ、余計なこと考えてたから妙に声が上ずった。

　あ、それと藤堂さんは今回の件でオフィス・カモに嫌がらせされた、悲劇のヒロインということで、別の意味で注目を集めることになった。

　その効果は絶大で、その人気はまさに絶頂を迎えていた。

　そのせいで最近はなかなか学校に来れないものの、何故かマネージャーが学校まで藤堂さんの弁当を受け取りに来ている。

「ホラホラ！　ヤマト、早く行かないと遅れちゃうよ！」

「お、おう。それじゃ、失礼します」

「うふふ、いってらっしゃい」

　お母さんに見送られ、俺達は学校へと向かった。




　　　　　※　※　※




「ヤマト！　お昼行こ！」

「おう」

　昼休みになり、いつものようにユーリが誘いに来た。

　俺はカバンから弁当を三つ取り出すと、ユーリと一緒に風紀委員会室へと向かう。

　その時、俺に視界に空席となった窓際の席と一番前真ん中の席を見やった。

　言わずもがな、芹沢と斎藤の席だ。

　芹沢については、あの時の音声データをはじめ、ユーリへのストーカー行為についても警察に被害届を出したことで、その存在は地に落ちた。

　つーかこの一か月、芹沢とオフィス・カモのニュースばっかりだけど。

　で、この学校にもいられなくなり、ひっそりと自主退学した。

　ただ木戸先輩は納得していないらしく、自主退学ではなく学校として正式に退学処分にすべきだとして、学校側……というか、祖父である理事長に働きかけているらしい。

　うん、木戸先輩もユーリのお母さんと一緒で、敵に回してはいけない人物だ。

　ただ、お願いですから少しは俺とユーリに気を遣ってください。

　や、だって、木戸先輩ときたら、あれ以来味をしめて毎日晩メシ食いに来てるんだぞ!?

　俺だって、ユーリと二人っきりになりたいんだよ！

　ああ、それと斎藤だけど、やっぱり首謀者ってことで退学となった上、保護観察処分になったらしい。

　今も芹沢と繋がってるのかは知らないけど、ま、今後は俺とユーリに関わってこないでほしい。

「ヤマト？」

「ん？　おお、悪い、ちょっと考えごとしてた」

「へー、どんなこと？」

　風紀委員会室の扉の前、ユーリが俺の顔を覗き込んだ。

「ああいや、この扉を開けたら、今日も風紀委員長殿がいるのかなあ、と」

「……いるんじゃない？」

「……だよなあ」

　俺とユーリは溜息を吐いて、扉を開けると。

「うむ、待っていたぞ！」

　何故か腕組みしながら、仁王立ちで待ち構える木戸先輩がいた。

「はあ……何やってるんですか」

「ん？　決まっている、弁当を待っていたのだ」

「直球すぎる！」

　はい……木戸先輩は、もはや俺の弁当だけが目当てです。

「しかし木戸先輩、小春達が怒ってましたよ？」

「む、何故だ？」

「木戸先輩ばかりヤマトのお弁当を食べてずるいって」

　ずるいって何だよ、ずるいって。

「仕方あるまい……これは風紀委員長の特権だからな」

「「いやいや、そんな特権与えてませんから」」

　俺とユーリは、そんな先輩の呟きに即座にツッコミを入れた。

「……まあ、昼メシにするか」

「……そだねー」

　俺達は肩を竦めながら、弁当の蓋を開ける。

「「「いただきまーす！」」」

　手を合わせ、食事を始めようとしたところで。

「風紀委員長！　至急お願いしたいことが！」

「むむ……今じゃないと、その……ダメか？」

「今すぐです！」

「むむむむむ……！」

　飛び込んできた江藤と弁当を交互に見ながら、ものすごく顔をしかめる先輩……。

「先輩、食べ終わった弁当箱は、放課後に返してくれればいいですから」

「そ、そうか！　小春、では行くぞ！」

「はーい」

　そう言うと、ホッとした様子の先輩が勇んで部屋を出て行く。

　そしてその後を行く江藤がクルリ、とこちらへと振り向き、笑顔で手を振った。

　ああ……なるほどね。

「ひょっとして、ユーリの仕込み？」

「えへへー、分かっちゃった？」

　どうやら二人きりになりたかったユーリが、江藤と結託して手を打った模様。

　ならば俺はユーリにこう告げよう。

「ナイス！」

「えへへー！」

　俺はゴキゲンにサムズアップすると、ユーリが俺に抱きついた。

　ちょ、ちょっと大胆すぎやしませんかね？

「ヤマト」

　最高の笑顔で俺の顔を覗き込むユーリ。

　俺の大切な彼女で、そして……俺の大切な〝家族〟。

　だから。




「ユーリ、大好きだ」

「えへへ……ヤマト、だーい好き！」





おしまい


















アフターストーリー







芹沢悠馬は更生への道を歩み始める？




■芹沢悠馬視点




「あああああ！　クソッ！　クソッ！　なんでこんなことになったんだよおおおおお！」

　僕はオフィス・カモに用意されている自分用のプライベートルームで、僕の目に映るもの全てをメチャクチャに殴り、壊し、投げ捨てる。

　それこそ、自分の拳が傷ついたりすることもお構いなしに。

　すると。

　――バタン！

　突然勢いよくドアが開け放たれ、そこには顔面蒼白のお父さんがいた。

「お父さん！　早くアイツ等をメチャクチャにしてやろうよ！　お父さんならできるよね！」

　そうだよ！　芸能界すら牛耳っているあのお父さんなんだ！

　お父さんなら、僕をこんな目に遭わせ、オマケに僕のユーリをまるで自分のモノだと勘違いしている久坂大和を、永遠に太陽の下に出られないようにしてやることだってできるんだ！

　僕は期待を込めてお父さんを見つめると。

「このクソバカがあああああ！」

「ギャッ!?」

　痛い!?　な、なんでお父さんがこの僕を殴るの!?

　僕はこの事務所の看板俳優なんだよ!?　顔が命だってこと、一番知っているのはお父さんのはずなのに!?

「フー……！　フー……！　オマエが……オマエが使えないせいで、この私の事務所は潰れるんだよ！　どうしてくれるんだ！」

「え……？」

　え？　え？　事務所が潰れる？

「な、何で……？」

「何でもクソもあるか！　私達は、あの〝女帝〟に明確に敵だと認定されてしまったんだよ！」

　そう言うと、お父さんは肩を震わせながら膝から崩れ落ち、床に両手をついた。

　だけど。

「そ、そんなの！　悠里のお母さんもあの久坂大和に騙されてるんだよ！　だからこそ、悠里も悠里のお母さんも救い出すために、あの憎い久坂大和を排除しないといけないんだ！」

　そうだよ！　全部、久坂大和のせいなんだ！

　だったら、僕達が真っ先にするべきは、あの久坂大和を……！

「ア、アハハハハ……私の息子は、ここまでバカだったのか……」

　僕があの男に憤る中、お父さんは乾いた笑いを浮かべている。

「お父さん！　こうなったらこの僕自ら、あの久坂大和を消してみせるよ……！」

　僕は決意を込め、拳を強く握りしめた。

　あの久坂大和を消して、今度こそ、僕は悠里を手に入れるんだ……！

「ハ……ハハ……貴彦の奴も今じゃすっかり毒が抜けて〝女帝〟にべったりだし、私の地位も財産も全てパー……もう、おしまいだ……ア、アハハハハ……」

　お父さんはブツブツと何か言っているけど、それもこの僕がどうにかすれば全部解決するんだ。

　待っててね、悠里、お父さん……！

　僕が……この物語の主人公である僕が、みんなを救い出してあげるから！




　　　　　※　※　※




「……まだ来ない、な」

　僕は路地の角から、あの久坂大和が住むマンションを睨みつける。

　ここで……僕の悠里がアイツに……！

　そう考えただけで、僕は胸を掻きむしりたくなる！

　まるで泥棒猫のように僕の悠里を攫さらい、しかも、悠里を洗脳して無理やり懐かせるだなんて……！

　それだけじゃない！

　あの藤堂エルザだって、あんなにこの僕を慕っていたのに、これもあの久坂大和が口先で騙して僕の悪口を言ってイメージを落として……！

　大体、なんであんなパッとしないモブなんかに、悠里も藤堂エルザも、あの風紀委員長さえなびくんだよ！

　こんなの、絶対卑怯な手を使っているとしか考えられない！

　それこそ、暴力と洗脳で訴えるかのような……！

「フ……フフフ……僕が来たからには、もう大丈夫だからね……？」

　カバンに手を入れて中にあるスタンガンを握りしめると、自然と僕の口の端が吊り上がる。

　だけど、それも仕方ないよね？

　だって……僕がこれで久坂大和を排除して、今度こそ悠里の洗脳を解くことができるんだから。

　その時……突然、僕は肩をポン、と叩かれた。

　鬱陶うっとうしい。

　そう思いながらも、これから行う久坂大和への粛清のことを考えると邪魔されるわけにはいかない。

　僕は渋々後ろへと振り返ると。

「……なんだ、君か」

　そこにいたのは斎藤一哉だった。

　だが、彼の目は少し虚ろで、身体もどこかフラフラとしていた。

「芹沢……」

「うん？　何だ？」

　ああもう……僕は忙しいのに面倒なヤツだ。

「ひょっとして……あの久坂大和達を……？」

「そうだよ」

　これ以上相手をするのも面倒な僕はその会話を打ち切り、再びマンションの入口に目を向ける。

「なあ……俺にも手伝わせてくれ」

「……は？」

　手伝う？　この僕を？

「君は何を言っているんだ？」

「……俺もあの二人には恨みがある。俺も、アイツ等をメチャクチャにしないと気が済まない……！」

　そう言うと、斎藤は今にも人を殺してしまうかのような視線でマンションを睨みつけた。

「へえ……」

　……最後くらい、この僕の役に立たせてやるか。

　それに、いざとなればコイツのせいにすればいいし。

「……分かったよ。本当は君を巻き込みたくなかったけど……君は、僕の親友だからね……その気持ち、分かるよ」

「っ！　……ありがとう、やっぱり芹沢は俺のたった一人の親友だ」

「お互い様だよ」

　僕と斎藤は、お互いの拳をコツン、とぶつけ合う。

　ま、こうやってしてやると、彼も喜ぶからね。

　さあて……それじゃ後は……っ!?

　現れた！

「く、くそう……！　あのクソ野郎、悠里と手を繋いで嬉しそうにしやがって……！」

　ダメだ……！　怒りと憎しみで、僕の中にある獣を抑えつけられない……！

　いや……違う！

　今こそ、僕の中の獣を解放してやる時なんだ！

　僕はチラリ、と斎藤を窺うかがうと、彼も決意の籠った目で力強く頷いた。

　さあ……狩りの始まりだ……！

「ハイ、そこまで」

「「…………………………は？」」

　いきなり後ろから気の抜けた声をかけられ、思わず振り向くと……そこには、やたらと体格のいい黒服の大人が数人立っていた。

「さすがにそこまでしてしまっては言い訳もできないな。ああ、もちろん写真も押さえていますよ」

「な、なんのこと……ヒッ!?」

　すると、僕と斎藤は黒服の男達にガシ、と肩をつかまれ、そのままどこかへと誘導されていく。

「い、一体この僕をどこへ!?」

「なあに、あの車に乗って目的の場所まで移動してもらうだけですよ」

「「ハア!?」」

　車に乗って移動だと!?

　この僕をどうするつもりなんだ!?

「ああ、そうそう。一応二人のご両親には許可はもらっていますから」

「許可だと!?　嘘を吐くな！　お父さんが、この僕が連れ去られることに『うん』と言うはずがないだろう！」

　そうだとも！　お父さんは一人息子であるこの僕が一番大切なんだ！

　また適当なことを言って、人さらいをしようとしても無駄だからな！

「まあまあ。あなた達二人は、これから長野の山奥にある民間の更生施設に入所することになったんです。もちろん全寮制で」

「「ハアアアアアア!?」」

　何だよソレ!?　なんで僕達がそんなところに入らないといけないんだ！」

「なお、お二人に拒否権はありませんから」

　そう言うと、黒服の男はニイ、と不気味に笑い、僕達を車の中へと無理やり押し込んだ。

「さあ、行きましょうか……おっと、大事なことを忘れていましたよ」

「だ、大事なこと!?」

　ま、まだ何かあるのか!?

「お二人は〝攻め〟と〝受け〟、どちらが良いですか？」

「「…………………………は？」」

　僕達は黒服の男の言っている意味が分からず、思わず呆けた声が漏れてしまった。

「ああいえね？　これから入所される施設、陸の孤島みたいなところですし、施設には男しかおりませんので、あらかじめ決めておかないとこれからの生活が大変かなあ、と思いまして」

「「？？？？？」」

　僕達は結局何のことか分からないまま、その施設へと向かう車の中でただ小さくなっていた……。




藤堂エルザは密かに想う。




■藤堂エルザ視点




「あれ？　エルザ、こんな日でもそのお弁当あるの？」

　アイドルグループ〝ペール・ガーディアン〟のリーダーである〝伊い東とうひかり〟が、最近ではお馴染みになりつつある私の持つお弁当を指差した。

「はい！　これは私の元気の源ですから！」

　そう、今日もマネージャーに無理を言って、久坂さんの元にお弁当を受け取りに行ってもらったんです！

　本当はさすがに大晦日なのでお断りしようと思ったのですが……。

『ダメだ！　大晦日だろうが何だろうが、ちゃんと栄養のあるものを食べないと！　それこそ身体を壊しちまうだろ！』

　と、久坂さんにたしなめられてしまいました。

　でも、大晦日にも久坂さんのご飯が食べられて嬉しいと思っていることは、久坂さんにはナイショです。

「はあ……だけど、そこまでマメに作ってくれる彼氏がいるなんて、羨ましいなあ……」

「なななななななななな!?」

　同じく〝ペール・ガーディアン〟の同期、〝鈴すず木き美み樹き〟が不意に放った言葉に、私は思わず赤面してしまった。

「ち、違います！　そもそも〝ペール・ガーディアン〟は恋愛禁止じゃないですか！」

「「アハハハハ！」」

　もう……二人共、笑い過ぎです……。

　それに久坂さんには、〝悠里さん〟という素晴らしい彼女さんがいるんですから……。




　　　　　※　※　※




　私には、幼い頃からお友達がいなかった。




　物心ついた頃から、私は子役として芸能界で活動していた関係で、学校の授業が終われば迎えの車ですぐに仕事に向かう、そんな日々を送っていた。

　当然そんな生活なので、私にお友達なんてできるはずもなく、撮影現場などでもチヤホヤしてくる大人達ばかり。

　だから、私はいつも一人で過ごすことが多く、当時マネージャーを務めていたお母さんくらいしか話し相手はいない。

　そんなお母さんも、芸能界に染まりきっていて、会話の内容は私の演技や仕草のことだけ。

　そんな中学三年のある日、私は新たに結成されたアイドルグループ〝ペール・ガーディアン〟に加入することになると、すぐにセンターに抜擢された。

　もちろん、そのことについて他のメンバーからの反発などもあったけど、そこは私もプロ、仕事としてハッキリと割り切っていた。

　そして、それからはアイドルとしての日々を、芸能界という場所になんの疑問も持たずにただ惰性で過ごしてきた私だったけど、十七歳を迎えた春の日。

　その日はバラエティの収録現場で、私はいつも通りスタジオ入りした。

　もちろん、芸能界にいる者の礼儀として、共演者の挨拶は欠かさない。

　この時もマネージャーとしっかり確認し、全ての出演者の楽屋へ行き、事前に挨拶を済ませた……かと思っていた……はずだった。

　本番前になり、スタジオに入った私に待っていたのは、大御所タレントからの罵声だった。

「若い娘が少し人気があるからといって、最低限の礼儀も知らんのか！」

　そんなバカな!?

　私はちゃんとマネージャーと出演者の確認もしたし、しっかりと挨拶もした！

　なのに……なのに、なんでこの〝山南藤十郎〟が共演者になっているの!?

　私は訳が分からなくなり、困惑してただオロオロした。

　その時。

「山南さん！　おはようございます！　それで、せっかくですし向こうでお話が……」

　そう言って、共演者の一人、沖田晴斗が山南さんを連れてスタジオの隅へと移動した。

　山南さんの怒りを鎮めるためにどうしていいか分からず、私は不安で押しつぶされそうになっていると、沖田晴斗が戻って来て。

「あの人には僕からちゃんと話しておいたから、君は心配することはないよ」

　そう言うと、沖田晴斗はニコリ、と微笑んだ。

　今までこうやって気にかけてくださった方がいなかった私は、彼の気遣いが嬉しかった。

　その後も、彼はいつも私に優しくしてくださり、また、私と同い年ということもあって、私は。

「あ、あの！　わ、私と〝友達〟になっていただけませんか！」

　勇気を振り絞って彼にそのことを伝えると、彼は微笑みながら快諾してくれた。

　私はそのことが嬉しくて、もっと友達である彼と色々お話がしたい、一緒に遊んだりしたいと考えるようになった。

　そして、高校二年の秋……私は思い切って沖田晴斗が通う学校に転校した。

　だけど……教室にいた沖田晴斗を見て私は愕然とした。

　だって、あの大人気俳優の沖田晴斗が、前髪でその顔を隠し、まるで目立たないようにしながらクラスメイト達からの嘲ちょう笑しょうの的にされていたのだから。

　だから、私はそれが許せなくて、苦しくて、その時仲裁に入ってくださった久坂さんと悠里さんにキツく当たってしまった……。

　それからも、私は事あるごとに久坂さんと悠里さんに絡んでしまう。

　そのせいで、久坂さんがいわれのない中傷を受け、あまつさえ物を投げつけられる被害にまで……。

　あの時のことを考えると、私は罪悪感で胸が張り裂けそうになる。

　久坂さんは『気にしてないし、藤堂さんは悪くない』と言ってくださるけど、私は一生このことを自分自身への戒めとして忘れないでおこうと思う。

　教室で問題を起こした私達に対し風紀委員会の監視がつくようになった時、私は沖田晴斗……いえ、芹沢悠馬から提案を持ちかけられた。

『僕の大切な幼馴染が、久坂大和というクズに騙されている。だから、そうか手助けをしてほしい！』

　私を見つめる芹沢悠馬のその瞳は真剣だった。

　だから、私は〝友達〟のためにと、その頼みを快諾した。

　私は芹沢悠馬と口論して仲違いをした振りをすると、久坂さん達に近づいた。

　もちろん、内心ではお二人……特に久坂さんに、嫌悪感を抱きながら。

　そして、お二人とお昼をご一緒した、その時。

「バカヤロウ！　栄養ってのはちゃんとご飯で摂るモンなんだよ！」

　久坂さんの突然の言葉に驚いてしまい、私は思わずキョトンとしてしまった。

　さらに、何故か久坂さんはご自分のお弁当を渡しへと差し出した。

「あ、そ、その……食べても、いいんです、か……？」

　私はお弁当と久坂さんを交互に見ながらおそるおそる尋ねると、彼は力強く頷いた。

　そして、私はそのお弁当を口に含むと……優しくて温かかった。

　誰かの手作りのご飯って、いつ以来だったかな……。

　そんなことを考えていると、急に胸がポカポカして、思わず泣きそうになってしまった。

　私はチラリ、と彼の様子を見ると、苦笑しながらも優しい瞳で私を見つめていた。

　そんな彼の姿に、私の頭の中は混乱を極めた。

　え？　だ、だって、この久坂大和という男は悠馬さんの幼馴染をたぶらかす悪い人で、悠馬さんがクラスであんな目に遭っている原因を作った人で……。

　だけど……このお弁当を一口食べるたびに、彼の温かい視線を感じるたびに、そんな風にはどうしても思えなくて……。

　私はそんな思いを悟られないように、今まで映画やドラマでもしたことがないほど必死で演技をした。

　そして、私は久坂さんのお弁当の味をどうしてももう一度味わいたくて、また私の分を作ってほしいとお願いするけど、久坂さんからは無理だと断られてしまった。

　仕方なく諦めた私だけど、多分、久坂さんは私のお弁当を見たら今日みたいに交換してもらえる……そう思った私は、せめてと思い、次の日は一番豪華なお弁当を用意した。

　すると、やっぱり今日も久坂さんは私の食事を見かねて交換してくれた。

　もちろん、用意しておいた豪華なお弁当を渡したけど、こんなものがなくても彼は交換してくれることは分かっていた。

　だって、彼は誰よりも優しい人だから。

　それからの私は、久坂さんや悠里さんと昼食をご一緒し、彼のお弁当に舌鼓を打ちながらも、気がつけば私の瞳には……いつも久坂さんが映っていた。

　そして、とうとう芹沢悠馬から私のスマホにメッセージが入る。

『明日の金曜日、悠里は風紀委員会に行く。その時を見計らって、久坂大和に告白する振りをしよう』

　それを読んだ時、私の中を占めたのは、こんなくだらないことに加担した私自身への怒りと、久坂さんと悠里さんに対する罪悪感だった。

　だから。

「久坂さん……私は……私は、あなたのことが好きです」

　そう告げた後、久坂さんが何かを言う前に。

「……と言うように、私は指示を受けました」

　そう、ハッキリと伝えた。

　それから、私は芹沢悠馬の企みを包み隠さず全て話した。

　久坂さんに罵られることも、嫌われてしまうことも覚悟の上で。

　だけど……だけど、彼は。

「そっか……ありがとう」

　そう言って、微笑んでくれた。

　こんな……こんなひどいことをした、私なんかのために。

　今まで我慢していた涙が、私の瞳から溢あふれ出る。

　申し訳なさと、こんな私を包み込んでくれた彼への想いで。

　その後、彼と悠里さんに励まされ、支えられ、そして救われた私は、完全に芹沢悠馬と決別するけど……卑劣なあの男は、うちの事務所に圧力をかけてきた。

　その結果、私は〝ペール・ガーディアン〟を無期限活動停止となった。

　でも、このことについては、私は仕方ないと思っていた。

　だって、それだけのひどいことを、久坂さん達にしたんだから。

　なのに……なのに悠里さんは、あろうことかそれ以上の力を使ってくれたおかげで、私はすぐに〝ペール・ガーディアン〟に復帰するどころか、業界最大手で中岡グループ傘下の〝ランド・サポート・コーポレーション〟にグループごと移籍し、ますますアイドルとしての高みに上ることとなった。




　本当に……かなわない、なあ……。




　本当は、分かっていた。

　久坂さんの隣には悠里さんという素敵な女性がいて、そんな悠里さんがいるからこそ、あの優しく素敵な久坂さんがいるんだってことを。




　　　　　※　※　※




「ふふ……あの時、もっと早くに気づいていれば、こんなことにはなっていなかったかもしれませんね……」

「？　エルザ？」

　どうやら私の呟きを聞いていたらしく、リーダーが不思議そうな表情を浮かべた。

「ふふ、いえ……ちょっと思い出し笑いです」

「そう？　それよりも！　いよいよ大晦日のほとんどの日本人が観るあのステージにこれから立つんだから、気合い入れるよ！」

「大丈夫です！　お弁当を食べた私は無敵です！」

　リーダーの檄に、私は小さなガッツポーズで応えた。

「よーし！　〝ペール・ガーディアン〟、行くよー！」

「「「「「おー！」」」」」

　久坂さん……私の想いは叶いませんが、せめて……せめて今日だけは、お伝えしてもいいですよね……？

『人気絶頂のアイドルグループ、〝ペール・ガーディアン〟がお送りする曲は……！』




――〝届け、ナイショのこの想い〟
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「ふう……」

　スマホの画面を眺めながら、俺は思わず溜息を吐く。

今、表示されているのは、かつての妻達が活躍した舞台であるソーシャルゲームアプリ『戦車娘』、通称〝せんむす〟のホーム画面だ。

　そして俺は、画面を長押ししてアプリを削除するアイコンを表示させる。

　だけど。

「ク、クソッ！」

　俺はスマホをベッドの上に放り投げ、頭を抱えた。

「できない……！　俺には……俺には、支えてくれた妻達を切り捨てることなんてできない！」

　そうだとも……俺は、彼女達がいてくれたおかげで、今の俺がいるんだ。それを、もうユーリがいるからって、そんな無情なことをしていいのかよ……！

　なんて言ってはみるものの、本当は俺を〝せんむす〟に導いてくれた、アイツとの縁が切れちまうことが引っかかってるんだ。




　そう……たった一人だけの、俺の仲間を……。




　　　　　※　※　※




　中学二年の頃、うちのクラスでは〝せんむす〟が男女問わずに流行りに流行っていた。

　俺はといえば、まだ小学六年生の文香の面倒も見ないといけないし、家事だってこなさなきゃいけないからって、そんなゲームなんかに構ってる暇はなかった。

　だから、クラスの会話にもついていけず、心に余裕もない俺は、クラスでも浮いた存在でいつも一人だった。

　あの日も、俺は学校が終わってスーパーに向かおうとしたんだ。

　だけど。

「ねえねえ、久坂くん。君も一緒に〝せんむす〟しない？」

　突然、クラスの女子の一人が俺を誘ってきた。

「オ、オイオイ……久坂なんか誘ってもつまんねーって」

「そうよ……」

　誘ってきた女子……〝坂さか本もと雪ゆき〟の友人達は、明らかに俺のことを敬遠していた。まあ、そんな反応が正解だろ。

　俺だって、同じ立場だったらこんな奴、一緒に遊びたいだなんて思わねーし。

　なのに坂本ときたら。

「えー、いいじゃん！　クランは大勢のほうが楽しいって！」

　友達二人を説得し、俺の加入を渋々承知させると、瞳をキラキラさせてスマホ画面を見せた。

「んふふー。ということで、早速アプリをダウンロードして、アカウント作ってね！　さすがにＷｉ―Ｆｉじゃないとデータ量がヤバイことになるから、今日のところは家でダウンロードしておくように！」

「い、いや俺、するなんて一言も……「じゃ、よろしくね！」」

　俺は困惑しながら断ろうとするけど、坂本は俺の言うことなんかお構いなしに、話を切り上げやがった……。

　時間もあまりないこともあり、俺はサッサと教室を出てスーパーに向かった。




　　　　　※　※　※




「あー……どうすっかなー……」

　夕食後の食器類の片づけも終わった俺は、ソファーに座りながらスマホとにらめっこしていた。

　このまま無視してもいいんだけど、坂本の奴、絶対明日も絡んでくるだろうし、ダウンロードしてこなかったって分かったら、今度はデータ量無視で教室内でダウンロードさせられる羽目になるかもしれん……。

「お兄、お風呂あがったよー……って、何してるの？」

「んー……クラスの奴に、一緒にゲームしようって誘われてな」

「へー……いいじゃん！」

　俺の言葉を聞いた文香は、嬉しそうにゲームをするように勧めてきた。

「いや、俺は家事もしないといけないし、ゲームをする余裕なんて……「何言ってるのお兄！　ゲームだったら、家事の合間だってできるじゃん！　それに、せっかく誘ってくれたんだから！」……お、おう……」」

　ふ、文香の奴、やたらとゲームさせようとするのな……。

　はあ……まあ、いいか。

　俺はアプリストアから〝せんむす〟をダウンロードすると、アカウント名の設定やチュートリアルを終え、いざ本格的にゲームを始めてみる。

「……ふーん、確かに戦車を擬人化したヒロイン達は可愛いな……って、べ、別にそれくらいで引き込まれたりしねーんだからな！」

　俺は訳の分からない呟きとツッコミを入れつつ、ゲームを進めてみる。

　すると。

「お兄ー……いい加減、お風呂に入りなよー……」

「へ？」

　文香に呆れ顔で言われ、俺はスマホの時計を見ると……あ、もう二十二時過ぎてる。

　つか、ひょっとしてかれこれ二時間もゲームしてたのかよ……。

「風呂行ってくるわ……」

「ハイハイ」

　俺は肩を落としながら、フラフラと風呂へ向かう。

　うん、ゲームは程々にしないと、だな。




　　　　　※　※　※




「久坂くん！　ちゃんと〝せんむす〟ダウンロードしてきた？」

　教室に入るなり、俺は速攻で坂本に絡まれる。

「お、おう……一応、昨日は第一章クリアまで進めてみたけど……」

「お！　やった！」

　坂本は、嬉しそうにガッツポーズをした。

「んふふー……それで、どうだった？　楽しい？」

「え？　あ、いや、まあ……」

　俺は鼻の頭を指で描きながら、曖昧に返事をした。

　正直言うと、時間を忘れるくらいにはハマったんだけど。

「よし！　これで一緒に遊べるね！　ということで、昼休みは一緒にご飯食べよ！」

「はあ!?　な、なんで……「んじゃ、よろしくねー！」……って、また人の話を聞かねー……」

　手をヒラヒラさせながら自分の席に戻った坂本を眺めながら、俺はポカン、としてしまった。




　　　　　※　※　※




　――キーンコーン。

「くっさかくん！」

　昼休みのチャイムが鳴るなり、坂本がスキップしそうな勢いでやってきた。

「お昼、一緒に食べよ？」

「お、おお……」

　ズイ、と顔を近づける坂本に、俺は惚けながら返事をした。

　いや、坂本も可愛いんだから、そんな無防備に顔を近づけられたら、その……中二男子はドキドキするんだよ！

「？　早く行こうよ！」

　嬉しそうに手招きする坂本の後を追い掛け、教室を出る。

　そして、向かった先は学校の中庭だった。

「よし！　今日はここにしよう！」

　ウンウンと頷くと、坂本は中庭のベンチに腰掛けた。

「ホラホラ、久坂くんも座りなよ」

「お、おう」

　俺もベンチに座り、弁当を取り出す。

「おおー、美味しそうだね」

　坂本は俺の弁当を覗き込んで感嘆の声を漏らした。

「そ、そうか？」

　俺は褒められたことが嬉しくなり、思わず照れてしまう。

「へえー、このお弁当はお母さんが作ったの？」

「あ、いや……」

　そんな坂本の質問に、俺は俯うつむいた。

　……まあ、坂本だって悪気があったわけじゃないだろうし、素直に聞いただけなんだろうし……。

「そうそう！　うちなんて、ママが『お弁当くらい自分で作りなさい！』なんて言うんだよ！　酷くない？」

「…………………………」

　坂本はぷんすか怒ってるけど、俺はただ無言のままだ。

　……母親にそんな風に言ってもらえるってことが、すごく幸せなことなんだって、普通は気づかないよな……。

「あ、そうだった！　それで、久坂くんの〝せんむす〟、私に見せて！」

「え？　……あ、ああ……」

　俺はスマホを取り出してアプリを起動させると。

「ほら」

　スマホの画面を坂本へと向けた。

「ホントだ！　ちゃんと第一章クリアしてる！」

「ま、まあな」

「うん！　えらいえらい！」

　そう言って、坂本は微笑みながら俺の頭を撫でた。

　な、なんだか恥ずかしいぞ!?

「じゃあちょっとスマホ借りるね」

「あ！　お、おい!?」

　スマホを取られ、坂本が何やら弄ってるぞ!?

「ほい」

　そしてすぐに投げ返され、俺は慌てて画面を見る。

「んふふー、それが私のアカウントだから」

　そこには、〝スノウ〟というアカウント名のユーザーデータが表示されていた。

　しかも、フレンド登録とクラン加入までバッチリ済ませてある……。

「というわけで、私のクランでは今、イタリア戦線開放のためのレイド戦に挑んでるの。ちゃんと久坂くんも参加してね！」

「ええー……」

　この日から、俺の長きにわたる〝せんむす〟との日々が始まった。
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「久坂くん！　昨日のレイドバトル、大活躍だったね！」

「おう！　だろ？」

　坂本に誘われて〝せんむす〟を始めてから早二か月。

　俺はクランの中でも中堅くらいに位置するくらいには成長し、イベントなんかもそれなりに活躍できるほどになっていた。

　や、だって〝せんむす〟面白いし、しかもほんの二、三分でプレイできたりするから家事の合間にできるし、何よりヒロインが可愛い。

　そして。

「それにしても、久坂くんって面白いよねー！　昨日も笑わせてもらったし！」

「えー……俺、結構マジメに話してたんだけどなあ……」

　そう、俺と坂本は、クラン内の掲示板でマメに雑談をしている。

　意外にも、この坂本は気遣いのできる奴で、ちゃんと踏み込んでいいところと悪いところの線引きがキチンとできてるし、それでいて懐の中に上手く入り込んでくるところがあったり、とにかく人付き合いが上手い。

　クラスじゃ浮いてる俺とは大違いだ。

「ところで、たまには放課後にでも一緒にプレイしたいんだけど……ムリ？」

「あー……悪い。俺、結構忙しいから……」

「そっかー……」

　坂本は「残念」という言葉を付け加え、寂しそうに笑った。

　……俺だって、坂本と一緒に〝せんむす〟したいけど、こればっかりはしょうがないからな……。

「ウーン……まあでも、少しでも暇ができたら絶対に一緒に遊ぼうね！」

「お、おう……」

　そう告げる坂本に、俺はあいまいに返事すると。

　――キーンコーン。

「あ、チャイムだ」

　坂本は手をヒラヒラさせながら、自分の席に戻って行った。




　　　　　※　※　※




「フンフンフーン♪　今日はシチュー♪　暑い季節も変わらず美味しい、あったか～いクリームシチュー♪」

　俺は訳の分からないオリジナルソングを歌いながら、商店街を練り歩く。

　いや、もう七月だしシチューはちょっと季節外れかもしれないけど、それでも美味いから俺は作るのだ。

　で、スーパーに入って野菜やルウなど、必要なものをカゴに放り込んでゆき、レジを済ませて店を出ると。

「あれ？　久坂くん？」

「ん？　おお」

　なんと、そこにいたのは坂本だった。

「つか坂本はこんなところで何してるんだ？」

「いやいや、それはコッチの台詞だよ！　久坂くんこそ家のおつかい？」

「ああー……というか、家事は俺の仕事だからな」

「へ……？」

　俺の言葉に、坂本がキョトンとした。

　あー……そういえば、坂本にちゃんと話したことなかったな。

「はは、実は俺が小学五年の時に母さん死んでさ……家事全般は俺がしてるんだ……」

「あ……」

　そう告げた瞬間、坂本の顔が真っ青になる。

　そして。

「ご、ごめん……私、久坂くんの事情も知らないで……」

「あ、ああいや、別に坂本が気にするようなことじゃないし！」

　深々と頭を下げる坂本に驚いた俺は、わたわたしながら彼女の身体を起こした。

「だ、だけど、あの時だって私、久坂くんのお母さんのこと聞いたり、無神経にママの話をしたり……」

「も、もう俺も母さんの死は受け入れてるから、もう大丈夫だから」

　そう言って、今にも泣きそうな坂本を必死でなだめる。

　うう、やっぱり言わなきゃよかった……。

「ほ、本当にごめんね……」

「だーかーらー！　もういいっての！　それより、今日の夜のレイド戦、期待しててくれよな！」

「え……？」

「はは！　実は、とうとう〝ティーガー〟さんを手に入れたんだよ！」

「ホントに！　すごいすごい！」

　さっきまでの落ち込んだ様子とは打って変わって、坂本さんが驚きながらはしゃぐ。

　はは、いつもの様子に戻ってよかった。

「んじゃ、俺はそろそろ行くから」

「あ、うん。引き留めてごめんね」

「おう！　じゃ、夜に！」

「うん！　夜に！」

　そう言って俺は坂本と別れ、家路についた。




　　　　　※　※　※




「くあー……アッツイなあ……」

　夏休みに入り、相も変わらず家事をこなしながら、俺は〝せんむす〟にのめり込んでいる。

　もうここまで来ると、俺もクランの中でもトップクラスの実力者にまで登りつめていた。

　いや、それもこれも〝ティーガー〟さんのおかげなんだけどな。

　そんな感じで今日も〝せんむす〟にログインするんだけど……。

「……坂本の奴、今日もログインしてねーな」

　夏休みに入ってからというもの、坂本は〝せんむす〟にめっきり姿を見せなくなった。

　まあ、勉強とかで忙しいのかな、なんて思いながら、その時はあまり気にせずにプレイしていた。




　そんな八月のお盆の頃。

　俺は父さんと文香の三人で母さんの墓参りを済ませ、家に帰るなり〝せんむす〟にログインすると。

「お、坂本からメッセージが来てる」

　だけど、いつもならクランの掲示板に直接書き込んでるのに、今日に限ってダイレクトメッセージなんて、どうしたんだろう……。

　俺は妙な胸騒ぎを覚えながら、メッセージを開く。

　すると。




『久坂くん、久しぶり。

　実は私、お父さんの転勤で二学期が始まる前に転校することになりました。

　本当は、黙っていなくなろうかなー、なんて思ったりもしたんだけど、私が久坂くんを〝せんむす〟に誘った手前、それもどうかなって思ったので、メッセージを送りました。

　それで……もし、久坂くんが良ければ、一日だけ一緒に遊びたいな……なんて思ったり……。

　もちろん、久坂くんは家のことで忙しいのは分かってるから、全然無理しなくていいからね？

　できれば、明日までに返事をくれると嬉しいです』




「坂本……」

　そっかー……転校、するのか……。

　俺はカレンダーをチラリ、と見た後、メッセージを打ち返す。




『オッス。坂本、転校しちゃうんだなー……。

　遊びに行くのはもちろんオッケーだ。

　さすがに明日、ってわけにはいかないから、その次の日の明後日ならどうだ？

　それでよければ、返事ください』




「よし、これで……って、早っ!?　もう返事きた！」




『ありがとう！　もちろん、明後日でオッケーです！

　それじゃ、明後日の十時に、駅前の改札口で待ってるね！』




「明後日の十時、駅前な。了解」

　そう呟くと、俺は〝せんむす〟からログアウトした。




　　　　　※　※　※




「あ！　オーイ、久坂くん！」

　約束の日の朝十時。

　駅前にやって来ると、既に来ていた坂本が俺の姿を見つけるなり嬉しそうに駆け寄って来た。

「悪い、待たせたか」

「ううん、私も今来たところ！」

「そっか。それで、今日はどこに遊びに行く？」

「うん！　それはバッチリ決めてあるから任せて！　というか、今日は久坂くんのこと、思いっ切り振り回すんだから！」

　そう言ってニシシ、と坂本が笑う。

「さあ、行こ！」

「お、おう」

　俺の腕を引っ張り、この日の坂本は宣言通り俺を振り回してくれた。

　最初にゲーセンから始まり、ファミレスで昼メシ。そのままウインドウショッピングをしたら今度はまたゲーセン。疲れたと言ったら中学生には似つかわしくないカフェに入ってお茶を飲んだりなんかした。

「んふふー。一度、こういうところに来てみたかったんだー」

「へ？　坂本もこの店初めてなの？」

「当然じゃん！　さすがにちょっと、ねえ……」

　そう言うと、坂本が店内を見回す。

　で、俺も同じように店内を見るんだけど……ああ、確かに結構大人なカップルが多いなあ……。

　中学生なんて、俺達くらいなモンだ。

「……だから、今日は願いが叶ってよかったよ」

「そっか」

　しんみりした表情でそう言った坂本に、俺は短く返した。

　それからカフェを出ると、俺達は駅近くの公園に来ていた。

　さすがに夏の日差しも強いせいか、公園にはあまり人がいなかった。

　といっても、もう夕方だし、それなりに暑さは和らいではいるんだけど。

「久坂くん、今日は楽しかったね！」

「おう！」

　坂本はいつもの様子で「んふふー」と笑う。

「……なあ、坂本はいつ引っ越すんだ」

「ん……実は明日、なんだよねー……」

「ハア!?　明日!?」

　俺が驚きの声を上げると、坂本は頭を掻きながら苦笑した。

　つか、そんなの急すぎるだろ!?

「だから、最後に久坂くんと一緒に遊べてよかった」

　そう言って、坂本はスタスタと公園を出ようとする。

「オ、オイ、ちょっと待てって！」

　俺は慌てて坂本を追い掛けると……坂本の肩が震えていた。

「ん、んふふー……今日の夜、ちゃんとログインしてね……」

　そう言い残し、とうとう坂本はその場から走り去ってしまった。

「な、なんだよ……」

　坂本が走り去った先を、俺はしばらく眺め続けていた。
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「坂本の奴、ログインしろってどういう意味なんだろうな……」

　家事を一通り済ませ、俺は自分の部屋のベッドに寝転がる。

　で、いつものように〝せんむす〟にログインすると。

「あ……」

　そこには、一件の新着メッセージがあった。

　そして、そのメッセージを開くと。




『私は、久坂くんのことが好きでした』




　たったその一言だけが、俺の視界に飛び込んできた。

「アイツ……！」

　俺はスマホを放り投げ、小学校の卒業アルバムを探す。

　坂本は俺とは別の小学校だし、俺には友達はいないけど、それでも、同じ小学校出身の奴経由で聞けば……！

「あった！」

　俺は卒業アルバムを開き、片っ端から電話を掛ける。

　そして。

『……確認したら、住所は『〇〇町五―二―三』だったぞ』

「っ！　悪い！　助かった！」

『お、おう……まあ、いいけど……』

　俺は何度も礼を言ってから通話を切ると、明日の家事の分を深夜までかかってまとめてこなした。

　これで、アイツの見送りくらいはできる時間を確保した。

　あとは……。

　俺は早朝にアラームをセットすると、ようやく眠りについた。




　　　　　※　※　※




「ハア……ハア……ッ！」

　朝になり、文香の朝食だけテーブルに用意して俺は家を出ると、坂本の家を目指して走る。

　さすがにまだ引っ越ししてしまってはいないと思うけど、万が一ってこともある。

俺は焦る気持ちを必死で抑えながら、とにかく走った。

　すると。

「っ！　あれか！」

　一軒の家に、引っ越し業者のトラックに荷物を積み込んでいるのが見えた。

　あそこが、坂本の家で間違いなさそうだ。

　俺はその家に駆け寄ると。

「え……？　久坂、くん……？」

「ハア……ハア……おう……」

　俺は息も絶え絶えになりながら、驚く坂本と挨拶を交わす。

「よ、よくここの住所が分かったね……」

「ハア……同じ小学校の同級生に、片っ端から電話をかけて教えてもらった……」

「そ、そうなんだ……」

　そう言うと、坂本は気まずそうに顔を背けた。

　まあ、昨日〝せんむす〟であんな告白をしたら、そうなっちまうかー……。

「新しいところに行っても、〝せんむす〟は続けるんだろ……？」

「う、うん……そのつもり……」

「んじゃ、俺達はいつでも会えるな」

「っ！　う、うん！」

　俺のその言葉に、坂本が嬉しそうに返事した。

　その時。

「雪ー！　早くしなさい！」

「あ、う、うん！」

　多分、坂本のお母さんだろう。家の中から声を掛けられ、坂本は慌てて返事をした。

「おっと、邪魔をして悪かったな」

「う、ううん……そんなこと、ないよ……」

　そう言って、坂本はかぶりを振る。

「それじゃ……またな」

「うん……また、ね……っ！」

　坂本が、ぽろぽろと涙を零こぼす。

　俺は、その涙に気づかないふりをして、それ以上は彼女を見送ることもなく、坂本の家を後にした。




　　　　　※　※　※




「……まあ、今じゃ坂本がログインすることなんてないけどな……」

　あれから一年くらいは、坂本とは〝せんむす〟を一緒にプレイしてたけど、高校に入ったあたりから坂本はログインしなくなった。

　まあ、坂本の奴も新しいところで忙しいんだろう……って。

「さすがにアカウントを消しちまったら、今度こそ完全に途絶え……「へー……何を悩んでるのかと思ったら、まさかまだ二次元にこだわってたなんて、ねー」……ユーリ!?」

　なんと、いつの間にかユーリの奴が呆れた表情で扉の前に立っていた。

「えーと……ユーリさんや、いつからそこに？」

「うーん……ヤマトがスマホを放り投げたところから？」

「最初からじゃねーか!?」

　ああー……じゃあ、俺の恥ずかしい呟きなんかも聞かれてたりなんかしちゃったりしたわけかー……。

「とにかく、私としては色々と話を聞きたいかなー？」

「はい……」

　というわけで、俺はユーリに全てを話した。

　いや、別に俺は坂本に恋愛感情を持ってないし、決してやましいことなんてないんだけど……うう、なのに罪悪感が芽生えるのはなんでだろう……。

「……うん。とりあえず、私の意見としては、その〝せんむす〟のヒロインさえ消してもらえたら、アカウント自体は残したままでいいと思うよ」

「へ？　そうなの？」

「うん。だって、その坂本さんって女の子は、ヤマトの心を救ってくれた人だもん。もし会う機会があるんだったら、私もお礼くらいは言いたいし。もちろん、彼女として」

　あー……俺の彼女、最高にカッコイイんだけど

「ああ。じゃあ、二次元の妻は全員削除ってことで」

　そう言うと、ステータスをカンストさせたヒロインを、全員削除した。

「うん！　これでスッキリ！」

　ユーリはスマホの画面で確認すると、満面の笑みを浮かべた。

「だけど、まさかユーリがそこまで二次元の奥さんに嫉妬するとは思ってなかった」

「当然だよ！　この女の子達のせいで、ヤマトは私のこと見てくれなかったんだもん！」

　あー……まあなあ……。

　でも。

「あ……ヤマト……」

「はは……ユーリがそんな思いだったなんて知らなかった。本当にゴメンな」

　俺はユーリを抱きしめると、そう耳元でささやいた。

「うん……でも、今のヤマトは私しか見てないってことも、知ってるんだけどね……」

「もちろん。だって、俺にとってユーリは全てなんだから」

「ん……」

　そして。

「ん……ちゅ……」




　――俺は、胸の中にいるユーリに、優しくキスをした。
















Ｋｉｎｄｌｅ特典







バレンタインの契り




「うぐう……分からん……」




　二月の最初の日曜日。

　俺はユーリと一緒に勉強をしてるんだけど……開始三十分で英語の長文問題で躓いている。

　いや、ていうかここは日本だろ？　なんで英語なんて必要なんだよ。そもそもネットで翻訳したら済むじゃん。覚える必要性を全く感じないんだけど。

「ヤマト、ここはね……」

　すると、そんな俺を見かねたユーリが隣にやってきて、一つ一つ丁寧に教えてくれた。

　いや、正直言ってユーリは学校の先生の数倍は教えるのが上手なので、俺としてはメッチャ助かってるんだけど。

「おおー……そういう意味になるのな。やっぱ俺の彼女はスゲエ」

「えへへー、ヤマトに褒められた」

　そう言って嬉しそうにはにかむユーリ。

　うん、最高に可愛い。

　なお、今日の勉強会については、実はユーリにあるものを対価として支払わなければならないことになっている。

　まあ、それについては勉強が終わってからなんだけど。

「よし！　じゃあサッサと勉強を終わらせて、次にいくかあ！」

「うん！」

　俺は気合いを入れて集中して勉強に取り組むと、予定していたところまで一時間で終わった。

　ウーム、やっぱりユーリ効果は半端ない。

「それじゃ、早速作業に取り掛かる？」

　伸びをするユーリに尋ねると。

「も、もちろんなんだけど、その……」

　上目遣いで少し恥ずかしそうにするユーリ。

　ああ、いつものね。

「よし、ユーリおいで」

　俺は両手を広げて声を掛ける。

「わーい！」

「おっと」

　満面の笑みで飛び込んできたユーリを受け止めると、反対へ向けて後ろから抱きしめる体勢を取った。

「えへへ……ヤマトの身体って大きいね。私の身体がすっぽり収まっちゃった」

「はは、まあユーリが小さいってのもあるんだけどな」

　ただし、ユーリの胸は人一倍だけど。

　以前それとなくユーリと妹の文香が会話しているところを聞いてしまった時。

『だけど、悠里さんの胸って大きいですよねー』

『あ、あはは……私は重くて肩が凝るからアレなんだけどね……』

『肩が凝るくらいって……サイズ、いくつなんですか……？』

『……Ｇ』

『ええええええええええ!?』

　とまあ、そういうことらしい。

　いや、そりゃ肩も凝るし、俺だっておっぱいに釘付けになるわと言いたい。

「ヤマト……」

　気づけば、ユーリは俺のほうに顔を向けて瞳を潤ませている。

　俺は……。

「ん……ちゅ……ちゅく……」

　ユーリの柔らかいその唇に、舌を絡ませながらキスをした。




　　　　　※　※　※




「よし！　ユーリ、準備はいいか！」

「イエス！　マム！」

　号令を掛けると、ユーリが敬礼ポーズをした。

　これから俺は、かなり難易度の高いミッションに挑むことになる。

　そう、それは。

「では、バレンタインに向けて手作りチョコを作る。今回はできる限り手軽に作れるように、市販の板チョコを使用するぞ」

「分かりました！」

「よろしい。まずは……」

　ユーリを立たせて包丁を握らせると、市販の板チョコをまな板の上に置く。

　俺は後ろから包丁を持つユーリの右手に手を添え。

「そうそう……こうやって細かくチョコを切るんだ。こうすれば、湯煎で溶かしやすいから」

「う、うん！」

　あー……ユーリ、身体がガチガチになってる。

「ユーリ、緊張しなくていい。このレシピは絶対に失敗しないヤツだし」

「そ、そっか……」

　それから板チョコを全部細かく切り、それをボウルに入れて湯煎する。

「溶け残しがないように、しっかりと混ぜるんだぞ」

「わ、分かった！」

　しばらくしてチョコが全部溶け切ったら、あらかじめ温めておいた生クリームを加える。

「よし、今度は泡立て器で均一に混ぜる」

「こ、こうかな……？」

「うん、上手だぞユーリ」

「えへへ……ヤマトに料理で褒められたよ……」

　そう言って、嬉しそうにはにかむ。

　はは……こんなに喜んでくれるんだったら、料理が苦手でも失敗しないようなレシピを用意して一緒に作るようにしよう。

「あとは、クッキングシートを敷いた四角いバットに混ぜ合わせたチョコを流し込んで、冷蔵庫で冷やし固めて、最後にココアパウダーをまぶして完成だ」

「うわあ……本当に私でもできたね……！」

「だろ？」

　といっても、本当に初級中の初級のレシピだけどな。

　でも。

「ユーリ……十四日、楽しみにしてる」

「あ……うん……で、でも、彼氏に教えてもらいながら作ったチョコだから、締まらないけどね」

　ユーリは苦笑しながら舌をちろ、と出した。

「何言ってるんだ。ユーリが俺のために作ろうって思ってくれたことを含めて、本当に嬉しいんだぞ？」

「うん……知ってる」

　冷蔵庫のチョコが固まるまでの間、俺達は身体を寄せ合っていた。




　　　　　※　※　※




　そして、いよいよ二月十四日のバレンタインデー。

「ふふ、久坂さん。こちら、バレンタインのチョコです！」

「はは……ありがとう、藤堂さん」

　昼休みの風紀委員会室で、藤堂さんが義理チョコをくれた。

　だけど……やけに豪華な気がするのは気のせいだろうか……。

「むむ！　久坂くん、私へのバレンタインチョコはないのか？」

「何言ってるんですか木戸先輩……むしろ、先輩が俺にくれるべきでしょう」

「それこそ何を言う。この私の胃袋をつかんだのだ、ちゃんと責任を取ってくれないとこまるぞ？」

　ハア……この先輩は……。

「あ、あはは……まあまあヤマト」

　ユーリが苦笑しながら、俺の背中を優しく撫でてくれた。

　うん……もう疲れたよ、ユーリ……。

　学校が終わり、いつものように食材を買い込んで家に帰った俺達は、晩ご飯の準備を済ませて俺の部屋でひと段落する。

「ヤ、ヤマト……バレンタインチョコだよ」

「お、おう……ありがとう……」

　いや、一緒に作ったしアレなんだけど、やっぱりこうやってかしこまって渡されると緊張するな……って!?

「ん……」

　え、ええと……ユーリさん、なんで生チョコを口にくわえてるんですかね……？

　ひょっとして、口移しというやつですか？　そうですね、口移しですね。

「で、では……」

　俺はおずおずと顔を近づけ、ユーリがくわえているチョコを口に入れる。

　その時。

「ふ……ん……んう……」

　ユーリが、チョコと一緒に舌を滑り込ませてきた……。

「ぴちゃ……ちゅ、ちゅぷ……」

　チョコと、ユーリの舌が俺の口の中に広がる。

「ぷは……ね……ヤマト……」

　……少し声を震わせ、ユーリがねだる。

　つまり……そういうことで、いいんだよな……。

「ユーリ……」

「ん……んく……は、は……あん……んうううううう……っ！」




　――この日、俺はユーリと一つになった。




　　　　　※　※　※




「ヤマト……」

　ベッドの上で、裸のユーリが俺の胸に頬を寄せる。

　この小さくて透き通るような白い身体は、しばらく経った今も火照ったままだ。

　二次元でしか誰かを好きになる暇がないと思っていた俺を、みんなを遠ざけてきた俺を、ユーリが飛び込んで、寄り添ってくれたおかげで、今の俺がいる。

　はは……本当に、俺はなんて幸せ者なんだ。

　だから。

「ユーリ……好きだ、愛してる」

「えへへ……私も好きだよ、ヤマト」




　そう言って、ユーリは咲き誇るような笑顔を見せてくれた。







　　　あとがき




　この度は、「陰クラ」をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　初めまして！　ＷＥＢ版でお読みいただいている皆様は改めまして！　サンボンと申します！




　さてさて、本作は私が「小説家になろう様」にて公開しておりましたものを、このような形で電子書籍化させていただくことができました。

　そこで、私は声を大にして言わせていただきます。




　――これで私も、名実ともにラブコメ作家だああああああああッッッ！




　ハア……ハア……ありがとうございます。非常に満足です。

　おかげ様で、この「陰クラ」の他に「ガイスト×レブナント」という作品を書籍化させていただいたのですが、そちらは現代ファンタジーのため、ラブコメを主戦場にして活動している私としては、ラブコメ作品を書籍化することに忸怩たる思いがございまして……。




　これで何とか、あとがきの半分を埋められたのであと半分！　ちょっとした「陰クラ」の設定について語ってページを埋めましょう！

　実は、私の小説は歴史上の人物のお名前を参考として拝借させていただくことが多く、この「陰クラ」では主人公のヤマトは「久坂玄瑞」、ユーリは「中岡慎太郎」の討幕派、そして芹沢と斎藤は言わずもがな新選組ですね。もちろん藤堂さんも「藤堂平助」です。




　ということで、無事にページを埋めることができましたので、最後に感謝の言葉を！

　本当に、本当に素晴らしいイラストを描いてくださった高橋ヒデキ様、最高です！　ありがとうございます！

　また、本作の書籍化に際し、非常にご尽力くださいました大洋図書の皆様、並びに本作の出版に携わってくださいました全ての皆様、ありがとうございます！

　そして、普段から小説家になろうの感想欄やＳＮＳの場などで励ましの声などを送っていただきました皆様、ありがとうございます！

　そしてそして、本当に最後に、応援、お読みいただいた読者の皆様、ありがとうございました！




　またお逢いできる日を楽しみにしております！










陰キャなクラスメイトが実は人気の若手俳優なんだけど、ソイツの幼馴染は何故か俺のことが好きみたいです。
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